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──学生の「ふりかえり」から見るバングラデシュの魅力
自然・人・文化の宝箱と For Others

東　宏乃　文学部コミュニケーション学科

（1）私とバングラデシュとの出会い

　1999年 8月、チッタゴン丘陵の少数民族ジュマの村
とノルシンディー県アムラボ村を、私は初めて訪れた。
バングラデシュについては、高校時代、岡倉天心の『茶
の本』によって、アジア初のノーベル文学賞を受賞した
R・タゴールを知り、彼の生誕地としてのベンガルの地
を意識はしていた。しかし、NGOに入ってからはずっ
と、イスラム教の国だから、きっと女性は家の中に閉じ
込められているのではないかと、私は偏見を持っていた。
案の定、バングラデシュより先に行くことになったパキ
スタンでは、イスラム教の宗教色が強く、空港で同行の
日本人男性と対等に話す私に対して、地元の男性達はつ
き刺さるような視線を浴びせたし、農村の女性は高い土
塀に囲われた屋敷地の中で暮らし、外出に際しブルカと
いう全身真っ黒な覆いを着ていた。この様なイスラムの
国での地域開発事業は、苦労も多いだろうと思ったので
ある。
　が、1999年、国際協力NGO「シャプラニール＝市
民による海外協力の会」の創設者・福澤郁文氏に強く誘
われ、アジアと日本の教育を考える「トクトクの会」の
スタディー・ツアーに参加することになった。訪れてみ
れば、パキスタンに比べてバングラデシュは、イスラム
教の戒律はゆるいようであり、東南アジア的な農村社会

のニオイがした。
　その時、通訳として出会ったのがシャヘ・アラムさん
であり、彼の人柄に惚れた。そして、その後、「トクト
クの会」や「シャプラニール」のスタディ・ツアーでバ
ングラデシュを何度も訪れ、アラムさんにお世話になる
ことになる。
　フェリス女学院大学の科目「アジアとの出会いと異文
化体験」のフィールドワークを引き受けるにあたって、
駐在経験のあるカンボジアか、憧れの地バングラデシュ
かは、そうは迷わなかった。やはり私の大好きな国に学
生を連れて行こうと、バングラデシュに決めた。
＊市民が自分の力で独立を勝ち取った国、バングラデ
シュ。

＊自然が豊かで、R・タゴールにして「黄金の国」と謳

わしめた、バングラデシュ。
＊南アジアのノーベル賞受賞者 3人の出身地であるベ
ンガルの地。

　学生にバングラデシュを知ってもらい、かの地の素敵
な人々に出会ってほしい。
　首都のダッカでは、今まさにMoving countryとして

勢いのある国の経済発展や経済格差も目の当りにしてほ
しい。性格の異なる 3つの村の訪問では、NGO等によ
る支援と人々の自立、そして彼らの笑顔に、生きること
の意味を感じてほしい。
　そして、何より、バングラデシュの生活文化の豊かさ、
ゆったりとした時間の流れの中で、先進国・日本に生き
る学生に、五感で感じながら自分自身を見つめ直してほ
しい、と思ったのである。

（2）コミュニケーション学科専門科目
「アジアとの出会いと異文化体験」の
事前学習

　2年前のバングラデシュへの海外短期研修（スタ
ディー・ツアー）で浮かび上がってきたテーマは、「ほ
んとうの豊かさって何 ?」であったが、今年度の講義で
はそれを受け、GNPなどでは測れない、バングラデシュ
のある種の「豊かさ」に出会ってほしいと、ワークショッ
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プ形式（参加体験型グループ学習）で授業を工夫した。
南アジアの最貧国であるバングラデシュについて、あえ
て ｢豊かさ｣ という観点から多角的にみていくように心
がけたのである。（大学での講義が全 5回＋現地研修が
10日以上で 2単位になる科目。）

　まず、大学で行なった事前学習について触れておく。
■ 1回目：写真スライドを使ったバングラデシュの紹介。
　特に農村生活の概要。マイクロクレジット（小規模無
償貸付）を行う「ショミティ（相互扶助グループ）」の
女性に会うために、村の中へ中へと入って行く。学生と
同年代の思春期の女の子のグループ活動「キシュリ」に
会いに、地元NGO・PAPRI（パプリ）がプロジェクト
を行うノルシンディー県へ。「農村の女の子に思春期と
いう時期が生まれた」という私の説明は、学生 SMに

は衝撃的だったようだ（P.55参照）。

■ 2回目：オリジナル教材「コビール君ちの家族マップ」
を使ったワークショップと、VIDEO『豊かさって何？』
（スタディー・ツアーの記録、恵泉女学園大学制作）か
ら学ぶ。
　教材「家族マップ」を体験した感想をみると、バング
ラデシュの平野部農村の屋敷地には、パパイヤやマン
ゴー、ジャックフルーツなどのたくさんの果樹や、青ト

ウガラシやハーブ類など家庭菜園も充実しており、また、
牛が、乳・牛フン（かまどの燃料になる）・牛の尿（家
の土台や中庭の土の上に塗ると虫除けになる）・牛車な
ど、暮らしの要を担っていることを知ったようだ。学生
は、自給自足の生活が成り立っていることに感動してい
た。その自給自足の生活を、「その日暮らし」とみるの
か、「豊か」なのかは、現地に赴いてからの判断となった。
学生 SMのレポートを参照（P.57）のこと。

■ 3回目：フォトランゲージ『世界の家族』を使った「幸
せ度（GNH）」のワークショップ
　世界各国の家族と家財を写した写真（A4判）を、3

枚 1組の写真にして、その 3枚の中でどの国が幸せか、
自分たちでモノサシを作り、幸せの順に並べるワークを
行なった。
　先進国の代表としては、アメリカ・イギリス・ドイツを。
問題のある国としては、国連軍が駐留したボスニア・家
屋敷にたくさんの鍵をかける南ア・平穏だが写真に映っ
た家族が実は一週間後に殺されてしまったロシアをとり
あげた。自給自足的な国としては、ブータン・エチオピ
ア・サモアを選んだ。
　3枚 1組の写真に順位を付けたのち、日本の写真を投
入した。一斉に歓声というかため息があがった。家財道
具などのモノがあふれ（人ではなく）TVが家族の中心

にあり、物質的には豊な日本であったが、学生は落胆し
たのだ。逆に、モノが無く祭礼の道具を中心に置いて写
真を撮っているブータンの家族写真の方が、文化を大事
にしていて生活の幸福度は高そうだという結論になっ
た。最終的には、私が撮ったバングラデシュの農村の家
族と家財道具の写真を見せ、バングラデシュは貧しいば
かりではないということを、導入の学習とした。

■ 4回目：NGO「シャプラニール」発行のブックレッ
ト『ダッカのストリートチルドレン』の要約と、写真教
材『100人のストリートチルドレン』、VIDEO「ダッ
カのストリートチルドレン」をもとにしたワークショッ
プを行い、感想をシェアした。
　バングラデシュに 18万人以上居るといわれるスト
リートチルドレンのモノグラフを読み、実態を共有した。
農村地帯から首都ダッカに出てくるストリートチルドレ
ンの境遇は、そのまま農村における家族の問題を映し出
している。写真教材『100人のストリートチルドレン』
を使ったワークでは、具体的なストリートチルドレン一
人ひとりの心情に寄り添いながら、彼らにどのような支
援が必要か考えた。学生MSは、ストリートチルドレ
ンの笑顔に会いたいと渇望し、早く現地に行きたいと訴
えていた。（P.23参照）
　　　　　

HIRONO Azuma
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■ 5回目：成人式で帰省したMSが雪のために講義に
戻って来れず、急遽、ドキュメンタリー映画「ガーメット・
ガールズ─衣料工場で働く少女たち」（2007年、ダンビー
ル・モカメル監督作品）を観ることにした。ヌルジャハ
ンという 18才の農村出身の女工を軸に物語は進んで行
く。彼女の父親は、病気の治療費のために借金をし、そ
のカタに農地を奪われ土地なし農民となる。長女のヌル
ジャハンは、家族のために首都ダッカに出て女工となり、
毎月、実家に仕送りをする生活に。後半は、安い労働力
のおかげで衣料品を廉価で先進国に輸出する国となった
バングラデシュの労働争議の話や、ドイツの消費者に取
材した様子で締めくくられる。学生は、バングラデシュ
の輸出産業の影の部分を知り、考えさせられた。

■ 6回目（補講）：現地ではカタコトでも話すことがで
きれば、子ども達や村人との距離が縮まり、良い関係を
築けるので、作家のQ・ザマン・ジュエル先生に来て
いただき、「ベンガル語ミニレッスン」で、あいさつ言
葉と自己紹介文を練習した。
　その後は、NGO「シャプラニール」発行のブックレッ
ト『バングラデシュの女性たちは今』と『ショミティ（相
互扶助グループ）とは』をもとに、農村生活における女
性の立場や家庭生活、マイクロクレジットについて学ん
だ。特に、学生のMYは、意欲的に発表していた。（旅

の詳しい説明は、（株）風の旅行社に大学に来てもらい、
1月下旬に行なった。）

（3）スタディー・ツアーの訪問地

　さて、現地についてである。ここでは、人々との出会
いという視点から解説を加えていく。
　（詳しい旅程については、本報告書の後半、学生によ
る報告日記を参照のこと。）

（A）ノルシンディー県

地元NGO「PAPRI（パプリ）」代表・バセット氏

─「私は村人である」

　PAPRIは、元々は日本の国際協力NGO「シャプラニー
ル＝市民による海外協力の会」のコミュニティー・デベ
ロップメント・センター（CDC）として活動しており、
シャプラニールから自立する形で 1999年 8月に誕生し
た。14年前、奇しくもその設立式に私は参列していた
のだが、創設期からの中心スタッフ、バセット氏が代表
を務める。
　彼は、物静かで、心に熱を秘めたタイプのバングラデ
シュ人だ。現在、200人近いスタッフの雇用を管理して
いるが、デスクに座っていながらも、現場にも精通して

いる。彼自身の言い方によれば、彼自身が村人なのだと
言う。ショミティ（相互扶助グループ）活動を束ね、マ
イクロクレジット（農村女性を対象とした小規模無償貸
付）を維持し、それでも、支援に取り残された村人は居
ないかどうか、いつも気にしている。
　同時に、村人が彼を頼っていろいろな情報をくれるら
しい。
　今回のスタディーツアーに対するレクチャーは、バ
セット氏のシャプラニールと関わる前の時代の話から始
まった。そもそも彼がどうして NGOをやっているか

というと、まず、自分の村の中で困っていた人を助けた
いという思いから活動が始まったそうだ。村のお金持ち
や財産を持っている人たちは、一度、泥棒騒ぎが起こる
と、まず、貧しい人たちを疑った。そして、貧しい人々



5

を常に下に見ていた。それについて我慢がならず、貧し
い日雇いの農民達を集めて、グループで仕事を請け負う
ことを始めたのだそうだ。共同事業のスタートである。
その実績が認められ、信用できて、読み書きができて、
相談できる若者として、村人に頼られ、「ブティボン・
ブミヒヌ・ショミティ（土地なし農民の相互扶助グルー
プ）」を作る。バセット氏が 20才か 21才の頃だとい
う。その時、隣村に、日本人が関与していた「ショロラ
バット・ショミティ」というのがあり、シャプラニール
の存在を知ることになるが、合流はしなかった。その代
わり、「ゴノ・ウンノヨン・ケンドロウ（GUK：Public

　Development　Center）」というショミティの協議体
があったので、そこに参加し、農村開発の活動をした。
1982年から 1986年は、女性・男性、両方のショミティ
の立ち上げに関わり、その時のパートナー団体がシャプ
ラニールで、1987年から、GUKは、シャプラニール
の一部として活動することになり、GUKのメンバーも

シャプラニールのスタッフとして働き、ナラヤンプー
ル村と、アムラボ村、イショルゴンジ村の CDCを担当
するようになったそうだ。しかし、1997年、シャプラ
ニールのローカルスタッフがストライキを起こす。それ
以降、日本人は現場に直接コミットしないで、CDCの

スタッフが実際のプロジェクトを担当するように、シャ
プラニールは活動のポリシーを変えたのである（詳しく

は、『進化する国際協力NGO』明石書店 , 2006,を参照）。
そして、1998年、PAPRIの前身となる組織が固まる。
　地元には地元の問題があると、バセット氏は言う。し
かし、それは、シャプラニールのHQ（ダッカ事務所
や東京本部）にはなかなかわからない、とも。地元の
問題は次々と起こるが、その活動資金を、いったいい
つまでシャプラニールが継続して支援してくれるのか、
3年毎の見直しがあることが、不安の 1つめ。2つめ

は、バングラデシュの日本人担当者が概ね 3年に 1回
で交代するのだが、担当者の人となりや仕事のやり方に
慣れた頃に交代してしまうこと。3つめは、長年のパー
トナーなので、愛とともに憎しみも生じてくる。特に、
Emotionalなことをベースに、お互い言いたいことが出
てくる、というのである。
　この話を聞いて、学生はさらに突っ込んだ質問をした。
　TLは、「ショロラバット・ショミティを支援してい
た日本の団体と、どうして一緒に働こうと思ったのか ?」
　バセット氏の回答は、「団体としてファンド（資金）
があったし、トレーニングを受けられるし、ショロラバッ
ト・ショミティは長年続いていたので、学ぶこともある
だとうと思った。貧しい人のためになる活動ができるだ
ろうと思った。」であった。とことん、貧しい人に寄り
添うのが、バセット氏の信条のようだ。
　MYは、「地元の問題は地元にしかわからない、とい

うのはどういうことか ?」と質問した。
　バセット氏は、①国際的（International）な問題は、
例えば、3.11の日本の震災であり、これについては、
日本人でもガーナ人でも、世界中の人が理解できる。②
国（National）な問題は、例えば、日本のイジメ問題。
これは、日本人でなければ、なかなかわからない。
　③地元（local）な問題は、例えば、青森県が抱える問題。
これは、青森県の人でなければわからない、と。学生は、
支援することや国際協力の難しさに気づいたようだ。
　東からは次の質問をした。「例えば、私はカンボジア
のNGOで駐在経験があるが、資金獲得のためにプロ
ジェクトをやっている団体も多い。何が必要とされる支
援なのかよりも、援助しやすいプロジェクトをやってい
るのではないかと、疑問をもったことがある。NGO界
には、そのような体質の問題があるのに、バセットさん
は一貫して、地元の問題に丁寧に対応しながら、同時に
ファンドレイジング（資金獲得）も上手く行なっている。
そのバランス感覚はどこから来ているのか ?」。
　バセット氏の返答は、「あきらめない気持ちをもって
いること。私は、村の人間である。村の人が問題を起こし、
村の人の協力でそれも解決できる。その人間こそが大事
なのである（資金獲得ではない）。」と。なるほど、経験
から出る言葉は深いと思った。　
　さて、本題に戻ろう。

HIRONO Azuma
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　村の思春期の少女達を集めグループ化して「キシュリ」
を立ち上げたのも、彼だと言う。
　ただ、プロジェクトを継続したくてもファンド（資金）
が打ち切られたり、村の問題として重要度が高くても、
ドナー（資金を出す支援側）がそれを理解してくれない
こともあったり、と苦労は絶えないようだ。それでも
40年、彼はやってきている。本当に頭が下がる。学生も、
バセットさんの人柄には、感銘を受けたようだ（MYの

報告、P.44参照）。
　学生やアラムさんからも 1人 500タカ協力しても
らい、私のお金を足して 10000タカ（≒ 1万円）を
PAPRIに寄付した。1万タカは、「キシュリ」の女の子
10人がコンピューターの研修を 2ヶ月受ける資金にな
るという。

◆村の思春期の少女達の集まり「キシュリ」と交流

早婚があたりまえだったバングラデシュでは、女性が初
潮を迎えたら結婚していた時代に、少女期の次には妻も
しくは母親の時期がやってきていた。しかし、早婚が禁
止されると、11歳から 18歳の女性に「思春期が生ま
れた」のである。
　イスラム教が 9割以上を占めるこの国の農村では、
女性は村の外を出歩かない。バリと呼ばれる屋敷地の中
で多くの時間を過ごし、屋敷地を出たとしても隣近所止

まりである。
　一方、思春期の男の子達は活発だ。クリケットやフッ
トボール（サッカー）をやったり、船を仕立てて村の外
にピクニックに出かけたりもする。しかし、少女達は違
う。文化的に行動圏が制約されているのだ。そんな中、
少女達のエネルギーは持て余される。そこで、余ったエ
ネルギーをうまく村の発展に生かし、かつ、法律で禁止
された早婚を押しとどめるためにも、「キシュリ」とい
うグループ活動は上手く機能した。
　PAPRIは、プロジェクト地の少女達に対して、当初
75の「キシュリ」を組織した（参加者は 1500人）。現
在は、メンバーが結婚適齢期になって会を抜けたりした
ため、55のグループが解散になり、20のグループが残っ
ている。20グループと言っても、1グループ 20人のな
で、400人の思春期の少女達が参加していることになる。
少ない数ではない。
　「キシュリ」の活動は、毎週 1回、15人～ 20人くら
いの決まったメンバーで集まり、良いお母さんになる事
を目的に、生殖・衛生・栄養・予防接種・思春期の身体
や心の変化・女性の人権（持参金問題・DVを含む）・
社会参加などについて学ぶ。2週間に 1回は、PAPRI

の女性スタッフが参加し、学んだことの復習をしたり意
見交換を促したりしているようだ。また、文化プログラ
ムと言って、踊りや歌をいっしょに楽しむ活動もしてい

るし、PAPRIが実施するパソコン研修やリーダシップ
研修もあるそうだ。
　そして、なんと言っても、「キシュリ」の活動のおも
しろいところは、学んだことを実践にも移す点だ。
　メンバーや近所に、早婚をさせられそうになった少女
が居れば、みんなでその親に掛け合って早婚をやめさせ
る。また、村の中に行政サービスを受けられていない貧
しい家庭や独り者が居れば、村のチェアマンに掛け合っ
て、行政サービスを受けられるようにするといった働き
かけもしたそうだ。また、不登校の子どもが、再び学校
に戻るようにしたり、冬の寒い時用に、軍隊から服を払
い下げてもらえるように交渉したり、薬草でもあるニー
ムの樹を村に植えたりしたという。
　そんなしっかりした社会貢献活動をしている「キシュ
リ：ヴィティ・モジャール」のメンバーに出会って、フェ
リス大の学生は、最初、びっくりしたようだ。同世代か
下の年齢なのに、私たちよりしっかりしていると。
学生 TLから、「あなたの将来なりたい仕事は何ですか ?」
と質問をしたところ、「キシュリ」のメンバーは、次々
と即答した。
　「看護婦」、「ビジネスマン（ファッション関係）」、「軍
隊」、「先生」3人、「医者」3人、弁護士、ファッショ
ンデザイナー、新聞記者、などであった。
　一方、フェリス大生の方は、「海外と日本をつなげる
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仕事」、「NGO」、「広告の仕事」、「飛行機や車など乗り
物関係」、「最初はファッションデザインだったが、今は、
海外の文化に携わる仕事」、などを答えたが、学生MM

は、「自分には今現在、成りたい夢が無いことが恥しい、
成りたい仕事が決まっているキシュリのみんなはすごい
ね。」、と素直に心情を吐露していた。
　「キシュリに入って、一番変わった点は ?」というMY

からの質問では、
　「皆の前で堂々と自分の意見を言えるようになった。」
「自分の権利について理解できるようになった。」「悩み
や思春期の体や心の変化について、親と恥ずかしがらず
にきちんと話せるようになった。」「物事に対する判断力
がついた。」などの答えが返ってきた。
　キシュリからは、日本の法律上の結婚年齢と実際の結
婚適齢期、および、各自の宗教について質問された。ど
ちらも簡単ではない質問で、学生は考えながら答えてい
た。
　バングラデシュのティーンエイジャ─と向き合うこと
は、学生が自分自身と向き合うことになるようでもあっ
た。

◆女性の相互扶助グループ「ショミティ」

＝「人生の寺子屋」

　ナラヤンプール村で、2000年に結成された「アミヌ

プール・ベリン・モヒラ・ショミティ」の女性たちに
会った。このショミティでは、ショミティに入ってから
トイレを初めて作った人が 7人程、識字教育を受けて、
文字が読めるようになり自分の名前のサインができるよ
うになったのは 6人程。牛を買った人は 3～ 4人、子
どもを高校まで通わせている人は 7～ 8人居るという、
比較的発展したショミティである。お互いの自己紹介の
後、マイクロクレジットの実際について、詳しくヒアリ
ングを行なった。

・	ナズマさん、30 才。女児 1人、男児 1人の子どもの

場合

　2008年 5月 3日に、農地を借りるための資金として、
11250タカ（タカは現地通貨の単位。1タカ≒ 1円強）
を借り、毎週 250タカづつ返し、45回目の 2009年 3

月に返済を終えた。同時に、毎週 20タカづつ貯金もし
ていて、2009年 3月時点での貯金総額は 1600タカで

あった。2012年 1月 1日に、11431タカ借りて、牛を
買った。250タカづつ返済し、同時に、50タカづつ貯
金も始めた。その返済は、2013年 1月に終わり、貯金
高は 1790タカになっていた。
　牛が居ることによって、乳を売り毎日収入が得られ、
牛で農地を耕すこともできる。
　

・	シェフオリ・ベグムさん、40 才。女児 2人、男児 1

人の子どもの場合

　牛を 66500タカで買ったが、足りない分をショミティ
から借金をした。買った牛からは、毎日 6リットルの

乳（市場で売ると 1リットル 40タカ）が取れるので、
240タカの現金収入になる。牛を買うことにより、牛と
いう財産を持つことができ、同時に、乳を売ることで貯
金もできるようになった。そうやって、元手さえあれば、
蓄財ができる。
　この他に、村の雑貨屋を経営するマゼダさんは、
3600タカの貯金があり、そのお金を元手に、店を木の
小屋からレンガの店に建て直そうかと考えている。そし
て、シャヘラ・ベグムさんは、牛の肥育と農業をやって
いるが、ナスの栽培と長インゲンの栽培の為に、棚を作

HIRONO Azuma



8

る必要があり、その棚の資材を買うためにショミティか
ら借金をしようとしている。
　総じて、借金はしているが、その借金を元手に事業（牛・
農業・雑貨屋、等）を始め、その事業から得られる収入で、
借金を返済し、同時に貯蓄もするという仕組みである。
　新しいカタチのエンタープライズとしては、セファリ
さんの場合がある。三輪自動車を買い、それを夫が村の
中の新しい交通手段として運行することで収入を得てい
る。
　25000タカ借りて三輪自動車を買い、修理に 20000

タカかかったが、今では、毎週 500タカ返済し、同時
に200タカ貯金しているとのことで、スケールが大きい。
　13年前と比べると、経済的に本当に豊かになったと
いう。家を大きく建て替えたし、三輪自動車を借りる前
に、ショミティから借金をして、40坪の農地を買った
が将来は 20坪買い足し、耕したい、とのことだった。
彼女の笑顔には輝かしいものがあった。
　そして、この「ベリン・ショミティ」では、事業に失
敗した人はいない。変な人にはローンを貸さないように、
皆でよく話し合っているし、お金を返せないような人
はこのショミティのメンバーには居ないとの事だった。
（BRACのショミティからお金を借りている人はいない
が、グラミン銀行からは二重にお金を借りている人はい
るとのことであった。）

　最後に、ショミティの意義を聞いたところ、「子ども
に教育を受けさせることができるようになった。子ど
もの教育にお金を使うことは、自分や家族の幸せでも
ある。」とのことだった。実際、子どもがカレッジに入
学するのを機に 24000タカ借りた人が居た。入学金に
5000タカ必要だったのだが、奨学金をもらえることに
なり、そのお金は戻ってきたという。
　メンバーによれば、ショミティに入らなければ生活は
楽にならず、逆に、高利貸しに借りて借金地獄に落ちる
ことになる場合もあるということだ。私は「あなたは、（何
も担保のない）私にお金を貸してはくれないでしょう ?

だからショミティが大事なのよ。」と言われてしまった。
そして、ショミティに入ったからこそ、教育の重要性を
身をもって知ることができたとも言う。その主張に、学
生は深く納得していた。
　ショミティとは、同じ集合村（パラ）の女性達が集まっ
て学び合う「人生の寺子屋」みたいなものだと感じた。
そして、ショミティに参加している農村女性の、生きる
たくましさ、知恵と張り合いのある人生に触れて、イス
ラム社会に生きる女性についての私の偏見は偏見でしか
なかったことを、恥じた。彼らは彼らの人生こそをしっ
かり生きているのだ。

（B）タンガイル県：

地元研究機関「UBINIG（ウビニック）」代表・シャミン

氏─「地域開発におけるオーナーシップは誰のものか？」

◆私とシャミン氏との出会い

　ユニークな活動をしている UBINIGについて短く説
明するのは難しいが、ここでは、学生も大きく感銘を受
け、今回のスタディーツアーのキーワードにもなった、
シャミン氏のレクチャー、「目に見える豊かさと、目に
見えない豊かさ」について、その骨子を再録しておきた
い。
　UBINIGは、マイクロクレジットの発祥の地であり、
数千近いNGOがこぞってマイクロクレジットを行っ
ているバングラデシュで、マイクロクレジットをやらず
に農村開発を行うめずらしい団体である。
　私は、2001年、シャプラニールのスタディーツアー
でバングラデシュを訪れた際に、どうしても農業・環
境分野で活躍する団体を知っておきたかったので、ツ
アーの団体行動から 1人離れ、UBINIGの代表シャ
ミン氏に、UBINIGのフェアトレード部門のブランド
Prabartana（プロボルトナ）が運営する、ダッカのお店
の最上階で会ったのである。
　「なぜ、マイクロクレジットをやらないのか？」と尋
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農民を取りこぼすことになる。それよりも、無農薬・無
化学肥料の有機農業（≒新農業運動）の方が、投入資材
にお金がかからないので、貧しい農民のためになる。そ
のためには米や野菜の在来種を保存する Seeds　Bank

の伝統をそれを担う農村女性とともに再興することが肝
心である。」と、明快な答えが返ってきたのである。
　シャミン氏とは、それ以来のお付き合いである。
　今回は、UBINIGが推進する新農業運動「ノヤクリ
シ・アンドロン」の基盤となる、タンガイル県の種子銀
行（Seeds　Bank）を核にしたノヤクリシ有機農業リソー
スセンターと、それに併設するアジアンテイストが素敵

なゲストハウスで、シャミン氏にお会いすることになっ
た。
　ゲストハウスのあるノルショッダ村は、本当に美しい
村だ。周囲の田んぼが無農薬栽培なので、田んぼに昆虫
や小動物が多く、それらは鳥のエサになる。その影響で
鳥の数と種類が豊富で、朝の目覚めは小鳥たちの声で始
まる。そして、リソースセンターには、数限りないフルー
ツツリーとハーブ類が植えられて緑が豊かだ。
　敷地には、インド菩提樹の大木の隣に、大屋根のつい
た集会所があり、そこで、早朝と夕方に、吟遊詩人ラロ
ンやバウルの唄う伝統的なフォークソングをスタッフと
農民が一緒になって披露する文化プログラムも行われて
いる。食事には、もちろん近隣の村が生産する無農薬の
コメや野菜、無農薬のエサを食べて育った家畜の肉、農
薬の流れ込まない川の魚が供される。当然ながらその味
わいはとても深い。それとともに、ゲストハウスのホー
ルにあるゆったりとしたソファーに象徴されるような、
おもてなしがなされ、とてものびやかな時間を過ごすこ
とができる場なのである。

◆UBINIG の理念と「目に見えない豊かさ」

　シャミン氏は、UBINIGを始める前は、社会主義に
ついて勉強をしていたが、資本主義とともに、社会主義
のマイナス点も知ったので、皆でどうやったら幸せにな

れるのかを問うた結果、第三の道＝オルタナティブを探
すことを理念に掲げたという。「今の開発のやり方の主
流は、世界銀行（WB）やアジア開発銀行（ADB）が作っ
たものであり、橋や道路といったインフラの整備は重要
ではあるけれども、農民の持っている技術に光を当てた
り、一般の人々の幸せをめざしたりするには、オルタナ
ティブな開発が必要である。UBINIGはそのオルタナ

ティブを求め、人間のためになる重要なことをするには、
どうしたらいいか、考えに考えたのである。その結果と
して、NGOではなく会社組織として政府に登録した。
NGOとして登録すると政府の監視が厳しく、政府から
存在を取り消しされる可能性もあったので、あえて会社
組織として登録した。
　UBINIGが活動を始める前、1984年に、ムハマド・
ユヌス氏がマイクロクレジットを始めたが、UBINIG

もマイクロクレジットを導入するかどうか、3年間、そ
の方針を決めるのに議論を尽くした時期がある。しかし、
マイクロクレジットはお金でお金をつくる（＝利子が利
子を生む）が、自分たちは、地域で何か具体的なアクショ
ンをすることで、お金を生み出す事にした（＝ 1988年、
マイクロクレジットはやらないことにした）。
　同時に、1988年、バングラデシュで大きな洪水があ
り、このタンガイルにもどういう援助をするか考えるに
あたって、農民に聞いたところ、『援助ではなく種子を

ねると、「貧困
の撲滅とは言っ
ても、マイクロ
クレジットを一
度導入すると、
農民はどうして
も、お金を追い
求めるサイクル
に入ってしま
う。そして、マ
イクロクレジッ

トにアクセスで

きない最貧層の

HIRONO Azuma
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ください。』と言うので、半年かかって調査したところ、
ローカルバラエティー（在来種）が大事だと気づいた。
化学的（ケミカル）な農業は近代農業とされているが、今、
ケミカルフリー（無農薬）な農業は、近代農業よりもっ
と科学的に進んだ農業であると考えている。したがって、
新・農業運動（ノヤクリシ・アンドロン）と名づけ、そ
れを推進することにしたのである。」
　「有機農業は、化学肥料や農薬を使う近代農業より、
収穫量が少ないという批判があるがそれについては、ど
う思っているか？」と質問したところ、
　「有機農業は、コメそのものの収量は少なくても、田
んぼから、ハーブ類などの草や魚や昆虫を多く生み出す
ので、生態系としても農民の家計的にも、近代農業より
豊かだと言える。そして、マイクロクレジットをやらず
に、農民の知識を高めていくことに心をくだいた。有機
農業についての知識が高まれば、その生産物は農民自身
が消費するだけでなく、余剰産物は市場で売ることがで
きる。大事なことは、お金の経済よりも、女性や子ども
を大事にすることである。アジアではお母さんを中心に
家族が成り立っている。そのお母さんの知恵で在来種
を守り増やしていくことは重要であるし、その文化を
UBINIGは大事にしたい。何より、お母さんや子ども、
家族の健康を一番に考えている。そのためにも無農薬で
行う有機農業は大事である。」

　「UBINIGの活動は、新農業運動以外に、UBINIG

のブランド・プロボルトナの事業として、ダッカ市で無
農薬のコメと野菜を売り、UBINIGの工房で織った手
織物を売り、女性をテーマにした本の出版部門を持ち、
タンガイル織りのサリーも売っている。同時に、ベンガ
ルの文化と音楽を伝える集団ノボプラン・アンドロン運
動も行っている。」「バングラデシュ全土は、土の質によっ
て大きく 4つに区分されるが、その中で、タンガイル
は一番川が多く、魚も多いし、地域に、織物や染色など
の伝統文化を残しており潜在力があるので、コミュニ
ティー・ツーリズムの可能性も模索しているところだ。」
「我々の財産は、農民の持っている有機農業に対する知
識や技術、村人の持つ機織りの伝統文化である。それら
は、WBによる開発が目に見える開発だとしたら、目に
見えない開発だと言える。それらがあることがわれわれ
の自信につながっている。」と、シャミン氏は締めくくっ
た。
　学生MYのマイクロクレジットについての質問には、
「高利貸しのモハッジョンから借りる場合、その利子は
年利 100%である。それに比べれば、マイクロクレジッ
トの年利 30%は低いと評価できるし、女性にお金をマ
ネージメントする力がついたので、マイクロクレジット
を全面否定しているわけではない。」と、シャミン氏は
答えた。

　翌日午前には、地域で種子銀行を担っている農民、マ
イヌッディンさんとリナさんのお宅を訪ね、「有機農業
をやることで、毒を摂らない幸せを感じている。」という、
新農業運動の実際を見せていただいた。
　そして、UBINIGを去る最後の朝ご飯の時、シャミ
ンさんにもう一度、お話を聞いた。
　「UBINIGのやっていることは、ソーシャルビジネス
と呼んでいいのですか？」と。
　その答えは、「UBINIGが活動を始めた頃は、ソーシャ
ルビジネスという単語はなかった。自分達が大事にし
ているのは、物事の ownership（オーナーシップ）は誰
にあるのか？とうことである。（それは、UBINIGとい

う会社ではなく、農民にあるべきである。）」であった。
PAPRIのバセットさんとはまた違う角度だか、ここで
も、村人を中心に据えた地域開発が哲学として実践され
ていると、私は関心した次第である。

◆学生のふりかえり

　「目に見えない発展と豊かさ」という、おそらく初め
て聞くであろう切り口のシャミン氏のレクチャーを、学
生たちはどう受け止めたのか？　ノルシンディー県の
NGO・PAPRIの活動と比較しながら、タンガイル県の
UBINIGが活動するノルショッダ村での生活を体験し
た後、学生に一番印象に残ったことを、ふりかえっても
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らった。そのメモを再録しておきたい。

MS：「PAPRIが農村で女性のためにやっているマイク
ロクレジットを、UBNIGはやっていないので、最初
は、納得がいかなかった。が、実際に有機農業をやって
いる農家をみたり、シャミンさんの話を聴いたりして、
UBINIGのやり方に少しずつ納得しつつある。お金が
お金を生むマイクロクレジットの負の面がないので、そ
の点は心配がない。と思った。ここでもモスリムとヒン
ズーが共存している様子が見られたので、素敵だと思っ
た。」

MY：「UBINIGは会社として政府に登録しているが、（会
社そのものの利益の追求ではなく）会社でも農民に支援
ができている、ということに驚いている。この場所の空
気や文化プログラムの音楽に触れて、こういう風土が、
タゴールの詩や、ストリートチルドレンが唄ってくれた
フォークソングを生むのだと感じることができたし、民
衆文化の高さを知った。タンガイルに来る前の、図書祭
りについてもそうだが、国として識字率が低くても、人々
の文化度は高いといえる。GDPに換算されない文化の
高さというものを思い知らされた。」

MM：「シャミンさんがお金を貸さないということは

元手がないということか？」、東の返答「元手はある。
1988年の洪水の時に欧米から援助のお金が入ったと聞
いている。そのお金は、利子をとらない元手として、手
織物を家庭内の規模でやっている村人に貸し付けられて
いる。1台だった手織り機が 6台まで増えた家を訪問し
たと思うが、そのように使われている。但し、UBINIG

は利子を取らずに、返済の終わったお金は、また別の家
族に手織物業を拡大する資金として貸出している。シャ
ミンさんは、資金をぐるぐる回しているだけ。と答えて
いたはず。」

MM：「日本の田舎のように心が広い村人達だと感じた。
そして、無農薬は利益が出て儲かるというシャミンさん
の話には、びっくりしたし、農家は小さい敷地の中にい

ろいろな果樹を植えて、自給自足プラスアルファの利益
も出している。その利益で子たちに高等教育を受けさせ
ているのは、すごいと思った。」

TL：「シャミンさんの、橋などの、目に見える発展と、
農民の知恵など、目に見えない発展というお話は、人間
の場合にも当てはまると思った。目で見て着飾っている
人が輝いているわけではないとも言えるからだ。目に見
えない発展については、伝統を受け継いで守っていくこ
とが発展につながっている。外見上は裕福には見えない
農民の生活も、話を聞いてみると豊かだということがわ
かった。」

SM：「シャミンさんの話で、無農薬の農業の方が（近
代農業より）進んでいるという話しがあったが、高校で
習った『人類の文明は、進化していく一方で、同時に、
退化もしていくパラドックスを抱えている。』という話
を思い出した。自分がこれまで進んでいると思っていた
科学とはなんだったんだろうと感じた。無農薬農業をし
ているマイヌッディンさんの家を見て、その日暮らしな
のではなく、（持続可能な）豊かな生活だと思った。」

AR：「PAPRIで、豊かさと、お金という経済の問題と
は離すことはできないのだという疑問を残してタンガイ

HIRONO Azuma



12

ル県に来たが、経済では計れない暮らし方、生き方があ
ることが、ここに来てわかった。UBINIGは会社とし
て活動しているが、今後は、どうしていくのかについて
も興味がある。」（→翌朝、UBINIGの活動を「ソーシャ
ルビジネス」と言って良いかかどうか、シャミンさんに、
私からお尋ねしたことについては、先述した。）

◆中間地点の６日目の夜をUBINIG で迎えた。今後の抱負に

ついて学生に一言づつ言ってもらった

SM：一日にあったことを日記に書いているが、内容が濃すぎ
て書ききれないまま寝る時間になってしまうが、がんばりた
いと思う。

MM：一日が濃いが、一番インパクトのあったことを思い出
しながら眠りに就きたい。

TL：自分から話しかけるのが難しくても、人と触れるととて
も楽しいので、積極的に人に触れて行こうと思う。節電・節
水の生活にも慣れたい。

AR：バングラデシュの人は、村でも首都のダッカでも、人が
暖かいので、関わりたい。自然にも触れていきたい。

MS：私のテーマは子どもたちの笑顔に触れることだったが、
（子どもだけでなく）大人も素敵。この折り返し地点で、気持
ちも新たにじっくり感じていきたい。

MY：英語を使う以前の問題だと思うが、何を言いたいのか
すぐにまとまらないぐらい、たくさんのことを体験している。

（C）ジョソール県・サティアントラ村　

◆サティアントラ村の特徴

　人口は約 5000人。選挙権を持っている大人は、1900

人くらい。
　イスラム教徒とヒンズー教徒が、半々ぐらいで、共存
している。
　この村の人たちは、
① お客様に対してあたたかい。人懐っこい。
② 宗教でケンカはしない。お互いの宗教を理解し合う。
③ 何か大きな問題があると、村人は皆 1つの心になる。
クリケットの試合にもである。

④ 年齢の上の人は、若い者に礼儀などを教える。
⑤ この村には、いろいろな職業を持った人たちや、いろ
いろな名前を持った人がいる。
例）大工、陶器職人、金属屋、農業、インドへの国境
が開かれているので、貿易商。

⑥この村には、小学校、中学校、マドラサ（宗教学校）、
モディール（ヒンズー教のお寺）、
　女の子だけの中学校があり、教育インフラは整ってい
る。

⑦ 日曜日と木曜日に大きな市場が立つので、遠くから人
が集まって来る。

　100年前は、この村はカリプール村と呼ばれていたが、
隣の市場にイザコザがあり、その市場の代わりとして、
ドラジャ・ハット（青空・市場）ができ、村の名前もド
ラジャ・ハット村に変わった。最近は、その市場が、サ
ティアントラという名前の大きな樹の下にあるので、市
場の名前をサティアントラと呼ぶようになり、また、サ
ティアントラの市場が誰でも参加して良い市場として栄
えたので、サティアントラ市場のある村ドラジャ・ハッ
ト村は、村の名前もサティアントラ村としての方が有名
になってしまった。
　イギリスの植民地時代は、ヒンズー教の地主が多く住
んでおり、イスラム教徒の方が自分の宗教を活かすこと
ができずにいた。例えば、ラマダン（断食）明けのイー
ド祭の時と、牛の肉を配る犠牲祭のお祭り日の、2つの

お祭りの時、ヒンズー教にとっては聖なる牛を村の中で
殺すことができずに、イスラム教徒は、原生林の中に入っ
て隠れるようにして、牛を殺して牛の肉を配っていたそ
うだ。
　ドラジャ・ハット村は、当時、2人のジョミンダール（地
主）の元に統括されており、その屋敷は無人だが今でも
残っている。
　ジョソール県の特徴は、インドの西ベンガル地方との
国境ゲートが開いており、交易が盛んである。また、ノ
クシカタ（伝統刺繍布）の産地として有名でもある。
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　おおよその進学率は、小学校 95%、中学校 80%、カ
レッジ（高校）50%、大学 15%とのこと。
　
◆ TUHIN 氏とその一家

　TUHIN家は大家族だ。主として農産物の貿易商を
営んでおり、畑やジュート、ヤシの木の管理は人に任せ
ている程の、村でのお金持ちだ。
　家族構成は、おばあさん SAKINA BEGMさんの下
に息子が 3人いて、TUHINさんは 3男。男兄弟それ
ぞれに、お嫁さんが居て、子どもがいる。長男の子ど
もが、THITI（20才♀）と ONIKU（15才♂）、次
男 SALIMさんの子どもが SHOHAN（20才♂）と
SINPA（18才♀）、3男TUHINさん子どもが、ARIN（10

才♀）と ATISHA（5才♀）だ。しかし、THITIと

ONIKUの父親である、SAKINAさんの長男は 10年前
に病気で亡くなっている。つまり、THITIとONIKU

と彼らの母親は、おじさん達二人に養ってもらってい
るのである。しかし、お嫁さん 3人の仲は悪くないし、
いとこ達の間には何の分け隔てもなく育てられている。
父親のいない THITIも、SHOHANと同じくカレッジ
に通い、ONIKUも高等教育を受けさせてもらう予定
である。
　おばあさんに言わせると、「みんなで、仲良く暮らし
ている様子を、死ぬまで見ておきたい（今、見ている）。」

というわけだ。
　TUHINさんの父親は、サティアントラ村のコミュ
ニティーリーダーだった。しかし、他人から逆恨みされ
て、家に爆弾を投げ込まれ、その時の臀部から下肢の傷
がもとで、事件以来、歩けなくなって晩年は家で寝たき
りになってしまったそうだ。その父親の介護をしていた
のが、当時青年だった TUHINさん。村の会合に、動
けない父親を荷車に乗せて、通ってもいた。自然と、父
親の地域に対する想いや哲学は、TUHINさんに受け
継がれ、村人も、徐々にいろいろな相談事を TUHIN

さんにするようになったというのだ。
　長男、次男がいたが、3男の TUHINさんが、コミュ
ニティーリーダーを受け継ぐ予定だという。
　SAKINAさんにしてみれば、夫は爆弾で負傷し晩年
は寝たきりに、そして、長男までも失った。その時の悲
しみは計り知れないものがあったという。しかし、アッ
ラーの神は、乗り越えられない試練はお与えにならない
はずだと考えて、これまで頑張ってきた。敬虔なイスラ
ム教徒である。お祈りを欠かさず、心臓病を患ってから
は、朝の瞑想も慣行している。

◆大家族 TUHIN 家の仕来り

　TUHIN家には、SAKINAさんを筆頭に女性が 4人
居る。家事は、長男のお嫁さんが朝食、次男のお嫁さ

んが昼食、三男 TUHINさんのお嫁さんが夕食を、そ
れぞれ分担している。また、今回のスタディーツアー
のように、お客さんが多い時の料理は、おばあさん
SAKANAさんが仕切って、料理の献立と味も決めるそ
うだ。食器洗いと洗濯は、各家それぞれで行う。そして、
家族の中で、誰かの仕事ができないで困っているようだ
と、それを助けるのは SAKINAさんで、例えば、お金
の面でも、誰かが困っていそうな時は、屋敷地内にある
竹を売って、補うのだそうだ。
　おもしろいのは、食事の順番。お客さんが先で、次
に子ども達と男性陣、最後に女性達が食べる。また、
SINPAは母親と意見が合わないことが多いらしく、ケ
ンカして一ヶ月口をきかないことがあっただ時など、自
分の家族と食べないで、TUHINさんの家族と一緒に
食べるのそうだ。
　TUHINさんのお嫁さん SUBORNAさんがどのよう

に暮らしているのか、平均的な一日についてお聞きした。
　
5:30 起床。コーランを読んで、朝のお祈り。
 家をホウキで掃いて、昨夜の夕食の皿を洗う。
 子どもを起こして、勉強をするように言う。
8:30 子どもたちを学校に送り出す。
 （たまにエリンが学校に行きたがらない時は、

送っていく。）

HIRONO Azuma
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 アティシャにシャワーを浴びさせる。洗濯をす
る。

13:30 エリンが学校から帰ってくるので、一緒にお祈
りをし、　お昼ご飯。洗濯して干していた服を
取り込みたたむ。

 時間があれば、カタ（着古したサリーを重ねた
もの）を縫う。

 エリンの家庭教師が来る。おやつを出す。
 晩御飯の準備。おかずはお昼と同じなので、ご

飯だけ炊く。
16:30 お祈り。
17:00 コーランを教える家庭教師が来る。コーランを

読む。
夕方 池まで子どもを連れて散歩に出る。
 日没後のお祈り。
 アティシャとエリンも手を洗って、勉強。
 2時間くらい母の SUBORNAさんが子ども達

に勉強を教える。
 その後、TVを見ながら晩御飯をいただく。
22:00 就寝。

　シュボルナさんが幸せを感じる時は、夕方、一日の仕
事を終えて、自分が子どもの勉強を見てあげている時と、
5時頃に中庭で、今日誰に何が起こったかをおしゃべり

したり、笑い合ったりする時間。それが、娯楽。夏の暑
い時期には、午後は昼寝もする。
　また、SUBORNAさんは、ここよりもっと不便な
17km先からお嫁に来た。生まれた村より、この村の方
が好きである。理由は、交通のアクセスが良く、学校も
たくさんあるし、礼儀や村の規律もこちらの方が整って
いる。生まれた村では、女性は夜中まで家事をしなくて
はならないが、（先述したように）ここでは、みんなが
分担してくれるので、多少は楽。
　複雑な家族構成の TUHIN家、仲よく平和に暮す秘
訣を聞いた。
　おばあさんは、子ども達（＝息子や嫁）の言う事をよ
く聞き、賛成し、年長者であるおばあさん自身の意見も
聞き入れてもらう（年長者の言うことをきくのは、イス
ラム教の教えでもある）。　この家のこと、隣の家のこ
とに口出ししない。酷いことを聞いても、お腹にしまっ
ておく。
　SUBORNAさんの心得は、悪口を言わない。誰かへ
の悪口を聞いてもそれを隣に言わない。隣に何か問題が
あると、私の家族の方にご飯を食べに来る。それを受け
入れる。
　義理のお姉さん（THITIの母親）が、間違ったこと
を言ったとしても、先輩なので、間違いを指摘しない。
私の間違いに対しては、二人の義理の姉さんたちは、許

してくれる。
　この家で、一番大変だった時期は、長男（THITI父
親）が亡くなった 10年前である。働き手を失ったし、
THITIもONIKUもまだ子どもで、小さかったから。
　この家のお財布は、SHOHAN の父親、次男の
SELIMさんが握っている。TUHINさんはサラリーマ

ンなので、お金を家に入れ、SELIMさんと TUHINさ

んで、3家族を養っている。
家族の要は、おばあさん（SELIMさん TUHINさんの

母親）の SAKINAさんである。
　TUHINさんが生活上で大事にしていることは、「我
慢すること」、だそうだ。　
我慢しながらでも、一緒に仲良く皆で暮らすこと。頭を
使って問題を解決する力をつけ、神様を信じて、前に進
んで行くことが大事だと言った。
　このお話を聞いて、バングラデシュの家族の結束、絆
の強さを感じた次第である。

◆ヒンズー教徒のカティック・チョンドロ・デボナさん

（70才くらい）にお話を聞く

　カティックさんは、ドラジャ・ハット村の天然の池の
端に、ヒンズー寺院を建立したそのメンバーの会長であ
る。カティックさん自身、お祭りのお供えのために、マ
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ンゴーの木を 100本、ライチの木を 200本植えた。
　昨年は不思議なことに、モスリムの寺院にお供えした
ライチの数が、来場者とぴったり一致したそうだ。お祭
りには何人お客さんが来るかわからないのに、数が合っ
たことが不思議でめでたいことだと語り継がれている。
　カティックさんに言わせると、「生まれた所、ここが
私にとっての天国」である。祖父の時代から話には聞い
ているのだが、ヒンズー教とイスラム教と、ケンカなど
は起きたことはない。
　TLから、ヒンズー教とイスラム教の違いを感じた
り意識したことは、何か無いかと質問したところ、（カ
ティックさんと TUHINさんと、もう一人臨席してい
たヒンズー教徒との 3人で、ごちゃごちゃ話をしだす。
整理して出てきたのが）
＊ヒンズー教徒としては、牛を殺して食べるイスラム教
の人たちのことを理解しにくい。　　

 ヒンズー教では、牛は聖なるものだから。
＊イスラム教徒から見れば、ヒンズー教の寺院ではたく
さんのお供えものをするが、
　　お供え物が食べきれない程余るくらいなら、乞食に
恵んでやった方が意味があるのに、と思っている。と
のことであった。
　村の道路の補修などは、道路はみんなのものなので、
宗教は関係なくヒンズーもイスラムも一緒になって行

う。
　カティックさんが建立したヒンズーの寺院は、最初、
イスラム教の人たちに、元々あったのだから再興したら
どうかと、持ちかけられて、建設を計画したのが始まり
である。
　土地はもともとヒンズーの寺院があった場所なので、
問題はなかった。
　村の政府の土地に、マホガニーの樹が植えられていた
が、それを売って、250000タカを捻出した。政府の土
地の樹を切ることには、村から文句は出なかった。
　政府から資金の援助が、44000タカあった。残りの
お金は、ヒンズー教の人が 50%を、イスラム教の人が
25%を寄付してくれて、建てることができた。
　そもそも、政府の土地、つまり、村の共有地でもある
土地に育ったマホガニーの樹を切ることを許してくれた
のは、イスラム教の村人であり、その協力があったから
こそ、この寺を建てることができた。
　先程、「ここは天国である」と言ったが、息子たちにも、
この村に住んでほしいと思っている。そのようになるよ
う、神様にもお祈りしているところである。
　ヒンズー教徒もイスラム教徒も、同じ、女性という母
のお腹から生まれてくるのだから、同じ人間である。イ
スラムもヒンズーも差はないし、お互いに嫉妬もない。
それに、生まれた時から、隣にイスラムの人が暮らして

いて、自然と知り合いになるので、この 2つの宗教の
違いを強く意識したことはない。　
　それに、新しくヒンズーの人が引っ越して来ることが
できるのが、この村の平和で寛容なところでもある。
　イスラム教のイードのお祭りの時は、ヒンズー教徒も
呼ぶし、モンディー（ヒンズー寺院）にプジャ（お祭り）
がある時は、逆に、イスラム教徒にも声をかけて、参加
してもらう。
　
　3月にはモハナムジョッゴという盛大なお祭りがあ
る。
　クリシュナのホーリーネームを唱え続けるお祭りで、
お参りに来た人に、食事を出すが、
　参加者の 40%はイスラム教徒である。4日間の祭り
で、300Kgのお米が料理され、周囲 2～ 5Kmの近所
の人たちが泊まりがけでやってくる。その時、（村のイ
スラム教の人も含め）誰も文句を言う人はいない。
　チュロン・セバ（足のサービス）と言い、来訪者への
尊敬の意味で、足を洗ってあげるのだが、人間の中に神
様がいるという考えに基づいている。その神様の一番下
の部分の足を洗うことは、とても尊い行為となる。
　このように、ヒンズーとイスラムは仲良くこの村で共
存している。

HIRONO Azuma
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◆イスラム教徒の元村長、ムハマド・ロキーブ・ウッディ

ンさん（72才）にお話を聞く。

　村長を 5年 ×6期＝ 30年務めた。年をとって病気に
なったので、引退した。
　村長の後任を決める選挙では、ヒンズー教一人、イス
ラム教が一人、最後に決戦投票になったが、ヒンズーの
人も、宗教に関係なく、イスラム教徒の候補に投票する
ことがある。それくらい、この村では、宗教的な仲違い
はない。
　この村の 3つの良い点は、
① 果物がたくさん収穫できる。全部の種類の果物がとれ
る。
② もめ事やケンカが非常に少ない。礼儀があり、平和で
ある。
　イスラム教徒もヒンズー教徒も仲が良い。
　お互い傷つけないように尊敬しあっている。年長者の
意見も尊重されている。
③ 御飯を食べられない人はいない（困窮している人はい
ない）。
　農業も道路のアクセスも良い。
　例えば、政府の道路を作るときは、チンピラにお金を
要求される場合があるが、この村は、スキがなく、礼儀
がある村なので、そのような事を要求された事がない。

　「ヒンズー教徒とイスラム教徒が仲良くしていくよう、
次の世代にどう伝えて行くのか？」
　という質問に対しては、「生き方を見せる。そうすれば、
自然に仲良くなっていくはず。」との答えが返ってきた。
誰も不幸な人はいないし、不平を言う人もいない。誰も
不幸にならないように、支えあっていく。とも付け加え
られた。
本当に、平和な村なのだと、感じた次第である。

◆村の自然もすばらしい。

　その様子については、学生のレポートや日記部分を参
照されたい。

（4）首都ダッカ・NGO
「オポロジェヨ・バングラデシュ」の
ストリートチルドレン支援

　オポロジェヨとは、「絶対に負けない」という意味の
ベンガル語だ。
　バングラデシュには数千のNGOがあって、教育分
野で活動するNGOはあるが、ストリートチルドレン
を直接の対象とし、また、政策提言（アドボカシー）を
行うNGOは少ない。
　その中で、「オポロジェヨ・バングラデシュ」は、10

年以上前からストリートチルドレンの支援を行ってい
る。
　具体的には、
① 路上生活をしている子ども達への支援
② 働いている子ども達への支援
③ 刑務所に入れられた子ども達への支援
④ 人権が守られていない子ども達についてのアドボカ
シー

⑤ 地域の一般の人たちを巻き込んだ子ども達への支援
（mobilization）
⑥ 人権条約を批准したにも関わらず子どもの人権がきち
んと守らていないことへのアドボカシー

⑦ 子どもを守る裁判活動　などである。

　ここでは、路上生活をする子ども達への支援に絞って
書いておく。
　なぜ、子ども達は路上に出てくるのか？　
　家族から虐待や暴力を受けたり、父親または母親が再
婚して、新しい義父母とうまく行かないなど、経済的に
も大変で自分の生まれた家庭を出ざるを得ない場合など
である。
　自由を求める気持ちの強い子どもが多いそうだ。
　彼らは、無賃乗車などをして、地方から、首都のバス
停・駅・船着場に出てくる。
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　「オポロジェヨ・バングラデシュ」では、首都ダッカ
の場合、サイダバット・バスセンター（東京の新宿西口
のような長距離バスの発着所）やコミラプール駅（東京
の上野駅のような地方からの上京者の多い駅）など、市
の南部を拠点に、一人で地方から出てくる子ども達が路
頭に迷ってストリートチルドレンになっているのを、ま
ずは「青空教室」などに誘うことで、支援にアクセスで
きるようにしている。
　しかし、大人が誘っても、路上生活をする子どもたち
は、信用しない。路上生活をする中で、大人にいじめら
れたりして信用しなくなり、また、人買いに遭うのでは
なかと敬遠する。そこで、青空教室に馴染んできた子ど
もが、路上で過ごしたり働いたりしている子どもを誘う
ことから、支援は始まる。
　さらに、青空教室に通って、落ち着いて読み書きがで
きるようになったり、整列することができるようになっ
たりした子どもから、ドロップ・イン・センターという
一時庇護所（最近は、宿泊することもできるようになっ
た。）に通わせるようにする。
　そこでは、シャワーを使って体を清潔にしたり、自炊
もできるし、大事な貯金や思い出の品をしまっておく小
さなロッカーを借りたりすることもできる。体を休めた
い子がいれば、寝転ぶこともできるし、救急箱もあるの
で、ちょっとした怪我の手当をしてもらえる。

もちろん、遊び道具や勉強道具もある。
　そして、ドロップ・イン・センターでは、スタッフと
の関わりの中で、愛情を注がれたり、心理的なサポート
を受ける中で、徐々に子どもらしい人格を取り戻して行
くのである。
　私たちは、そんな背景をもつストリートチルドレンに、
ジャトラバリ・ドロップ・イン・センターを訪問して、
交流を行なった。
　MS（P.52）やMM（P.46）の報告に詳しいが、
学生は子ども達の笑顔に出会って、大変感動したようだ。
特に、歌を唄ってくれたり、フォークソングに合わせて
伝統的な踊りを見せてくれたりしたことを喜んだ。学生
の側からも、きゃりーぱみゅぱみゅの歌やゆずの「栄光
の架け橋」を唄って、お礼とした。最後は、学生 6人は、
一人づつバラバラになり、7～ 8人の子ども達と 1つの

グループになり、思い思いに交流をした。ベンガル語が
できるわけではないので、ベンガル語練習帳を見ながら
年齢を尋ねてみたり、「大きな栗の木下で」という歌の
振り付けを伝授してみたり、ボディーランゲージで何と
かコミュニケーションをとっていた。子ども達の方が、
われわれに興味を示してくれたことが、何より嬉しい。
そして、2時間近い交流の時間はあっという間に終わっ
たが、子ども達の集中力はすごいものがあると、私は感
心した。そして、私個人としては、10年前から知って

いる、元ストリートチルドレンで、今はこのセンターの
アシスタントスタッフにもなっている、ハシナさんにも
会えたことが嬉しかった。彼女は相変わらずアクティブ
で、前向きであった。

（5）学生の気づきを促すワークショップと
「ふりかえり」

　さて、これまで書いてきた訪問地での体験を通じて、
学生は何を学びとっていったのか、その軌跡を追ってみ
たい。これは、体験学習の意義を明らかにするだけでな
く、研修地としてのバングラデシュの魅力をまとめてお
くことにもなると考えられる。
　まず、各時期に行なったワークショップ等の概要を記
しておく。

①一回目の講義（2012年 10月 2日）
　私がこれまで撮ってきたバングラデシュの写真スライ
ドを見て、各現場を訪ねる狙いを知り、その後の感想
として、バングラデシュに行きたいと思った最初の「動
機」を書いた。

②最終講義（補講 :2013年 2月 5日）の最後に、各自
の「テーマ」を、一行で書き、研修に参加する決意表
明とした。

HIRONO Azuma
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③トランジットの香港空港（2月 17日）でバングラデ
シュへの「期待」を書いた。

＜補＞UBINIGでの夜のふりかえり（2月 22日、6日目）
　これについては、（3）B：UBINIGのところですで

に触れた（P.10～ P.12）が、6日目という折り返し地点
での「ふりかえり」について、ARは、「これまで　体
験としてのインプットが多かったので、こうやって、み
んなでアウトプットし、気持ちや意見を共有することは、
整理と気づきにつながり、とても良い事だと思います。」
と、言ってくれた。これが、まさに、学びとしての「ふ
りかえり」の意義そのものである。

④ TUHINさん宅（2月 26日）「バングラデシュの良さ」
を検討するワークショップ
　このワークショップは、村々のフィールドワークの中
間まとめとなった。
　ノルシンディー県、タンガイル県、そして、ジョソー
ル県と、性格の異なる村々のフィールドワークをしてき
て、学生たちが感じて考えたことを、一旦まとめる時期
に来ていたからだ。2月 26日（10日目）TUHINさん

のお宅のベランダで、3人ずつ、2班に分かれて、ダイ
ヤモンド・ランキングという手法を使って、ワークショッ
プで検討した。

ちんと言葉として整理されてきたのを感じて、
このスタディーツアーの旅程を組んだ者として
も嬉しくなった。
　もう一方の班は、「自然が産んだ豊かさ」と
題して、「寛容な心」や「自分の今の生活を愛
している」というラベルの上に、「自然の力を
信頼し、それに感謝している。」というラベル
を乗せてきた。つまり、人的な魅力の基本を、
豊かな自然の上に求めてきたのである。
きっとそれは、早朝の池の周りでの、ヨガと座っ
た瞑想、沈黙しながら歩く瞑想で、各自が、全
身で感じて考えたたことを元にしているのでな

　その結果が上の 2枚の図である。
　「For　Others」とは、フェリス女学院大学の建学の
精神であるが、全く、予期せず、出てきた。それは、ラ
ンキング 2位の、「自分の幸せよりも他人の幸せをいつ
も考えている」というラベルと「思いやりの強さ」とい
うラベルを見て、MYが、自然と導きだして来たのであ
るが、ランキングの結果にぴったりなタイトルを発見し
て、この班はとても喜んでいた。また、カティックさん
の話を受けて、「自分の故郷を愛している」というラベ
ルが出てきたようだし、ヒンズー教とイスラム教の共存
の秘訣として「尊敬しあう気持ち」というのもラベルと
して上がってきていた。フィールドで感じたことが、き

かと推察された。
　ランキングとその発表が終わった後、各自の想いを整
理して「私にとってのバングラデシュ」という題でレポー
トを書いた。
　この時の議論や発見が、後々まで効果を発し、各自の
レポートにまとめられた。

【特別ワークショップ】ダッカ大学の女子学生と（2月
27日、PANSI　NAO号の上で）
　ジョソール県からダッカに戻る途中、私たちがガンジ
ス河を渡る時、午前中に PANSI NAO号でガンジス河
クルージングを楽しんでいた、ダッカ大学の日本語コー
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スを修了した女子学生 6人が、右岸で花飾りとバナー
を準備して、出迎えてくれた。
　船上で昼食を一緒にいただいた後、ワークショップを
行なった。
　最初に、ワークショップという学びの仕方について、
説明した後、
　まず、始めに、札を上げる○×クイズで、場を温めた。

　特に、⑤では、場がザワついた。ダッカ大生は、識字
率や、イスラム教が多くを占める国で女性の社会進出が
遅れていることを問題にしているようだった。一方、フェ
リス生は、フィールドワークで訪問した村の女性たちや
少女たち、一人一人の顔が浮かんだのだと思うが、一気
に全員○を出した。

クイズの問い ダッカ大生の反応 フェリス生の反応

①私は、バが好きである 全員○ 全員○

②私は、バが発展しつつあると思う 全員○ 全員○

③私は、バの田舎の生活を体験したことがある ２人以外× 全員○

④私は、バの田舎に住んでみたいと思う △ ひとり以外○

⑤私は、バの女性はしっかりしていると思う。 全員× 全員○

⑥私は、バは豊かだと思う。 △ 全員○

バ：バングラデシュ　　　　　○：YES　　×：NO　△：何人かは×や○

　この結果に、ダッカ大学の女子学生は、お互いの顔を
見合わせ、怪訝な顔をしていた。
　なぜ、フェリス生は、バングラデシュの女性がしっか
りとしていると思ったのか？
　ファシリテーターの私は、すぐそばに居た ARにマイ

クを向けた。そうすると、ARは、
　「女性ショミティを訪問した時、メンバーは皆、しっ
かりとした意見を持ち、家庭の経済的な運営のために知
恵を出し、努力をしている様子に出会ったからです。ま
た、いろいろ質問すると、皆、即答してくれて、しっか
りしている様子が伝わってきました。」と、具体的にき
ちんと答えてくれた。
　場に躍動感が出てきたので、次に、ブレイン・ストー
ミングのやり方を説明し、フェリス生とダッカ大生との
混成チームを２班つくり、各班で、司会・記録・発表・
うなづき＆拍手係を決めてもらった。この時も、お国柄

というかダッカ大学の優秀さが出て、おもしろかった。
発表者は、手前の班が、ファル・ファナさんで、奥の班
が、SMさんになった。
　ブレイン・ストーミングのお題は、「バングラデシュ
のすばらしい点」である。
　話し合った後は、ダイヤモンド・ランキングに整理し
てもらった。結果は、
　手前の班 Aが、（Story of a Beautiful Country）
奥の班 Bが、（Beautiful Bangladesh）

　どちらもすばらしい話し合いをしていたが、班 Aが、
美しい自然を前面に出してきたのに対して、班 Bは、
思いやりの気持ちの強さを一番に上げてきていて、違い
が出た。
　最後は、話し合いの結果としてまとめられたダイヤモ
ンド・ランキングの題名にそって、絵を描いてもらった。

HIRONO Azuma
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　農村生活には馴染みの少ないダッカ大学の学生かと
思っていたが、絵では、農村風景を美しく描いた学生
が居た。また、両手を合わせた絵を描いたダッカ大学
の学生は、今回のワークショップでの交流による友好
（Friendship）を示していると言っていた。
　フェリス生の方は、笑顔や自然を描く学生が多かった
が、食べ物を表した学生も居た。
当初の予定では、日本語を中心にワークショップを行う
予定であったが、始まってみれば、ダッカ大学の女子学
生は英語が堪能なので、自分たちは英語でどんどん話し
てしまうという状態になり、フェリス生は少々圧倒され
てしまった。言葉の点で意思疎通は 100％できなかった

が、学生には良い思い出になったし、革新的な学びを体
験させていただいた、というのが、この企画を推進して
下さった、ダッカ大学のDelwar Hossain教授からのお
礼の言葉であった。（日本語通訳でサポートして下さっ
た、Sunil先生にもお礼を述べたい。）

⑤最終ワークショップ（2月 12日、12日目）
＠ホテルクリスタルクラウンの会議室
現地での最後のワークショップは、ブレイン・ストー
ミングで、「For Others」か「豊かさ」について議論し、
マインドマップに描き、班で発表をした後に、自由題で、

各自がまとめのレポートを書いた。

　チーム：ピタの三人は、マインドマップを見てわかる
通り、バングラデシュの豊かさについては、その要素は
多彩で量も多かった。「自然」から派生する物事も多かっ
たが、「人のあたたかさ」や「文化」「生活の知恵」「思
いやり」「寛容さ」が、中心的に浮かんできていた。そ
して、それらは、「数字では表現できない豊かさ」だと、
言葉が添えられていた。
　「人のあたたかさ」からジャンプして、「ジャバツアー」
へと派生し、代表のアラムさん以下、スタッフの名前が
出てきている点もとりあげておこう。今回は、言語運動



21

記念日（ショヒド・ミナール）に献花をするに当たって、
行進が混雑した場合もし迷子が出たら大変なので、若手
スタッフを増強してもらっていた。また、ホッタールが
3回あり、そのうち２回はダッカに昼間いるときに遭遇
したので、予定していたレストランでの食事がかなわず、
JABA tourの事務所の食堂でいただいた。それもあって、
JABA tourのスタッフとの出会いが多くなり、彼らのお
もてなしの心と優しい人柄に直接触れることになったの
である。
　そして、チーム；ピタのまとめでは、「自然・文化・
人の 3つが基盤となり、バングラデシュという国を豊
かにしている。→　豊かな自然が豊かな文化を生み、人々

の生活・心を豊かにしてい
る。」、と締めくくっていた。
　一方、チーム：カチャモ
リスは、「For Others」を
中心においてマインドマッ
プを描いた。そこには、
UBINIGのシャミンさん、
JABA tourのアラムさん、

マインドマップ　　チーム：ピタ

マインドマップ　　チーム：カチャモリス

画用紙まとめ「バングラデシュの豊かさ」
チーム：ピタ

画用紙まとめ「For Others」

PAPRIに加えて、チャイ屋のおじさんまでは出てきて
いる。最後は、Hospitalityでくくっていて、「相手に喜
んでもらいたい気持ち、相手をしっかり尊重している
（信頼）」という、コメントが添えられている。まとめで

は、「For Others」は、分けへだてなく、「態度」と「言
葉」で表現してくれる（日本人のように暗黙の了解など
ではない）。当たり前にもてなしてあげたい気持ちが基
本。と書かれ、しかも最後には、それらが連鎖反応を起

HIRONO Azuma
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こしているのがバングラデシュだというのだ。その For

　Othersは、目に見えない豊かさであっても、それは、
（宙に浮いているのではなく）相手のためにしているこ
とだと、強調された。

（6）学生の学びのプロセスと現地での
最終レポート

　スタディーツアーで肝心なのは、現場での「ふりかえ

り」である。
その意義については前章でも触れたが、ここでは、学生
の学びのプロセスを提示しておきたい。研修に出発する
前と出発した後では、気持ちや考えはどう変わったので
あろうか？
　あるいは、体験しながらも、気持ちが変容しないので
あれば、それは、研修そのものか、学生本人に、何かひっ
かかるものがあり、理解が進んでいない証拠でもあるの
で、そのようなサインは重要であり見のがせない。一方、

ポンポン目先が変わりやすい性格の学生も居るので、そ
れに対しては、気づきが深まるような声がけが必要と
なってくる。
　ここでは、
① 履修時の「動機」
② 最終講義（補講）時での各自の「テーマ」
③ 現地入りの直前（＝香港でのトランジット）の「期待」
④ 10日目のワークショップの後に書いた「ふりかえり
レポート」

⑤ 12日目のワークショップの後に書いた「最終レポー
ト」

　の記述に関して、一人ひとりをポートフォリオをまと
める形で、追いかけてみる。
　抜粋であっても冗長だが、大事なことなので、学生の
記述を再録しておきたい。



23

◆M・S（文学部英文学科 2年）

日程 内容
① もともと海外旅行が小さい頃から好きで、アメリカ・オーストラリア・バリ・イギリスなどに行っ

て、現地の人々と触れ、文化、食べ物と本当に感動するものばかりでした。大学生になり、他大
学の友人で、海外ボランティアのサークルに入っている人がいて、話を聞いていると、とても興
味が湧きました。また、偶然その友人が、今年の夏休みにバングラに行き、今まで行ったボラン
ティアの中でとても素敵な地だと話してくれました。そして、今日、このフィールドワークを知り、
本当に行きたいと思いました。また、私は、福島県出身で地震が起こり、何も出来ぬまま、関東
に上京となってしてしまったこともあり、誰かの役に少しでもなりたいという思いから、今回参
加を決めました。今日の話を聞いていると、早くバングラに行きたいという気持ちが大きくなり
ました。

② たくさんの子ども達の笑顔に触れ、バングラデシュの文化にも触れる。
③ バングラデシュに行くまでに、子ども・女性・家族について見てきましたが、その事前学習だけ

ではわからないこと、見て初めてわかることを多く学べるだけ学んで行きたいです。また、授業
でみた子ども達の純粋な笑顔を本当に楽しみにしているので、直接会って、自分はどう感じるの
か、考えるのか、一日一日を大切にしたいです。

④ ”子どもの笑顔”、”人のあたたかさ”など、もっとたくさんの人と交流したいと強く思い、（自分の）
素直な気持ち、純粋な気持ちが無くならないようになりたい。

⑤ 「バングラデシュで起こる連鎖反応」
私が二週間滞在し、一番考えたこと、感じとったものは、”思いやり ”である。今回 ”自然が生
んだ豊かさ ””For　Others”について 6人で考え、まとめ、発表したが、自分の中でまとめて考
えたのは、シャミンさんのレクチャーであった、”目に見える豊かさ ”” 目に見えない豊かさ ”
を教えてくれたのがバングラデシュだ。（日本は物質的に豊かだが）バングラデシュに着てみて
たくさんの人の優しさに触れた。（中略）どこかに行き、最後に挨拶する際に、バングラデシュ
の人は必ず私たちの幸せを祈ってくれる。それを、きちんと、言葉にし、態度にしてくれる。（中略）
私が香港空港で書いた、”素直な気持ち、純粋な気持ちがなくならないようになりたいと ” 書い
たが、書いた時よりももっと強くそう思っている。それは、バングラデシュに来なければ、弱く
なっていたかもしれないし、そう思えたのには、私の考えとして、1つ目は、たくさんの自然に
触れ、邪念をとりはらい、ゆっくりとどうあるべきか、どうならなければならないか、ゆっくり
と呼吸しながら考えることが出来たこと。二つ目は、当然となっている思いやり、優しさを目で
見て、直接体験して、自分の不足している部分に気づけたこと、たくさんの子ども、男性、女性、
老人の笑顔に出会い、心の底からこの人たちが一生笑顔でいられますようにと願えたこと、この
こと全部が合わさり、思えた結果だ。シャミンさんが言った、目には見えない豊かさの連鎖反応
は、バングラデシュ人の思いやりと思いやりで起こっていると、目で見て、心の底から感じ取る
ことができた。

東から
の

コメント

MSさんが、笑顔を求めるのは、ご自分の笑顔にコンプレックスがあるからだとも書いていまし
たね。そのコンプレックスはどうやら取り払われたようです。思いやりの心を強く出来たのもバ
ングラデシュのおかげ、とか。自然や人々との出会いが豊かだったことを物語っています。

HIRONO Azuma
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● T・L（コミュニケーション学科２年）

日程 内容
① 日本で生まれ育った私は、バングラデシュのような発展途上国の本当の暮らしを知りません。説

明会（＝昨日の講義）で話を聞くまでは、貧しくて、生活らしい生活をしていない人々なかりが
いる国だと思っていました。もちろん、そういう方々が未だにいることもあるのだと思いますが、
私が、説明会で感動したのは、美しい民族衣装があること、女性が社会に進出するために努力し
ていることでした。今までは、先進国の文化が大好きで、発展途上国についてはほとんど無知な
私ですが、頑張っている女性たちから勇気をもらいたい、そこからこの先私に何ができるのかを
発見したいと思い、バングラデシュに行ってみたいと思いました。今日は、日本では見られない
ような、綺麗な風景の写真がたくさんあるなと思いました。民族衣装を着ることが楽しみです。

② バングラデシュの女性の社会進出と結婚観
③ 日本とは全く違う全てを自身で感じたいです。同じ生活や価値観はもてなくても、自分とは違う

何かを知り得たいです。女性が社会進出に意欲を見せている、という状況であることを、少し期
待しています。最終的に、自分がバングラデシュという国に対して、良いイメージを持って帰り
たいです。

④ バングラデシュは、私が育った静岡の田舎よりも自然が豊かで、その自然と仲良く共存していることが
伺えた。（中略）自然が豊かなため、自然に対して素直に感謝の気持ちを表すことができる。太陽や鳥の
鳴き声や緑の豊かさに直接触れることができる。バングラデシュに来て一番驚かされることは、バング
ラデシュ人の人間性の素晴らしさだ。
見慣れない顔の私たちに笑顔を向けてくれる、手を振ってくれる。私たちの幸せを祈ってうれる。
一体どこまで私たちが忘れていたこと、できないこと、知らないことを教えてくれるのだろう。
触れ合う人々はみんな自分の人生に自信を持っていて、誇りがあって、輝いて見える。彼ら、彼
女らからは権利や意思・幸福が感じられた。私は女性をテーマにバングラデシュに来た。私は、
日本での自分の生活を幸せだと思っている。バングラデシュの女性は幸せなのだろうか？希望を
持って生きているのだろうか？と感じてきた。一言で言えば、彼女たちは大変幸せだった。強い
意思があった。羨ましく思える程の笑顔で幸せだと言う。私ももっと幸せになりたいと思った。
私は私なりの最大限の幸せを手に入れて、幸せをみんなに分けていけたら最高だと思う。

⑤ 「目に見える発展と目に見えない発展」
UBINIGを訪問した際に、シャミンさんのお話を聞き、目に見えない発展を見聞きしてきた。
ムハマッドプール村には、無農薬栽培やタンガイル織り、伝統的な音楽・舞踏など、古き良きも
のがたくさんあり、盛んであった。シャミンさんは、無農薬栽培こそ科学だと主張した。メリッ
トをあげると、有害な薬品を使っていないから身体に悪い影響がなく、健康に良い。子どもに安
心して食べさせることができる、無農薬の方が、牛が稲を食べるし、魚も川に住めるなどのメリッ
トがある。そして、無農薬ということがブランドにもなりダッカで高く売ることができる。健康
面も経済面も良い面がある。（中略）私は日本で生活していて、目に見える発展をたくさん目の
当たりにしてきた。また、目に見える発展を求めている人もたくさん見てきた。それは一種の見
栄であり、人々のエゴが見えると、シャミンさんの話を聞いて感じた。バングラデシュでは、新
しいものよりも、大切にされ受け継がれている古いものの方が綺麗で品があって、価値があるよ
うに思えた。タンガイル織やジャムダニ織りのサリーも一緒で、古いモノの方が ARONGで売
られている流行りのものより華やかでパワーが感じられて、女性らしいと思った。どんどん新し
いものが産まれる（日本）社会で、古き良きものに触れることに目を向けて来なかったが、古き
良きものを生産している人々が誇りに満ちているのを見て、そういう人々の支えができる人にな
りたりと、強く感じた。（中略）目に見えない発展から目を背けてはいけないと思ったのは、新
たな発見だった。

東から
の

コメント

最初のテーマ「女性の社会進出」についての関心から、現地で過ごすうちにテーマはだいぶ変化
しましたが、「目に見えない発展」の重要性という大切な事を発見したようですね。ショミティ
の女性やキシュリの女の子達が、自信をもって発言している様子にいち早く感心したのも TLさ
んでした。バングラデシュの人々の自信や誇りのある姿を感じ取ってくれて、私も嬉しいです。
ありがとうございました。
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● S・M（国際交流学科 1年）

日程 内容
① 私は、4月の時点で、NGOなどの国際的な支援活動をしたいと考えていたので、説明会にまず

参加しました。写真を見て、海外研修はとても濃密な時間を楽しく過ごせそうだなと、思いました。
写真として見るだけではなく、実際にバングラデシュでの生活や現地の人、音から空気まで感じ
たいし、物質的な豊かさだけでなく、生活の中の豊かさを多角的に見てみたいです。今は、異文
化を体験してみたいという思いが強いです。

② 女性の自立　　（2／ 20、4日目夜のバスの中の「ふりかえり」では、自分の人間性を絶対に変
えて／変わって帰ると訴えていた。）

③ 授業の中で、「日本にはない豊かさ」の話をして、これは日本人なら途上国に対して抱く固定の
イメージだと思っています。私はその豊かさを身をもって体験できることを期待しています。「バ
ングラデシュの良さは人」というお話も聞いたので、とても楽しみです。私は女性についてレポー
トを書こうと思っていたので、村の女性が物怖じしないで発言している様子や、日本人と全く異
なる考え方をしているということを知ることができたらいいなと思います。現地の（日本人用で
はない、村の人が食べるのと同じ）食事や民族衣装も楽しみです。

④ 私にとってのバングラデシュは、私が以前思い描いた（理想的な）社会にとても近いと想いました。（中略）
こういう生活はいいなと思ったのは、地元にあるもので生活したり、歩いて友達の家や近所の人の家ま
で行って、自然や豊かな文化に囲まれて、ゆっくりとした時間を過ごしたり、身近なコミュニティや小
さな社会を大切にする生活だったので、バングラデシュの農村に来てから、私は以前こういう環境をずっ
と欲しがっていたんだと、感じて、その時の気持ちを少し思い出した。（今住んでいる横浜は隣近所が何
をしているのかもわからず住みにくいのだが）（中略）バングラデシュの村にある、人々の寛容な心とか、
土地を愛する気持ちとか、和を保つための我慢とかが、すべて自然によって育まれたものであると、私
は身をもって感じたので、そのパワーを再確認できた、証明されたと思う。

⑤ 「この国のたからもの」
ブレイン・ストーミングからマインドマップを描いて、バングラデシュの人や環境や文化が引き
起こす連鎖反応について考えた。私が 2週間で得たものや見たもの、知ったことはとても多い。
日本ではイジメ問題が深刻なのに、バングラデシュではそんな問題がないときいて、やはりそれ
が何世代にもわたって受け継がれてきた人柄や考え方や生活の空気によるものだと思う。（その
雰囲気は）国の政策や経済成長によって勝ち取れるものではないし、日本がまねできるものでも
ない。目にも見えないし、システムによって得られるものではないので、非常に貴重な財産だと
思う。バングラデシュの財産と言えば、何が最初に浮かんでいたか。今日のワークショップをす
る前だったら、「人々の笑顔」とか「自然」「文化」と言っていたと思う。確かにそれも大事だけ
れど、人々が代々受け継いできた「空気そのもの」だと私は思う。自然と共存することや感謝す
ること、村での生活は、その空気によって支えられてきたし、相手を思う気持ちとか、人々の内
面においても同じことが言えると思う。サティアントラ村で、ヒンズー教とイスラム教が共存で
きるのは、まさに、その例で、カティックさんがおしゃっていた通り、祖父の代からこの村で争
いごとはなかった。その考え方や感じ方が受け継げれている証拠だと、私は思う。1年 365日こ
の空気の中で生活すればそれにみあった国民が連鎖反応をおこしているというのも納得できる。
日本に帰りたくないと感じるのも、バングラデシュの国民や生活の中に目に見えない魅力を感じ
ているからだ。日本ではこの空気感を体験できない。（中略）ダッカ大学の学生とのワークショッ
プでは、彼女らが「バングラデシュの良さ」について記述したことは、丘や川だったけど、意識
して人に配慮しようとか、もてなそうという気持ちが、本当にはこの国の人にはないんだなと思っ
た。

東から
の

コメント

SMさんは、感受性豊かに、どんどんバングラデシュの懐に入って行き、4日目にして自分が変
わることの予感をご自分で察知しました。案の定、表面的で紋切り型の意見ではなく、バングラ
デシュの「空気感」への洞察を深め、ダッカ大学の女子学生とのワークショップを経験し、バ
ングラデシュの人々のおもてなしの心も無意識から出ていることを考察できました。（ぜひまた、
バングラデシュにいらっしゃい。）

HIRONO Azuma
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●A・R（国際交流学科 1年）

日程 内容
① 私はバングラデシュについて詳しく知らないのですが、ざっくりとしたイメージとしては、やは

り ” 発展途上国 ”といった感じです。しかし、途上国へ行ったことのある方のお話を聞くと、経
済的には貧しくても心は日本人より豊かといった意見や人生観が変わるということをよく聞きま
す。日本にいるだけでは分からない異文化体験をして、さまざまな人と関わってコミュニケーショ
ンをとって、今しかできない体験をしたいと思います。異文化を体験して、さまざまな価値感を
知って、多くのことを学びたいです。

② バングラデシュの子どもと教育問題
③ 数回の授業で勉強してきた通り、途上国と言えど、発展がどんどん進んでいる国なので、NGO

やNPOの力を借りながら自立した、世界に認められる国になってほしいと思います。私は、子
どもや教育に関心があるので、ストリートチルドレンとの出会いや村の子どもたちとの触れ合い、
学校や教育の様子が少しでも知れたらいいんと、期待しています。

④ バングラデシュに来て約10日間、本当にたくさんの経験をしてきました。途上国ってどんなところだろう、
行って来た人が言う日本にない豊かさって何だろう、そんな疑問を抱いてこの研修に参加しました。私
の期待以上に、バングラデシュというものを五感を使って肌で感じています。この国ではどこへ行って
も人々が私たちのことをあたたかく受け入れてくれます。皆、心に余裕があって、他人のことを他人と
思わず、ずっと昔からの知り合いのように素敵な笑顔で迎えてくれます。日本の中でせわしく呆然と過
ごしてきた私は、この国に来て、この国の幸せ・豊かさを感じとり、日本に閉じこもっていては決して
わからない本当のバングラデシュを知りました。確かに、バングラデシュは、GDPや世銀の統計からす
ると “発展途上国”というくくりにはなっているけれど、私はここで生活してきて、“発展途上国”と感
じることはほとんどなくなりました。だって、会う人皆キラキラしているし、わりと教育も受けている
し、自然との共存なんて日本など先進国が見習う点がいくつもあるほどだからです。文化・人間性・自
然そのもの・・・・・この国の数え切れない豊かさは、自然からきているものなのかなと、今では考え
ています。あふれるほどのたくさんの緑に感謝して日々を生きている人々は、子どもも大人も男性も女
性も関係なく幸せなはずです。日本人は先進国の人間だけれども、経済面に突出して豊かになろうとし
ているような気がします。いったいどれくらいの人々が日々の生活に感謝して幸せを感じているのでしょ
うか？初対面の人の幸せを祈れるでしょうか？（中略）バングラデシュに来て私の心は浄化され、前よ
り人に感謝しようと思えたし、もっと関わりたいと思うようになりました。まだ、こんなに短い間しか
この国で過ごしていないのに、遥かに心が豊かになり成長できました。

私はこの体験をたくさんの人に伝えたいし、多くの人にバングラデシュを、途上国を、現場に行って知っ
てもらいたいと考えています。そして、お互いに協力し合って、さまざまな豊さを共有して高め合って
いけたらいいな、と思います。

⑤ 「バングラデシュの豊かさ」
バングラデシュに来て 2週間、いろいろな人と出会って、いろいろなことを体感して、今は、帰
りたくないという気持ちでいっぱいです。その背景にあるのは、バングラデシュの豊かな自然・
文化・人たちです。（中略）人の心はどんなに豊かだろうと期待してこの国に来ましたが、実際
に生活してみて思うのは、豊かなのは人の心だけでなく、美しくて壮大な自然そのものや素晴ら
しい伝統文化など、その他、たくさんのものであるということです。人は優しいだろうけど、教
育問題や設備の問題はまだまだ未開発で人々は大変な思いをしているのだと考えていました。け
れど、今、振り返ってみると、この地で暮らす人々は、ここにあるものを最大限に活用して、今
の生活を愛しているように感じました。何かを必死に追い求めるのではなく、存在するもので生
活し、幸せを感じとる豊かさ。経済発展をひたすら続けようとする今の日本が忘れてしまった、
世銀の数字では表せない豊かさをバングラデシュは持っています、（中略）私が印象に残ってい
るのが、「幸せですか？」という質問に対して「もちろん幸せです。だから私達はあなた達の幸
せも祈っています。」という村の人たちの答えです。それから「生まれたところは天国だ」とい
う言葉も忘れられません。一体この考えはどこから来るのだろう、と以前の私なら考えたことで
しょう。ですが、今は、バングラデシュにある豊かな豊かな自然が、人々の心を豊かにして、多
種多少な豊かな文化を生んだのだと、自分なりに考えます。（後略）

東から
の

コメント

素直にバングラデシュの豊かさを感じとっていますね。自分なりの「幸せですか？」という問い
を持ちながら現地の人々接していた姿は良く覚えています。また、自分が感じとったことを、多
くの人に伝えたいという意志もすばらしい。帰りの飛行機の中で、このバングラデシュ研修は来
年もありますか？と聞いてくださったのは嬉しかったですね。自分の五感を使って一人でも多く
の後輩に体感してほしいという ARさんの気持ちが伝わってきました。（また、行きましょう。）
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●M・Y（国際交流学科 1年）

日程 内容
① 私がバングラデシュのスタディーツアーに参加したいと思った理由は、バングラデシュに単身で

渡ってフェアトレードの会社を設立した起業家の山口絵理子さんの本を読み、バングラデシュと
いう国に興味を持ったからです。私は、今、日本語教員の資格取得を目指しているのですが、今
回のフィールドワークでたくさんの異文化体験をして、日本語教育の授業や国際交流学部の専門
科目の授業選択に上手く活かせることができればよいなと思っています。また、この授業をきっ
かけに、自分の学びの方向性が少しでも定まれば、良いなと思っています。今日、バングラデシュ
の写真や説明を見て、ますます興味を持ちました。

② 本やインターネットなどでは得られないものを、現地でこの目で感じる。発見する。
③ 残りの大学生活に向けての方向性。これから自分は何をしたいか、どうなりたいか、何をすべき

かが見つかれば・・・・。（積極的）、周りから何を言われても、私はこれをやる！という意志を
持てるようになりたい。

④ 私は、初めは、ショミティとマイクロクレジットが主な興味の対象だったのですが、それらだけではな
く、「本当の支援とは何か？」「本当の豊かさとは何か？」「人々の生活向上のために必要な事は何か？」、
NGOだけでなく、（UBINIGなど）いろいろな支援のカタチがあることも知れました。（中略）旅の途
中で出会った親切な警察官など、いろいろな人の優しさにも触れ、「ありがとう（ドンノバット）」だけ
では言い表せない感謝の気持ちを様々な場面で抱きました。バングラデシュの人々の気持ちの根底には、
「自分のことよりも、他者を思いやる気持ち」があって、自分本位ではなく、他人本位の生き方にとても
感銘を受けました。PAPRI代表のバセットさん、UBINIGのシャミンさんなど、知識のある人たちが知
識のない人達に、知識を共有して、生活向上と同時に、文化や伝統を守る。これも他人本位の生き方だ
と感じた。農村に行って、五感をフルに使って自然を感じたことで、バングラデシュがなぜ、文化や表現、
言葉が美しくて豊かなのかを、自然の豊かさから表れていることを実感した。本当の豊さ、精神的な豊
さは、数字では表せない。統計になることもない。シャミンさんのように知識のある人達が知識の無い
人達のために知恵を出し合って頑張っている姿を見て、外国の援助は必要がないのではないかとも思っ
た。（後略）

⑤ 「豊かさ・・・・・」
タンガイル県のムハマッドプール村やジョソールのサティアントラ村などを訪れて、自然・文化・
人が基盤となり、目に見えない豊さを生んでいることがわかった。自然では、青々とした空、果
物のなる木々が生い茂っていて、暑くても澄んだ空気、夜は停電で生活は不便にはなるが、星空
のきれいさや月明かりの明るさを通して、自然の豊さを感じた。文化の面では、識字率が低くて
も口承伝承によって、美しい音楽、文学、デザインなど、民衆芸術が豊かである。また、独立運
動の時に、ベンガル語を守ったこともあり、自分たちの母国語を大切にしていると感じた。（中略）
自然と文化（服やリキシャアートなど）を見ていて、色彩も豊かに感じた。人々に関しては、他
人という概念がなく、「みんな一緒」という概念を持っているということもあり、いつもみんな
の幸せを考えているからこそ、バングラデシュの人々は、優しさ、温かさ、笑顔がにじみ出てい
るのだとうと、感じた。例えば、村を訪問して、村人が別れ際に、私たちに「あなたたちの幸せ
もいつもお祈りしています。」という言葉が美しく、とても印象に残っている。笑顔だけでなく、
言葉の表現の美しさ、言葉のパワーも感じた。（中略）ヒンズー教徒とイスラム教徒が共存する
村では、互を尊敬し、傷つくようなことを言わないなど、努力によって信頼関係が築かれていた。
以上の事から、目に見えない豊かさというものを、この研修では体験することができた。だが、
これは農村において言えることで、首都ダッカという都会には豊かさがあるだろうか？（中略）
また、「土地なし農民」は、ダッカに出て稼ぐしかない。そう言った人々は、路上などで生活を
営むしなかく、物質的にも非物質的にもゆとりがないと思う。でも、私は、ストリートチルドレ
ンやスラム街に住んでいる人々の、一生懸命生きている姿・笑顔を忘れられない。

東から
の

コメント

とても熱心に、ショミティやマイクロクレジットについてメモを取りながら研究していました。
でも、後半は、人々との触れ合いを味わうようになり、文化や人々の人間性に近づいている姿が
印象的でした。
　最後は⑤にあるように、今回出会った人々以外の境遇にあるバングラデシュの人々にも想いを
馳せる想像力があり、感心しました。

HIRONO Azuma
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●M・M（国際交流学科 1年）

日程 内容
① （1回目の講義は欠席→香港で書いた動機を再録）自分の人生で生きていく上で、絶対に行くこ

とがないと思ったから。すごく危ない国のイメージがあったから、行こうなんて思わなかった。
むしろ、バングラデシュについて考えたこともなかった。それが、授業でたまたま行ける機会が
巡ってきたので、良いチャンスだと思って参加した。

② 女性の結婚・ストリートチルドレンの生き方・女性の娯楽
③ 本当にどんな国なのか、どんな人々がどのようにして生活しているのかが気になる。自分達のよ

うに、先進国でとても文化的な生活をしているのに、たまに不便だなと感じることはあるのに、
バングラデシュの人達は昔からの伝統を守って、科学（技術）に頼らずに生活している知恵や方
法を知りたい。授業でふれた、今のバングラデシュの女性たちの生き方にもすごく興味はある。
どこの国でも女は強いけど、私たち先進国とは違った強さが見られそう。

④ イメージががらっと変わった。むしろ来る前のイメージ忘れた。こっちに来てからのインパクトは強す
ぎて、一番の思い出はやっぱり “笑顔”本当どこ行っても、笑顔とおもてなしをうけないところはない。
逆に、ずっと昔から友達だったような対応をうける。すごく、人の心の広さと、キレイさ、優しさ、思
いやりを感じる。ストリートチルドレンのような過酷な環境にいる人たちでさえ、最高の笑顔を私たち
に向けてくれる。一般の人の笑顔は「癒し」、ストリートチルドレンの笑顔は「感動」だ。（中略）今ま
で、自分はどれだけバングラデシュという国のイメージが悪かったのだろう。貧困・ストチル・不便・
戦争・・・等のマイナスなイメージしかなかった。それが、実はこんなにも笑顔と優しさ、思いやりに
あふれている国だなんて、ほんの少しも！！全く！思わなかった。やっぱり、現地に実際に行って見て、
五感を使わなければわからないことがたくさんある。すごく良い体験になった。（中略）人々の温かさも、
村ではまだ、昔のおうにずっと古い歴史のある生活の知恵を使って暮らしていることも、すごく尊敬で
きる。学ぶことがいくた学んでも学びきれない。これからどんどん進んでいく国の１つであるけれども、
村での生活ぶりなど、ずっと存続してもらいたいところもたくさんある。そこは忘れないでほしい。心
は今のままで、もっと幸せになってほしい。

⑤ 「目に見えなくても行動できる心の豊かさ」
何をするにも、自分の利益やイメージアップなど、全く考えずに、相手のために相手の幸せのた
めに行動できる人たちの国。これは途上国だからこそ、まだ残っている人の根本だと思う。先進
国といいわれている今の日本やアメリカも、昔はこのようなことができていたんじゃないか。経
済的、世間からの自分の地位的欲求から、このあたりまえの行動ができなくなってしまったので
はな t愛してmいかと思う。先進国のように、物資・経済・生活が満たされてしまうと、また
新しい次の目的に、
また新しいものに、、、、どんどん欲が高まって、一番根本的な大切なものを失ってしまったとい
う感じ。それに対して、この国は、大事なことをしっかり保ちながら成長している。これから先
はそのような成長の仕方をするかわからないけれど、今の、バングラデシュは、優しさ、おもい
やり、笑顔、幸せにつつまれながら成長していると思う。
日本人も世界に比べれば、わりと他人に気遣いができる人種だと思う。でも、この国の人は、気
遣いの中に思いやりがすごく強くある。おもてなしの心。いつも自分がしてほしい、してあげた
いという思う事の一歩先あたり前のようにしてくれる。（中略：JABA tourの事務所でお昼ご飯
の提供を受けた具体例）こんな風に相手を思いやる気持ちが言葉と行動で表現できて、行動でき
ることは、人してとてもステキだと思った。こーゆーところが先進国の人間が学ぶところだと思
う。先進国は途上国に対して、国の成長、途上国は先進国に対して、、人の成長、お互いに学び
あえたら良いと思う。

東から
の

コメント

4日目夜のバスの中の「ふりかえり」では、あなたは、自分が小心者だから、これまで、やりた
い職業に一歩踏み出すのを恐れてきたと言って、泣いていましたね。ストリートチルドレンに出
会い交流した事をきっかけに、背中を押され、踏み出せるかもしれない、とも・・・・。それか
らフェリス大生という “ 看板 ”も重たく感じていたかもしれません。私は引率者として感じるの
ですが、一人一人の学生は、それぞれにかけがえのない可能性に満ち溢れていると思っています。
人間的成長、バングラデシュから見習ったあなたなら、踏み出してください。
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　変容がめざましかった学生も、そうでない学生もいる。
当初のテーマから大きく変わっった学生もいれば、テー
マを堅持した学生も居る。変容すればいいというもので
もないし、テーマが変わった学生がめざましい成長をし
たとも言えない。
　ただ、おもしろいのは、SMさんは、変わることをポ
ジティブにとらえ、自分からどんどん自己開示をして
いったことだ。ジョソール県に向かうフェリー乗り場で、
チャイ屋のおじさんと警官に親切におもてなしをされた
時、風邪でちょうど声が上手く出なかったこともあり、
うれしさとお礼が言えない悔しさで、自然と大粒の涙を
流していた。写真撮影では、ひょうきんな面を見せたり、
研修の最後の２日間は、帰りたくない気持ちのやり場に
困って、ふてくされたりする面を見せたりしていたが、
それでも、出会う人出会う人の人間を鋭く見ていた。ま
た、ダッカ大学の女子学生とのワークショップでは、発
表係になり、堂々と日本語で発表をしていた。その姿は、
好奇心の塊のような熱意が感じられた。
　一方、MMさんは、軽い子に見られがちな振る舞い
をしているにも関わらず、最初は猫をかぶったように、
おそるおそる現場に近づいていった。ストリーﾄ・チル
ドレンの笑顔に感動しながらも、日本でDVを受けて
いる子どもへの支援を仕事にすることにはついては、ま
だ臆病だと言っていた。しかし、バングラデシュのすば

らしさを知るにつけ、徐々に自分から周囲のバングラデ
シュ人に声を掛けていった。まずは、運転手のココンさ
んに。私に「運転上手いね。」ってベンガル語でどうい
うんですか？と尋ね、私が簡単な表現を伝えると、積極
的に話しかけていた。最終日に、アラムのご自宅でお昼
をご馳走になった時など、アラムさんの幼稚園に入園
したばかりの次男の Liboを本当に可愛がった。最後の
JABA tourの事務所では、WEBと PC担当の若手スタッ
フと懇意にしていた。ダッカ国際空港の航空会社のカウ
ンターでは、「先生、フェリス生ってどうですか？」と
いきなり聞いて来るので、「一口にフェリス生と言って
いい時と悪い時がある。あなたは、あなたという人間で
しょ。」と返答したことを私は忘れない。この学生は今
後も変化し続けるような気がしている。
　紙面の都合もあり、全員について詳しく書く事はでき
ないが、TLと、ARはそれぞれの、持ち味を活かしな
がら安定的に成長していくものと思われる。途上国につ
いて非常に関心をもってくれた事と、全身五感を使って
現場で学んでくれたので、これからは、バングラデシュ
のすばらしさについて発信もしていってくれるだろう。
リーダーを務めた、MSは、自分の悩みを解決したよう
であった。そういう意味では、今回の研修は、人生の節
目の旅となったと言える。私の恩師と言われる人が、私
のワークショップに参加し「ふりかえり」で贈ってくれ

た言葉は、「若者よ、恋せよ！旅せよ！人と世界に関わ
ろう！」という言葉だが、それをMSにも贈りたいと
思う。
　サブリーダーを務めた、MYは、真面目で勤勉タイプ
である。しっかりとした課題レポートを提出してくれた
ように、今後も勉学一本に励むと思われる。バングラデ
シュの旅で、人間味あふれる現地の人々との触れ合いを
通じて、彼女も人間性の幅を広げてくれたことと思う。
　いずれにせよ、学びは学生本人のものであり、教員た
る私は、その支援者にすぎない。
　しかし、それにしても、現場の力というものは大きい。
特に、実際の人物に会うことは、学生に大きな影響を与
えたようだ。今回は特に、UBINIGのシャミンさんと、
JABA　tourのアラムさんが、バングラデシュ人の質の
よい面を見せてくれたし、ショミティでもキシュリでも、
現場の女性たちは、生きることに一生懸命で、その真っ
直ぐな姿勢を学生に示してくれた。
　学生は、まだ、19才や 20才と、若い。今後の可能
性に大いに期待したい。

（7）最期に
─「目に見えない豊かさ」と私たち

　私は、今回の研修のプログラムを組むにあたって、

HIRONO Azuma
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UBINIGのシャミンさんの予定は半年前からお願いし、
かつ、絶対に、彼の自宅のあるダッカ市内でではなく、
タンガイル県の村の自然の中で、UBINIGがコンセプ

ト通りに建てた素晴らしいゲストハウスで、学生に会っ
て欲しかったという強い希望を私はもっていたが、それ
は功を奏したと言えよう。

　シャミンさんの佇まいそのものが、学びの素材だった
と言うと、彼に怒られるであろうか？
　JABA　tourのアラムさんに対しても、感謝の言葉が
尽きない。バングラデシュの素晴らしさ、特に、他者の
ために祈る心と寛容さ、そしてイスラム教徒でありなが
ら、やはりアジア人だ、自然崇拝の心も持っているバン
グラデシュの人々の稀有な人間性に、私は今回も感動し
た。シャミンさんの言葉を借りれば、「目に見えない豊
かさ」を日本人に伝えていくことについては、私とアラ
ムさんは「盟友」である。
　今回も、種は蒔かれた。学生一人ひとりが大きな花を
咲かせるのを楽しみにしたい。

　最期になってしまったが、このスタディー・ツアーを
サポートしてくださった全ての方々に感謝したい。特に、
学科長の諸橋泰樹先生には、政治デモ・ホッタールの発
生でご心配をおかけした。海外交流課のスタッフの皆さ
んは、諸々全てバックアップしてくださった。
　風の旅行社の原さんにも、見守っていただいた。
　御礼申し上げます。

＜付記＞

　今回の研修期間中に、3回の「ホッタール（ハルタル）」
に遭遇した。野党が仕掛ける政治的なデモ・ストライキ
を言うが、デモを規制するために交通の遮断がおこり、
被害を避けて大通りの店が閉まってしまうという事態に
なる。外国人には外出を自粛するような勧告が大使館か
ら出され、現地の人も、被害に巻き込まれるのを恐れ外
出しない。
　しかも、今回は、野党の国会議員を務めた人が絞首刑
になることが決まった事により起こったホッタ―ルだっ
たので、全国規模のデモでは、犠牲になった人（＝死亡
者）は 70人を超えた。その影響もあり、ダッカ市の南
部には行けない事態になり、ストリートチルドレンのプ
ロジェクトとオールドダッカ、ダッカ大学については、
旅程を大幅に変更する必要も生じたが、現地旅行会社
JABA tourの努力で、内容の 95％は消化することがで
きた。ダッカ大学のDr. Delwar Hossain先生にお会い
できなかったのは残念だったが、次回お会いできること
を期待したい。
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バングラデシュとの出会い

月谷梨沙　文学部コミュニケーション学科　2年

バングラデシュに対するイメージ

　日本に住む人々は、バングラデシュに対してどういっ
たイメージを抱いているのだろうか。発展途上国？最貧
困国？それとも、日本と国旗が似ている？多くの人が
きっと、小学校の社会で習うような世界中の誰が見ても
明白な数値的な事実しか知らないだろう。実際、わたし
も先生にバングラデシュの写真を見せてもらうまでは、
そういったイメージしか抱いていなかった。

バングラデシュを訪れてみたいと
思ったきっかけ

　わたしが、まず初めにバングラデシュの何に感動した
かというと、刺繍や民族衣装など、女性に関わるものだっ
た。一目で手先が器用だとうかがえる細かい刺繍や、色
鮮やかで独特な民族衣装の芸術性にわたしは関心を抱い
た。そうして女性をクローズアップしてみたときに、イ
スラム教徒の多いバングラデシュでは女性があまり積極
的に社会に出てきていないことを知った。では、バング
ラデシュの女性は現地で何をしているのだろう？そう疑
問に思い、実際に行ってみて、自分の目で見てきて、何
かを感じてこようと思った。

バングラデシュの第一印象

　2月 17日、成田からキャセパシフィック航空の飛行
機に乗り、トランジットで香港により香港からドラゴン
航空の飛行機に乗ってダッカに着いた。空港に降り立っ
た瞬間に思ったことを正直に述べると、「あまりきれい
じゃないな」といった感じだった。日本よりも湿気があ
り蚊が信じられないほどたくさん飛んでいて、バングラ
デシュに着いた瞬間、身体中がかゆくなった。おまけに
「この子達は何人なんだ？」というような遠慮のない視
線を浴びて、なんだかすごいところに来てしまったな、
という気持ちになった。JABAツアーのかたがたにホテ

ルまで車を走らせてもらっている間は、社会の教科書で
見たような、テレビのドキュメンタリーで見たような、
「渋滞」を目の当たりにした。隣の車との距離は約 30

センチメートルでクラクションが鳴り止まない。緑色の
タクシーやリキシャなど、全てが初めて見るもので驚き
の連続だった。いまだにこういうものが走っている国が
あったのか、と行って見て初めて思った。

縫製工場で出会った女性たち

　まず最初にわたしたちが出会った女性たちは、縫製工
場で働く女性たちだった。無機質なコンクリートででき
た入り口の狭い建物のなかに、ワンフロア 100人ぐら

いの女性たちがいた。見た目は若く、わたしたちと同世
代ぐらいの女の子も何人もいるようだった。その女性た
ちが流れ作業で何枚も同じ洋服を作っていた。わたした
ちに興味を示すものの、話しかけてきたり笑顔を向けて
くる子は少なく、黙々と作業に取り組んでいて、少し居
心地が悪かった。普段わたしたちが買っている洋服はこ
うやって作られているのか、こういうところで、こうい
う女の子たちが作っているのか、という事実を見て思っ
たことは、ここにいる女の子たちは自分たちが作った洋
服が先進国でどのように売られているのか、どういった
人たちが着ているのか、知っているのだろうか、または、
想像したことがあるのだろうか、ということだった。わ
たしたちが洋服が作られる過程を知らないのと同様に、
彼女たちも作った洋服の行くへを知らないのか、と考え
ると先進国が途上国を従えているように感じられて少し
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悲しくなった。縫製工場にいた女性のほとんどが村から
来ていて約9割は結婚していると聞いて驚いた。しかし、
女性に対する配慮もされているようで、女性は朝家事を
終えてからの遅めの出勤と、夕方家事をするための早退
が認められていた。ここで初めて、女性の人権が認めら
れていることを知ることができて、わたしは嬉しかった。

サロワ・カミューズを着る

　イスラム教の女性たちは、男性に身体のラインを見せ
てはならない。そのため、バングラデシュなどのイスラ
ム教圏にはサロワ・カミューズという民族衣装がある。
ワンピースとボトム、それにオルナというショールを合
わせて胸のふくらみと腰のくびれを隠す。わたしたちは
ダッカ市内の「アーロン」「クムデニ」「ジャットラ」の
3軒により、それぞれお気に入りのサロワカミューズを

選んだ。刺繍が凝っていたり、ビーズやスパンコールが
あしらわれているものは高かったが、本当に繊細できれ
いだった。実際にサロワ・カミューズを着ると、雰囲気
がでてわくわくした。しかし、身体のラインが出ないの
で、体型に意識が向かず、油断してしまうというデメリッ
トもあった。

スラム街を歩く

　バングラデシュに着いて 2日目、わたしたちは線路
沿いにひろがるスラム街を訪れた。わたしは、スラム街
は治安が悪く、柄の悪い人や貧困で飢えている人ばかり
がいると思っていたので、訪れるのがとても怖かった。
スラム街でもそこに住む人々からたくさんの注目を浴び
た。いったいこの人たちはわたしたちのことをどういう
目で見ているのだろう、と不安に思った。しかし、スラ

ム街はわたしが思っていたほど怖いところではなかっ
た。愛想よく話しかけてくる若者がいたり、写真を撮ら
せてくれる人がいたり、売っているものを快く見せてく
れる人がいたり、元気な子どもがいたりした。わたした
ちの質問に答えてくれる人の話を聴いていたら、これも
生活なんだと、かわいそうなような悲しいような、それ
でも生きているんだと、力強さも感じるような、複雑な
心境になった。しかし、スラム街で笑顔を見れると思っ
ていなかったので、子どもたちや女性の笑顔がここでも
見られてわたしは少し安心した。

キシュリの少女たちとの出会い

　バングラデシュに行く前、わたしがいちばん会うこと
を楽しみにしていたのが、キシュリの少女グループだっ
た。彼女たちはわたしたちと同世代であるため、普段ど
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んな気持ちで生活していて、将来の夢はどんななのだろ
う、とお話を聴くのを楽しみにしていた。3日目の午後、
ノルシンディー県の地元NGO「PAPRI（パプリ）」を訪
れてバセットさんのレクチャーを受けた後、村を訪れて
キシュリの活動を見学した。そのとき、女の子たちがと
ても元気で、はっきりと意見を述べていて、しっかりと
していると感じた。同世代ではあるけれど、ほっとした。
意思があって意欲的だったからだ。キシュリの少女グルー
プの前で、わたしたちは始めてベンガル語で自己紹介を
した。紙を見ているのに緊張して足が震えた。しかし、
彼女たちは一生懸命わたしたちのつたないベンガル語を
聞き取ってくれて、反応を示してくれた。嬉しくてわた
しの緊張は解けた。コミュニケーションをとるときに、
わたしは「将来の夢はなんですか。」と質問した。その答
えはわたしにとっては意外で、「先生」「医者」「看護師」

「弁護士」など、一生懸命勉強をしてこそなれる立派なも
のばかりだった。もっと控えめだったり、専業主婦だっ
たりするものだと勝手に思っていた。全員の夢を聞いた
後、自然と拍手してしまった。わたしも自分の夢に向かっ
てがんばろう、と強く思った。全員で写真を撮るときに、
わたしたちは初めて近くで触れ合ったり、コミュニケー
ションをとったりした。言葉はまったく通じないけれど、
笑顔と握手で一瞬で彼女たちと距離が縮まったような気
がして彼女たちが好きになった。まだ一緒にいたいと思
えて嬉しかった。思えばこのときから、バングラデシュ
の人々のあたたかさを何度も感じたのだった。

アミヌプール・ベリン・モヒラ・ショミティの
女性たちとの出会い

　キシュリの少女グループに会った次の日は、ショミティ

を見学して、ショミティをやっている大人の女性たちに
会った。30～ 40代中心で子どもがいる人も多かった。彼
女たちは、マイクロクレジットという、銀行からお金を借
りることができない貧困層の人たちのための小規模無担保
融資を利用している。そうして、お金を借りて事業をおこ
し、その事業で得られた利益でローンを返したり、貯金を
したりする。彼女たちは借りたお金を何に使っているのか
を教えてくれた。牛を買ったり、リキシャを買ったり、お
店をひらいたり、用途はそれぞれだった。女性たちはみな
はっきりと質問に答えてくれて、そこからは楽しさや誇り
が感じられた。また、得られた利益や貯金を何に使ってい
るか質問すると、全員が家族のために使っているとのこと
だった。例えば、子どもの教育のため、夫の仕事の支援の
ためなどだった。わたしがお金に余裕ができて贅沢になっ
たことはあるか、と質問しても、お金は全部家族のために
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使っていて、それがわたしたちの幸せです、と返ってき
た。ここで初めて、バングラデシュの人々の家族に対する
思いやりが伺えた。わたしたちのように、稼いだお金を自
分のために使っている人なんて、あまりいないのだ、とカ
ルチャーショックをうけた。

ストリートチルドレンとの出会い

　ノルシンディー県を離れたあと、わたしたちはストリー
トチルドレンに会いに、「オポロジエヨ・バングラデシュ」
というNGOが運営する施設を訪れた。着いて早々トイ
レを借りているときに、数人の子どもたちとコミュニケー
ションをとった。名前は？年はいくつ？など簡単なやり
とりだったが、子どもたちは活発で、人懐っこくて、笑
顔がとてもかわいらしかった。その人懐っこさは、施設
の方々の努力だったのだとドロップ・イン・センターの
マネージャーアラムさんのお話を聞いてわかった。年齢
を聞いたときは、少し小さいなあ、と感じた。そこがや
はり恵まれている日本と、貧困国のバングラデシュとの
栄養供給の差なのだと感じた。子どもたちはわたしたち
に歌や踊りを披露してくれた。その後わたしたちからい
くつか質問をした。そのとき衝撃だったのは、思い出を
聞いたときに、親や大人にいじめられた悲しい思い出を
挙げる子が何人かいたことだ。思い出と聞かれたら楽し
いことしか浮かばないわたしは、平和ボケしているな、

と感じた。そういう傷を負いながらも彼らはしっかりし
ていて、心が強いなと思った。グループにわかれてコミュ
ニケーションをとったときは、ベンガル語で話しかけて
も、返ってくるベンガル語が理解できなくて少しつらかっ
た。それでも、一生懸命コミュニケーションをとろうと
してくれる子どもたちがすごくかわいかった。

UBINIGにてシャミンさんとの出会い

　わたしがバングラデシュを訪れて、いちばん出会えて
よかったと思ったのが、UBINIGの代表のシャミンさ
んだ。芸術家の彼が運営するゲストハウスはとてもお
しゃれでオリエンタルな雰囲気があり、すごしやすかっ
た。そういった芸術性の能力の高さにも惹かれたが、もっ
と感動したのは、彼の価値観だった。彼はUBINIGの

活動についてわたしたちに様々なことを話してくれた。

そのなかで、わたしは「目に見える発展と目に見えない
発展」という言葉に深く考えさせられた。人は名誉や他
人の目を気にして、目に見える発展を追い求める。しか
し、目に見える発展が必要なことは稀で、目に見えない
発展こそ地域住民には必要なことなのだ、と聞いてわた
しは、それは人の精神的な面についても言えると感じた。
着飾ったり、地位を得たりする目に見える部分を人々は
重視しすぎているのではないか、大切なのはココロの部
分なのではないのか、と感じた。お話を聞いた次の日に
村を訪れたら、目に見えない発展を重視した生活をして
る人々は幸せそうであり、また、人がよさそうだった。
追い求めるものは精神的な面にも出てくるのだな、と
思った。日本に帰ったら目に見えない部分を大切にする
ように心がけてみようと思わされた。

LISA Tsukitani
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タンガイル織りのサリーを着る

　わたしはジョソール県に着いてから、サリーを着るのを楽しみ
にしていた。サリーは既婚女性が着るもので、7メートルほどの

1枚の布である。サリーからは女性らしさが感じられてわたしは
好きだった。それぞれお気に入りのサリーをバングラデシュい
ちのデザイナーから買い、着たわたしたちは村を一周散歩した。
成人式で着物を着たときのように、少し大人の女性になった気
分ですごく美しくなったような気持ちがした。サリーを毎日着ら
れるバングラデシュの女性がうらやましく感じた。しかし、人生
に1度でもサリーを着ることができて本当によかった。

バングラデシュで触れた自然が
わたしにもたらしたもの

　バングラデシュでは、日本ではなかなか見ることがで

きないたくさんの自然に触れることができた。バングラ
デシュの人々の生活の基盤である自然は、ベンガル人の
みならず、わたしたちの心も豊かにした。なぜそう感じ
たかというと、バングラデシュの人々は自然に対する感
謝をよく述べていて、それは日本で聞くときれいごとの
ように聞こえるが、しかし、バングラデシュで「太陽が
わたしたちを照らしてくれているのです」と聞くと、あ
あそうだな、太陽に感謝しなきゃな、というように素直
に言葉を聞き入れることができるからだ。わたしたちの
ひねくれた心を自然が矯正してくれたように感じた。「あ
なたたちの幸せを願っているので、わたしたちの幸せを
願っていてください」というような言葉も素直に聞き入
れることができたのは、バングラデシュの自然に囲まれ
ていたからこそだと思う。バングラデシュには、ほとん
どの日本人（または先進国の人々）が忘れてしまったこ

とがまだたくさん残っている。過剰な便利さがなくても
人々は生きていけるんだということには、バングラデ
シュに来なければ気づかなかった。便利さを求めなくて
も、自然を活かせばこんなに誇れる生活ができるのだと
気づかされた。自然にあふれたバングラデシュがとても
うらやましいと感じるが、わたしはもうすでに便利な日
本で生活している。発展しきった国にいる。先進国に居
る人々にこういった考えをよいものだと思わせることは
不可能に近いが、古きよきものはたくさんあるのだと知
らせることはできる。将来、たくさんの人々に古きよき
ものを知ってもらう仕事や活動をしたいと思った。写真
を見返して自然を思い出しては、そういった心も忘れな
いようにしようと思っている。バングラデシュは自然が
豊かで、文化が豊かで、そういったものが人々の心を豊
かにしている国だった。バングラデシュは豊かだった。
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目に見えない発展

荒牧里佳　国際交流学部国際交流学科１年

　「今、幸せですか」バングラデシュで私が一番聞いて
みたかった質問だ。私は発展途上国と言われる国のひと
のあたたかさを知りたくて、自分の肌で感じたくてバン
グラデシュへと足を運んだ。この国のひとは自分自身の
生活をどう思っているか、その答えを聞けば私の知りた
いものが少しでも見えてくるのではないかと思ったの
だ。そして、この質問に対して返ってきた言葉は予想以
上だった。「幸せです」と即答するのと同時に、「あなた
たちの幸せも祈っています」と言ってくれたのだ。彼ら
は自分の幸せだけを考えているのではない。家族の幸せ、
周りのひとの幸せ、苦しい生活を送っているひとの幸せ、
そして初対面の私たちの幸せまでも願ってくれていたの
だ。彼らは、他人のことも自分のことのように考えてい
る。数値では決して表すことのできない、経済発展した
日本が忘れてしまった豊かさを確かに持っている。
　私は当初、途上国ひとたちは、心はとても優しいが、
その一方で生活自体には少なからず問題を抱えて影を
持って生きているのだろうと思っていた。その中でも教
育に要を置き、ストリートチルドレンや村の子供たちの
様子と教育問題を取り上げてレポートにしようと思って
いた。しかし、実際にバングラデシュで生活するうちに
この国の素晴らしい面をたくさん知って豊かさと発展に
ついて考えるようになった。この感覚をできるだけ多く
のひとに伝えたいと思い、テーマを少し変えて自分の考

えを深めていこうと思う。
　14日間で強く感じたこと、それは、バングラデシュの
豊かな自然とそれに育まれた寛容であたたかい人たち、
そして彼らの「目に見えない発展」だ。まず、特に村に
いて強く思ったことは、皆自然に感謝しながら存在する
ものを上手く利用して生活しているという点だ。首都を
離れて村へ行くと、本当に空気がおいしくて、青い空、
広大な川、あふれるほどの緑が目の前に広がっている。
村に住む人たちはこれらの豊かな自然に囲まれて暮らし
ているのだ。一つ目の村・ノルシンディー県のナラヤン
プール村とその近くのアムラボ村では早朝と市場の近く
で水と共に見える景色がどちらも印象深く残った。朝焼
けは水に反射して輝いていたし、大きな橋と広い田んぼ
も心が癒されるものだった。驚いたのは、田んぼは乾季
の今の季節だけで雨季には増水して全体が川になるとい
うこと。乾季と雨季で全く異なる表情を見せるのもバン
グラデシュの魅力の一つではないかと思う。
　2泊したゲストハウスのあるタンガイル県ムハマッド
プール村では地元研究機関であるUBINIG（ウビニック）
が力を入れて支援している地域でもあり、伝統的な農業
や文化を大切にし、自然と共生しているひとたちの暮ら
しがよく見えた。UBINIGは開発の基準をその土地の人
たちが幸せになるために本当に必要なものを支援すると
しており、お金を使って支援する代わりに種を使って支

援を行っている。
“バングラデシュ
の豊かさを残しつ
つ、今の人が生活
できるように ”そ
れ が UBINIG の

目標だそうだ。代
表のシャミン氏に
よると、彼は社会
主義を学び、その
負の側面を知って
今の開発に疑問を
抱いた。そこで農民など一般の人の力を底上げし、皆で
幸せになれるようにと新しい方法を考えた結果、今に至っ
たそうだ。農民たちに知識を与え、また自分たちも農民
から知識をもらって高めていくそうだ。その一つとして、
農民たちが昔から行ってきた農業に新しい科学の力をプ
ラスして無農薬農業を始めた。無農薬は安心安全で健康
的。自然を最大限に利用した新しい農業の形である。また、
seedsbankという米や野菜の種の蔵をつくり、種の貸し
借りをする制度を広めた。種を借りたひとはそれを育て
て増やして返す。これを行うことで、人々は自分たちで
野菜を作り、食べる分と売り物にする分を手に入れるこ
とができる。つまり、お金からお金をつくるのではなく、
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自らアクションを起こしてお金をつくり、生活向上を図っ
ているのだ。村のひとの家を周って見てみると、畑での
野菜を育てる他、庭でパパイヤやジャックフルーツを育
てていた。土が肥えているため、自給自足プラスアルファ
で植物がたくさん育つのだそうだ。また、莢を干したも
のを牛のベッドに利用したり牛のフンを肥料にしたりし
ている様子も見られた。本当に何も無駄にすることなく、
リサイクルが見事に成り立って生活ができてしまう。そ
の様子を見たとき、自然を切り開いて経済発展を追い求
めた都会の生活とは何なのだろう、と思ってしまった。
人間が自然と共生して豊かに暮らす生活の原点がそこに
あるような気がしたのだ。最後に行ったジョソール県サ
ティアントラ村でフィールドワークを行ったときも、ほ
とんどの家で牛フンが干されているのを見た。これは燃

料や虫よけになるそうだ。その他ヤシの葉や竹の根を焚
き付けに使っている様子やほうきとして利用している様
子も見られた。食料として、何かの材料として、という
メインの使い道の後に残された、捨てられてしまいそう
なもの。それらも無駄にせず、自然に返す。それが限ら
れた家だけで行われている訳ではないということも、村
のひとがあたりまえに捉えているということも、村を周っ
ていればよく分かる。自然との共生がなぜこんなにも上
手くいっているのかといえば、それは彼らがこの豊かな
自然を愛し、感謝しているからではないだろうか。バン
グラデシュが持つこの素晴らしさや価値は、GDPや世
界銀行などの物差しには載っていない。
　次に、この国のひとたちだ。私はバングラデシュにい
る間にたくさんの人と出会ったが、スラム街でも市場で

もそして村でも、皆少し照れながら、素晴らしい笑顔で
私たちを迎え入れてくれた。初めは興味深そうに “ 外国
人 ”である私たちを見ているのだが、こちらが笑顔にな
ると笑顔で返してくれる。この国では、とにかく人と人
との距離が近い。近いと言うか、繋がっているような気
がした。最も印象に残ったのは、冒頭にも書いたが、幸
せを祈ってもらったときだ。この質問は、ショミティと
いう経済的にあまりゆとりのないひとたち同士が集まっ
て小規模無担保融資を利用している女性の団体に聞いた
のだが、皆自分が借りたお金や貯めたお金は家族のため
に使うと言っていた。自分自身の趣味や娯楽に使うと答
えた人は一人もいなかった。「家族の幸せは自分の幸せ。
子どもに教育を受けさせることができればそれは本当に
嬉しいし、夫や子どものビジネスに役立つことも嬉しい」
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何の躊躇もなくそう話す彼女たちを見て、繋がりや絆の
強さを感じた。彼女たちにとって家族のためは自分のた
めでもある。だから決して自己犠牲的な考え方にはなら
ないし、むしろ喜びであるかのようだった。家族のため
に頑張る力は、無意識のうちに体の中から湧き出てくる
のかもしれない。彼女たちはその生活を十分に愛し、幸
せを感じ取る能力を持っている。心に余裕がある。だか
ら私たちの幸せまでも願ってくれたのではないだろうか。
　また、イスラム教とヒンズー教が共存する村・サティ
アントラ村でヒンズー教の代表の方に聞いた話も忘れら
れない。「平和的なこの国が好きで、緑の多い、生まれ育っ
たこの村は天国だと思う」と言っていたのだ。彼は「宗
教を自分の利益につなげようとするから問題になる。政
治家が宗教を利用しようとするから戦争が起きる」とい

う考えを持っていて、非常に共感した。互いに理解する
ように認め合えば何の偏見もなくなる。世界で起きてい
る宗教戦争の解決の糸口がここにあるのではないかと感
じた。豊かな自然の中で当然のように二つの宗教が共存
し、平和が保たれているこの村のひとたちは本当に寛大
だ。過剰に利益を求めずに他を認め合う力を持つと、人々
はこんなにも幸せに暮らせる、ということを実感させら
れた。ここでは 3泊過ごさせてもらったが、その大家族
とも、私たちのインタビューに答えてくれたひとたちと
も、通りすがりに手を振って笑顔を見せてくれたひとた
ちとも素晴らしい出会いをしたように感じる。昔からの
伝統や歴史がある村だが、私たちのように突然現れた来
客や新しく引っ越してくる人たちにも自然に馴染めるよ
うな優しい空気があるのだ。皆が互いに認め合い、心に

ゆとりを持ち、平和的に暮らしている。そして今の生活
を愛している。私がバングラデシュのひとが寛容な心を
持っていると強く感じたのは、宗教に関してだけではな
い。もちろん宗教に関しても、もめごとを好まないのも
そうだが、他のものとの共生を大事にしている点にある
と思う。その文字の通り、「寛大で、よくひとを許し、受
け入れる」力を自然に身につけている。彼らの中には「他
人」という概念がないようにも感じた。個人としてでは
なく、常に同じ家族、同じ村人、同じ人間として他者を
感じながら皆と繋がりを持って生活している。私は、こ
の根源には、やはり自然の力があるのではないかと考え
た。豊かな自然に触れ、それに日々感謝しながら今を生
きる。シャワーもなければ電気も十分ではない。先進国
の文明の中で生きてきた私たちにとって、とても不便な場

RIKA Aramaki
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所。しかしそこでの生
活に豊かさを感じるの
はなぜだろう。彼らの
人柄や生き方が幸せで
あるように感じるから
だろう。彼らに会えば、
誰でもそんなことを思
うのではないかと思う。
　そして、バングラデ
シュでどうしても忘れ
られないひとの一人

いる。彼もやはり、この国の豊かな心を持っている。
　バングラデシュは発展途上国、最貧国と言われているけ
れど、そんなことはないのではないだろうか。この国には
GDPや世界銀行、国連などのデータで測れない豊かさ
が本当にたくさんある。これは実際に現地に来てみないと
分からないものだと思う。だから同じように、他の発展途
上国、最貧国と言われる国も、言ってみれば私たちが想
像しているほど貧しいわけではないのではないだろうか。
私は心の豊かさを信じてバングラデシュへ来たが、生活自
体も豊かだと思った。緑に囲まれていて自分たちでその素
晴らしい環境を守って、その上で教育も行われている。経
済の面で遅れているということだけでその国を貧しい国と
いうのはおかしい。自然も文化も遥かに高い。私たちが出
会ってきた女性だってしっかりとした意思を持ち、素晴ら
しい文化や教養を備えていた。発展途上国というイメージ
が持つ印象を、この旅を通して全て変えられたような気が
した。戦後の日本は、経済発展し、今もなお先進国とし
て世界に存在感を示している。しかし、経済の利益を追
い求めた日本は何かを忘れてしまったように感じる。それ
は身の回りの自然に感謝することであったり、周りと認め
合って生きることであったり、今自分が幸せと感じて更に
誰かの幸せを願おうとすることだったりする。日本が忘れ
てしまった、ある種の豊かさをバングラデシュはまだ持っ
ている。発展が悪いというわけではない。どういう形で発

展するのかが重要なのだ。バングラデシュは今、目に見え
ない発展の道を進んでいる。経済的に豊かになるように
と人々にただお金を援助するのではなく、人々が本当に求
めているものは何なのかを考える。幸せになるために本当
に必要なものを援助し、発展を遂げさせることが重要だ。
人々の心は私の想像以上に寛大であたたかくて豊かだっ
た。村の人たちからはもちろん、ストリートチルドレンの
笑顔から、このことは強く強く感じた。私はこのスタディー
ツアーを通して、発展とは何なのか考えさせられた。人々
の健康のためにインフラ整備や衛生面の改善は必要であ
るし、縫製工場の成功や経済的な支援が必要な場合もあ
るだろう。私も人々の安全な暮らしのための発展はどんど
んしてほしいと思っている。しかし、それらを行うことで

に、最後の日に出会ったストリートチルドレンがいる。
4日目に行ったドロップインセンターという施設ではな
く、船着き場で出会った少年だ。その船着場はオールド
ダッカにある。立派な客船が停まっていて、いかにもお
金持ちそうなひともいた。しかしその一方でお金をすが
るような子供もいた。私が一番話した少年は、小さな妹
を抱いていた。どういう経緯で今の生活に至ったのかは
分からないが、路上で暮らしているからには苦労がある
だろう。それにもかかわらず、彼らは感じよく私たちの
質問に答えてくれた。多少のお金は渡したけれど、それ
が目当てというほどでもなさそうだった。こんな状況な
のに、どうしてそんなに綺麗に笑えるのだろうと思った。
こんな状況においてでも、寛大であたたかい心を持って

今持っているあの寛容
な心と今まで培ってき
た自然に対する思いを
決して忘れてほしくは
ない。発展したその先
にあるものが人々の欲
や個人の利益ではな
く、笑顔とあたたかい
心であることを期待す
る。
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マイクロクレジットを通して見えたこと

宮野有紀　国際交流学部国際交流学科１年

　私が、マイクロクレジットに興味を持ったのは高校の
公民の資料集や大学入試の英語の問題で、ムハマド・ユ
ヌス氏のマイクロクレジットの記事を読んだときだっ
た。本やインターネットの情報だけでは満足出来なく、
実際に自分の目で、マイクロクレジットの活動を現地で
見てみたいと思い、訪問を決意した。バングラデシュを
訪問して、マイクロクレジットの活動の見学を通して感
じたこと、考えさせられたことについて述べていく。
バングラデシュを訪れ、NGO・PAPRI（パプリ）によ
るノルシンディー県ナラヤンプール村の「アミヌプール・
ベリン・モヒラ・ショミティ」と、グラミン銀行によるジョ
ソール県バガールバラックドラジ村の「ドラジャハット・
ショミティ」のマイクロクレジット・ショミティ活動を
見学することが出来た。

　まず、「ショミティ」とは、ベンガル語で「グループ」
や「組合」といった意味を持ち、何かの目的があり、そ
のために作られたようなグループに対して使われる言葉
だ。貧しい村人が 5～ 20人前後集まってショミティを
作り、ショミティを支援するNGOのオフィスからス

タッフが来て、ショミティのメンバーはお金を借り、同
時に貯金もする。「自分たちの生活は、自分たちでよく
していこう」というのが目的で、生活を良くするための
努力をしていく。
　どちらのショミティも、借金と貯金を同時に行ってお
り、貯金が、収入がなくなったときの借金の返済資金に
充てられ、生活のセーフティネットになっている。なか
には、借金をせず、貯金だけ行う人もいた。
PAPRIのショミティでは、ショミティの活動と並行し
て成人識字プログラムもある。ショミティでは、誰が何
タカ（現地通貨の単位）を返済、貯金し、いくらになっ
ているのか、お金のトラブルにならないように帳簿をつ
け、自分の名前をサインするのに、読み書きの出来る必
要性がある。メンバーには、貧しくて学校に通えず読み
書きができない人もいるからだ。識字プログラムに参加
して、読み書きができるようになった人がインタビュし
たー 20人中 6人いた。なかには、70歳近くの女性で
数年前になってやっと文字を書くことができるように
なったという人もいた。読み書きが出来るようになった

ことは、みな口々に嬉しいと話していた。同時に、ショ
ミティを通して、教育の重要さも知ったそうだ。将来、
学校の先生になりたい子どもを高校に通わせるために、
授業料の支払いに 5000タカをショミティで借りた人も
いた。その子どもは、現在、成績優秀なため奨学金を得
たので授業料を払う必要がなくなったという。
　私が感じたことは、ショミティで活動している女性た
ちが、思っていたよりもとても活動的だったことだ。や
はり、お金を借りることで、自分の力を生かせる、チャ
レンジが出来るという希望とやる気に満ち溢れている。
ショミティに活動している女性は、母であり、家族の中
心であり、家族の幸せを強く願い、家族を思っているこ
とを感じた。彼女たちは、家計を助けたい、自分たちの
生活をより良くしたいと思っている。女性の意志の強さ左ページに貯金　右ページに借金、返済状況が記録してある

PAPRIのショミティ活動の様子
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を感じた。ショミティに入る人の動機には、貧しさから
抜け出したい、自分の立場を変えたいという思いがある。
借りたお金は、自分の病気の治療といった場合のように
自分だけではなく、自分の子どもの教育資金、夫のビジ
ネス資金のためといったことにも使っていて、家族のこ
とを思っている。ここにも、フェリスの建学理念である
「For Others」が生きていると思った。また、ショミティ
は井戸端会議や学校のような場でもあり、情報交換、共
有が行われており、人と人とのつながりが出来ていた。
また、男性はショミティに参加できないため、女性の夫
に対する発言力が強くなったそうだ。生活の余裕が出て
きたため、夫婦ケンカも減ったそうだ。やはり、収入が
ないときや返済するときは、度々ケンカが起こるらしい。
　どちらのショミティのメンバーも、ショミティから借
金をして、土地を購入または借りて農業をしたり、牛を

購入したりして、何か新しい事業を起こして、収入を増
やしている。能力はあるが、資金へのアクセスがなかっ
た人たちにとっては、所得を大きく上げる可能性がある
のだ。イスラム教徒の村のルティナさんも、「例えば、
何か事業を起こしたくて 3万タカ借りたくても、誰も
貸してくれないので、とても役に立っている」と言って
いた。ジョソール県のバガールバラックドラジ村では、
マイクロクレジットをやる 18年前までは衣服すら買え
なく、衣食住が満足に確保できなかったのに、マイクロ
クレジットのおかげで、今では家を建てられ、新しいビ
ジネスが出来る余裕が出来た。
　マイクロクレジットを借りてうまくいっている人は、
元手となる資金さえあれば結構儲かるビジネスが出来る
見込みのある商才のある人だから、順調に返済ができて
いるのではないかと思った。お金を借りても稼ぐ技術の
ない人や、お金の運用の仕方がわからない人たちにただ
お金を貸しても、それですぐ成功できるという保障はな
い。借りたお金をうまく使えるように稼ぐ技術を教えて
あげる必要性があると思った。マイクロローンとはいえ
ども、ビジネスを自力で開拓してローンを上回る利益を
上げることが出来ない貧困者にとっては、新たな足かせ
となってしまう。グラミン銀行から借金している女性た
ちも、「ローンだから、借りたお金を利用しないとまわ
らない。」、「事業ができるのは、ちゃんと事業が起こせ

る人に限る。」と言っていた。それは、バングラデシュ
に限らず、日本でも同じことだ。
　また、貧しくてショミティに参加できない人は、グラ
ミン銀行による無利子で 5千タカを貸す制度により減っ
たとはいえども、ある程度の生活力がない人、最貧層を
マイクロクレジットが取り残しているのではないのかと
いう疑問がある。NGOやマイクロファイナンス機関は、
最貧層を取り残さないように限界に挑戦しているのだろ
うか。最貧層の人たちは、結局、審査のない高利貸しに
お金を借りるしかなく、返せなくなり、借金地獄に陥っ
ているのではないか。何か別の方法での援助が必要かも
しれないと思った。
　バングラデシュには、グラミン銀行、BRAC、ア
シャを筆頭に多数のマイクロファイナンス機関がある。
PAPRIのショミティには、PAPRIからだけでなくグラ

ミン銀行のマイクロクレジットも利用している人、ノク
シカタを作っている村の女性もジャゴロニとアシャと２
つのマイクロクレジットを掛け持ちしている人がいた。
片方から借りられないときは、もう片方から借りるそう
だ。真面目に運用し、経済状態も良くなっているので、
融資を受けられるそうだ。
　多重債務などが増える、現在の貸し手に返さなくても、
また別の機関から借りるということが起こることは、返済
しないと将来の融資を安価で得られなくなることが返済

グラミン銀行のスタッフ グラミン銀行の通帳
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の強いインセンティブになっているため、インセンティブ
が効かなくなり、返済率が下がり、利潤率も下がり、貧困
層への支援がますます減る問題が発生するそうだ。対策
としては、マイクロファイナンス機関の間で借り手の情報
が共有され、デフォルトした顧客が他の機関からも借りる
ことができないようなシステム作りが求められている。
　タンガイル県の研究機関 UBINIG（ウビニック）の
活動を見学して、マイクロクレジットをせずに、無農薬
農業や織物といったその土地の伝統と自然、風土を生か
し、村民の技術向上開発に努めるという第３の開発によ
り、行動を起こしお金を生み出すという道もあるという
ことを知った。これは、地球環境にも優しいし、有機野
菜を食べる人の健康にもつながるのと、資本主義経済の
後を追うやりかたとも違う、スローライフのひとつでも
あるし、新たな発見だった。
　UBINIG代表のシャミン氏は、マイクロクレジット
について「お金を追うものになっているのではないか？」
という懸念を持っていた。マイクロクレジットは、借り
手である貧困層の地域の未開発の土地利用を促進、顧客
の消費欲を向上させるメリットがある。消費欲が向上す
ることは、あれが欲しい、これが欲しいと物欲にとらわ
れ、欲しいモノのために借金をし、借金の連鎖にはまる
のではないかとも思う。
　マイクロクレジットなどを通して、私は、本当の支

援・援助とは何かについても考えさせられた。外部から
の進んだ技術や資金を投入する技術型、サービス提供型
では、支援者が主導権を握ってしまう。ムハマド・ユヌ
ス氏も「橋や道路など社会資本も必要ではあるが、貧困
層が建設事業に参加できないと自活につながらない」と
指摘。UBINIG代表のシャミン氏は、農民が長く自活、
手に職をつけられるようになるために、ダムや学校建設
といったインフラ整備の第一の開発ではなく、何か別の
開発はないかと模索し、村人に農業や機織りの技術を身
に付けさせる開発に着目した。農民、機織り職人、村人
の技術、定職が UBINIGの自信になっているそうだ。
シャミン氏は、彼らの力、可能性を信じていた。
　ユヌス氏は「先進国の援助は自分たちの利益をまず
考える。」と批判し、「現地の状況を良く調べ、貧困脱
却のために最も必要なものを探し出すべき」と発言。
NGO・PAPRI代表の BASET氏も、「日本のNGOは、
地方のことや政府との関係など現地の事情や問題を全部
はわかっていない。」と指摘していた。現場では、ＮＧ
Ｏの資金（ファンド）と支援方法（テクニック）のねじ
れ現象も起こっている。支援を必要としている者や現場
のニーズをどうわかっていないのか調査して、日本に
帰ってから発表の場があったら、援助の在り方も、もっ
と違ってくるだろう。
　このローカルの問題に関して、インターネットを通し

て誰にでもわかる問題と日本全体で理解出来る問題、イ
ンターナショナルでは理解できない問題がある。時間が
経てから、現場に入ってから、わかることもある。この
ことは、日本の「3・11」を例に取るとよくわかるが、
東京と被災地では被災地の問題の理解力に隔たりがある
ことと共通している。福島の人が抱えている問題も、福
島の人にしか、わからないこともある。でも、現場に実
際に足を踏み入れ、現地の人に耳を傾け、本当に必要し
ているものは何かと常に問い続けなければ、本当の意味
での支援にならないのだ。現場主義の大切さを実感した。
　PAPRIがユニセフといった大きな団体とは違い、日
本の国際協力NGO「シャプラニール＝市民による海外
協力の会」をとても信頼しているのには、Emotionが

あるからだそうだ。愛情や憎しみを持って互いにパート
ナーとして活動しているからこそ、言いたいことが言え
る。時にはぶつかることもある。相手の存在、相手との
自分の関係、またその関係をどうしたいかによって、しっ
かり相手との距離を縮めたり、接触を試みたりと自己開
示をしながら活動しているからこそ、深い関係が出来、
パートナーとして発展している。日本人の言っているこ
とには本音と建て前というのがあるので、これが現地の
人との軋轢になるときがあるそうだ。私も、確かにこれ
は現地の人はとても戸惑うものだろうと思った。よく日
本人は、外国人に何を考えているのか分からないと指摘

YUKI Miyano
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される。誤解を生まないためには、コミュニケーション
にも注意が必要だと感じた。異文化理解の重要さを感じ
る。一方通行ではなく、相互作用により、相手をよく知
り、考えていることを伝えることの重要さを知った。
　本来、NGOは政府の意向やドナーの資金提供に惑わ
されることなく、人々のニーズに基づいた自立した活動
に努めるべきであるのに、中には資金調達のためや政府
の目を気にして本来のプロジェクトが出来ていない団体
もある。
　NGO・PAPRI代表の BASET氏は、ドナーのためで
もなく、NGOのためでもなく、地元の人のために活動
することこそを心掛けていた。政府やドナーにはわかり
にくいが、地元の人にはわかりやすく、フィールドとの
関係を忘れず、ローカルの立場に立って活動している。

でも、いつドナーからのお金が来なくなるのかという不
安や政府とうまくいかなくなってしまう不安はある。
　一方、UBINIGは、NGOとして登録すると政府の
牽制にあうので、あえて Companyとして登録して活動
しているという。
　現地の人に主導権を持たせた、参加型開発の形で日本
の国際協力NGO「シャプラニール＝市民による海外協
力の会」は支援をしている。参加型開発とは、支援する
側は最初から資金や物資を提供するのではなく、現地の
人が自分たちの持つ資源や課題を自ら明確にし、発見し、
解決のためにプロジェクトを行えるように側面から支援
することだ。「シャプラニール」は、いくつかのプロジェ
クト（例えばノルシンディーでのショミティ活動、ダッ
カのストリートチルドレンの活動）に関して、自分たち
の支援にいつまでも頼ることがないように撤退して、地
元のNGO,地域の人による支援に任せて、自立の段階
へと入っていることも、この目で確認出来た。
　1988年にバングラデシュで洪水が発生し、UBINIG

の代表、シャミン氏はどのように農民を支援しようか、
模索していた。現地を訪れると、農民は「援助よりも種
を下さい。」と言った。そこから、農作物の在来種の保存、
管理、研究が始まり、“新しい農業運動 ”無農薬作物の
栽培、販売が始まったのだった。無農薬作物は、環境や
健康にも良く、高く買ってもらい、村人の生活も向上す

るというフェアトレードのような素晴らしいネットワー
クが出来ていたのだった。
　PAPRI代表 BASET氏のお話を聞いて、シャプラニー
ルの担当者が概ね 3年で交代することにより、進行中
のプログラムに支障が出ていることも問題だと私は感じ
た。担当者が代わることにより、プロジェクトについて
一から説明し、引き継ぎがうまくいかないとプロジェク
トの色やイメージが変わってしまう。また、新たに信頼
関係を作る必要があり、地元のNGOや人にとっては、
大変な労力と時間とストレスがかかり、無駄に感じた。
3年で担当者が交代することは致し方のないことかもし
れないが、プロジェクトの引き継ぎをしっかりする必要
性を感じた。そうでないと、あまりにももったいない。
　これは、全体に言えることだが、一時的な援助ではな
く、自立を促すための援助をするには、老子の「魚を与
えるのではなく、魚の釣り方を教えよ」言葉がとても鍵
になっていると思う。魚を与えたとしても、その人を一
時的にしか満足させることしかできない。道具を貸して、
魚の釣り方を教え、その人が釣り方を覚えれば道具が壊
れるまで魚を食べ続けることが出来る。さらに、釣り道
具の作り方も習得できれば、一生困ることがないという
意味だ。マイクロクレジットでは、無茶な投資を防止す
るのと、借りたお金をうまく運用できるように、運用の
仕方、稼ぐ技術を教えてあげる必要がある。UBINIG

アサの通帳を持つ女性
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が行っている活動の機織りの技術、農作技術、ポップラ
イスの製造技術の育成、向上は、この言葉と通じている
ように感じた。
　今回、私たちが訪れた村は、本当はNGOの活動が
集中している比較的裕福な地域だったのではという疑い
を、私は持った。出会った農村の人々は、マイクロクレ
ジットなどにより土地を借りる、または購入して、最低
限の衣食住が確保出来ているからゆとりあるが、マイク
ロクレジットの審査を通過できなかった最貧層の人、土
地なし農民といった人々は、現金収入を求めてダッカな
どの都会に出るしかない。ダッカのスラム街や路上生活
者を実際に目にして、農村の支援だけではなく、都会の
貧困層の支援の強化の重要性も感じた。
　バングラデシュといった発展途上国では、年金や保険
等の政府によるセーフティネットがないことにより、家
族の絆が強く、助け合って暮らしている。バングラデシュ
でも、家族が多いため小さい子の面倒を母親だけではな
く、おばあちゃんや子どもがしていた姿をよく目にした。
しかし、身寄りのない人たち（特にお年寄り）はどうやっ
て暮らしているのだろうかと新たに疑問に思った。
　BASET氏やシャミン氏のレクチャーを受けて、貧し
い人や農民と知識を共有して、より良く発展していこう
と頑張る姿にとても感銘を受けた。ムハマド・ユヌス氏
だけではなく、バングラデシュの発展、人々の幸せを願っ

て奔走している人が多くいることを知った。彼らが、行
動に移せるのには、小さい頃から貧しさゆえの不条理を
身近で目にしているからではないかと思った。BASET

氏は、実際に自分の村で金持ちや地主が貧しい人を見下
していて、村で盗難など、何か問題が起こると貧しい人
のせいにするなど差別や不条理の現場を目にし、「自分
の村の困っている人を助けたい」という個人的思いがい
つも根底にあった。貧しくて、教育を受けていない人の
信用性と識字力を向上させ、貧困から脱却してもらうた
めにショミティを作ったのだった。つまり、マイクロク
レジットは、貧しい人々が夢を叶えるための最初の一歩、
ささやかな資金の手助けであるのではないかと思った。
子どもたちの夢を聞いても、将来、医者や先生になって
自分の故郷に恩返しをしたい、人の役に立ちたいと述べ
ていたのが、いつまでも私の心に残っている。
　バングラデシュの人々と交流して、バングラデシュの
人々の根底には自分のことよりも他者を思いやる気持ち
があって、自分本位ではなく、他人に対する思いやりに
とても感銘を受けた。そもそも、彼らには「他人」とい
う概念がなく、「みんな一緒」という概念を持っている
ということもあり、いつもみんなの幸せを考えているか
らこそ、バングラデシュの人々は、優しさ、温かさ、笑
顔がにじみ出ているのだろう。ホームステイ先で、おば
あさんが私に風邪を引かないようにと、私が首に掛けて

いたタオルを巻いてくれて、抱きしめてくれたことが忘
れられない。村を訪問して村人が別れ際に私達に「あな
た達の幸せをいつもお祈りしています」という言葉が美
しく、とても印象に残っている。笑顔だけではなく、表
現の美しさ、言葉の力も感じた。農村の美しい自然を五
感で感じて、タゴールの詩を含め美しい表現がたくさん
生まれたことに納得した。
また、バングラデシュは識字率が低いが、口承伝承によっ
て美しい音楽、舞踊、織物、デザインなど民衆芸術が伝
えられ、豊かだった。農村では、果物のなる木々が生い
茂り、美しい田園風景、澄んだ空気、夜は停電で生活が
不便にはなるが、星空のきれいさや月明かりの明るさな
どを通して、自然の美しさ、豊かさも感じた。人々の笑
顔や優しさ、温かさ、素晴らしい民衆文化、自然の豊か
さといったものは、GDPやGNPなどのように統計を
取ることが出来ない、または数字では表すことのできな
い、「目には見えない豊かさ」だ。日本にいては、わか
らなかった「本当の豊かさ」に気づかされ、考えさせら
れたのだった。

参考文献：
ブログ・アナタカラ
「グラミン銀行のおかげでバングラデシュの貧困は減ったのだろうか？」
http://anatakara3blog.seesaa.net/article/298011319.html
IDE-JETRO 日本貿易振興機関アジア経済研究所
金融　マイクロファイナンス　Microfinance
http://www.ide.go.jp/Japanese/Research/Theme/Eco/Microfinance/index.html
マイクロクレジットNGO
http://nzisida.lolipop.jp/04_07_13.htm

YUKI Miyano
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目に見えない心の豊かさ

諸橋茉美　国際交流学部国際交流学科 1年

はじめに：野外授業の意味

まず、バングラデシュに行く前に私がこの国に抱いて
いたイメージは、途上国、貧困、格差、衛生の整ってい
ない環境、などとても良いイメージではありませんでし
た。テレビでもそんなに報道されることもなくバングラ
デシュについての知識は何もありませんでした。自分で
調べてみても私のこのイメージが変わることはありませ
んでした。でもこの国に行こうと思った理由は自分の人
生で絶対に行く機会は無いと思ったし、なにより途上国
の現状を 10代のうちに自分の目で見られる良い機会だ
と思ったからです。日本も先進国のひとつであることか
ら先進国の情報や知識は生活している上で自然と耳にす
ることができますが、途上国の現状はテレビで放送でき
るレベルの、ほんのちょっとの部分しか見られません。
でも実際は、テレビでは映されない、幸も不幸の面もあ
るはずです。それを、自分の目で確かめたかったからで
す。
そして、このスタディーツアーで私が学んで帰ってき
たかったことは、『改めて日本の豊かさを再確認するこ
と』でした。でも、日本に帰ってきた今は、それとは全
く逆の『バングラデシュの豊かさ』を身に染みて、痛感
して帰ってきました。バングラデシュで生活しだした 4

日目くらいからもう、バングラデシュに行く前に決めて

いた題材とは正反対の結果になって、むこうで生活して
いるとき、自分は何を学びに来たのかがわからなくなっ
て少し戸惑いました。けれどこれが現地で五感を使って
学ぶ、ということなのだと思いました。教室で学ぶやり
方では体験できない勉強の仕方でした。普通の勉強では
使わない部分の脳が毎日毎日刺激されました。そのおか
げで、知識など勉強面ももちろんですが、なによりもの
ごとの考え方や人としての根本が成長できたと思いま
す。たくさんの優しさに触れて、いつもの自分の態度は
どうだったか、人とどう接していたか、を客観的に考え
る機会ができました。主観的にはよく考えますが、自分
を客観視すると、自分が思っているほどしっかりとでき
ていなかったりします。
また、このスタディーツアーでバングラデシュの国事

情だけでなく、この野外授業全体の、存在目的を自分な
りに考えてみました。それは、（１）自分の抱いている
イメージは単なる自分の考えでしかないということ (２)

自分の考えと違う現実を見たら、それが本物の現実だと
いうこと (３)それを受け入れて自分の知識を書き変え
る必要があるということ (４)経験してみて初めて知る
ものがいっぱいあるということ。これらが野外授業とい
う総括したものの意味を私なりに学びとったことです。
では今から、そのバングラデシュで学んだ中身につい

て人々とのふれあいのなかから私が体験したことを交え

て、書いていきたいと思います。

ストリートチルドレンの笑顔

私がこのスタディーツアーで一番自分を見直す機会と
なった出来事でした。drop in centerの子どもたちは、
満面の笑みと大きな声であいさつをし返して、私たちを
迎えてくれました。その笑顔と元気な声を聞いただけ
で、本当に本当に胸がいっぱいになりました。この子た
ちはとても強く生きている、とすごく感動しました。私
の中でのストリートチルドレンとは全く正反対の子ども
たちがそこにいました。綺麗な衣装を着て、すごく素敵
な歌と踊りを披露してくれたことも、すごく衝撃でした。
drop in centerがちゃんと子どもたちのためになってい
る証拠だと思いました。ここで勉強できるから歌や踊り
もできる。drop in centerを活用しているのだなと思っ
てすごく嬉しかったです。それは大人への信用が徐々に
復活してきていることだと私は思うからです。
私が、彼らに、「一番の思い出は何？」と聞いたとき、

「お父さんに捨てられたこと」「路上で生活しているとき
大人にいじめられた記憶」など、とても悲しい返答が
返ってきました。とんでもない質問をしてしまった、と
その瞬間とても後悔しました。彼らは今こんなにも楽し
そうで幸せそうな笑顔を見せてくれているけれども、こ
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の子たちはやっぱり
ストリートチルドレ

ンなのだと。drop 

in center のマネー

ジャーのアラムさん

のお話にあった、な
ぜ路上に出てくるの
か→虐待、第二の母・
父のいじめ、お金、
家にいてもつまらな
い→楽しいことを求
めて（自由になりた
い気持ちが強い、精

楽しいことから（あおぞら教室）→②信頼できるんだ→
③少しずつ頼らせるようにする。子ども同士の伝達でも
う一人増える…もう一人…→④勉強を教える（衛生、保
健、生活）→⑤drop in centerに住むようになる子も、サー
ビスを受けにくるだけの子も。大人の信用を一回失っ
た子どもが大人を信用するのは難しいことで、drop in 

centerのやり方の手順も、遠回りだけどちゃんと段階を
踏んで、だからこそ子どもが近づいてきてくれる１番の
近道を実践しているのだなと、思いました。子どもの心
理をすごく考えていました。

人の優しさ

私が人の優しさで心に残っている出来事は数えきられ
ないほどたくさんありますが、その中で１番心に残って
いる出来事があります。
ジョソール県サティアントラ村に向かう途中に寄った

カルナガットのチャイ屋さんでの出来事です。外国人が
珍しいのか、私たちの周りにはいつも人が集まって来ま
す。私たちからすればあまり気になることでもないので
すが、それに気遣ってくれたチャイ屋さんのおじさんは
「せっかく休んでいるのにこんなんじゃ休めないじゃな
いか」と周りに見学に来ていた村人たちを強く叱って追
い払って、私たちがゆっくりくつろげる環境を作ってく

れました。はじめ私は、私たちがここに座っているせい
で、商売の邪魔になっている、と自分たちが怒られてい
るのだと思いました。それが逆に私たちのために村人を
怒ってくれたことがとても申し訳ない気持ちとともに、
すごく優しさを感じました。特別警察の方の温かいおも
てなしも、交番を休憩所として案内してくれて、なおか
つチャイもおごってくれました。
ありがたかったです。最後私たちがフェリーに乗ると

きには、車の砂ぼこりが立たないように水を撒いて、道
が歩きづらいだろうと、手をとってくれる人もいまし
た。特別警察の方はフェリーの中までお見送りに来てく
ださってまた会いましょう、と笑顔で見送ってくれまし

満面の笑みをむけてくれるストリートチル
ドレンの女の子

重い荷物をのせてきた人を周りに居合わせた人が自然と集まって手伝って
いるところ

神の強い子ども）。この通りだと思いました。過去に辛
い思い出を持っている子どもがたくさんいるのだと。そ
のための drop in centerの存在があること。
また、同じ子どもたちの助け合いで、危険な目にあわ
ないようにする。というお話も、日本はいじめ問題など、
絶対に自分が有利なように、自分は自分、他人は他人と
いう考えがある中、バングラデシュの人たちは子どもの
頃から助け合い、思いやりの誠心があるのだなと、関心
しました。今の日本の子どもに１番必要な考えだと思い
ます。

drop in centerのやり方も、関心しました。①まずは
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た。改めて、ここの人たちの心はなんでこんなに温かい
のだろうとむしろ不思議に思うくらいです。

村の女性たち、ショミティ

ショミティはすごく良い制度だと、村の女性の意見は
みんな一致していました。昔は高い利子でお金持ちから
お金を借りて、自分で自分の首を絞めている状況だった
けれども、今はこの制度のおかげで、そんなこともなく、
みんなある程度の貯金と収入を得ることができている。
貯金も借りることも両方できて、発展もできる。まと
まったお金が入るから家も買えて、ビジネスもできる。

ある。（読み書きができるようになった、健康面の知識、
勉強ができるようになった、子どもの教育、村のための
プロジェクト等）
これがショミティの女性たちに聞いたお話です。ショ

ミティをしている女性たちを見て、すごく女性がしっか
りしていると感じました。また、ショミティに対してす
ごく前向きで、向上しようという気持ちが伝わってきま
した。お母さんはどの国もやっぱり家族のために、すご
く一生懸命でした。ショミティのこの画期的な制度もそ
うだし、決めた約束をみんながちゃんと守っているから
成り立っている制度だと思いました。ショミティのおか
げでこれから少しでも多く学校に通える子どもが増えて
いけば、バングラデシュがより、向上していくと思いま
す。

イスラム教とヒンズー教の共存

Qなぜ共存できているか？→生まれたときから共存し
ているから、同じ女性から生まれた感覚。全く偏見は
ない。

Q努力していることは？→ミーティングを開いて、イ
スラム、ヒンズー、老若男女の意見を聞く。

Q世界で起こっている宗教問題について、とその解決
策→お互いに傷つくことはいわずに話し合うこと。宗

教対立は絶対に良くない。
　お互いに共感できないことは確かにある。
　（ex,イスラム→ヒンズー：祭壇になぜ食べ物をささげ
るのか？だったら乞食に恵んだ方が生産的）

　（ex,ヒンズー→イスラム：なぜ牛を殺して食べるの
か？牛は神聖なもの）

　でも、お互いに争うことは絶対にない。むしろ、お互
いに助け合って、おもてなししあう。
人間の中には神様がいる、だから人間に優しくするこ

とは神様に優しくすること。宗教にとって１番大事なも
のは、神様。どの宗教もその考えが根本にあるので、争
うこともなく、共存しあえている。お互いの宗教的記念
日も参加しあう。サティアントラ村ドラジャハット地区
にあるカリモンデル（ヒンズーの寺院）は、イスラムの
人もお金の支援をしてくれて、イスラムの人に背中を押
してもらって建設が進められた。　
生まれた土地は離れない。生まれ故郷は天国。結束の

かたい村であるけど他の土地から引っ越ししてくる人が
いるということは、この村の環境が良いということ（＝
２つの宗教が共存しているけど、環境はとても良い）。
　
これがカッティック・チョンドロ・デボナッツさん（寺
院の会長さん、農民）から聞いたお話です。２つの宗教
の共存地域と聞いて、とても興味がありました。どんな

アミヌプール・ベリン・モヒラショミティで記帳をす
る女性

また、保険シ
ステムがある

ショミティ

（ ド ラ ジ ャ
ハット・ショ
ミティ）もあ
るので、安心
して利用でき
るとのこと。
ショミティ

に入ってお金
以外のメリッ
トもたくさん
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争いがあったのか、どうきりぬけているのか、やっぱり
仲が悪いのか。など、もっと深刻な争いや問題があると
考えていたので、これを聞いたときそんなものなの？と
ちょっと拍子抜けしてしまいました。私がよく目にする
宗教問題はかなり争っているイメージがあったので。と
同時にやっぱりバングラデシュは穏やかだな、と嬉しく
思いました。お互いの宗教を尊敬しあえているから成り
立っている共存だと思います。バングラデシュの人はど
の年代の人もどんな環境の人も人を大切にしていること
がすごく伝わってきました。なおかつ、デボナッツさん
は自分でライチの木を 200本、マンゴーの木を 100本
この村に植えたそうです。人と自然の両方を大切にして
いることも、とても素敵だと思いました。心に余裕があ
るからこそできる、逆に余裕があるからこそ自分の周り
に優しさと思いやりをおもてなすことができるのかなと
思いました。彼らにとって信仰心は大事だけど、それを
他人におしつけない、また、干渉しないことも秘訣だと
感じました。

自分が感じたこと

自分のあまったれを痛感しました。今自分は、大学も
行かせてもらえていて好きなこともしてとても環境には
恵まれています。だけど自分のやりたいこと、好きなこ

と、興味があること、全て何もない、目標のない生活を
送っています。こんな自分がすごく小さくて少女グルー
プ、キシュリの前に立って夢を聞かれたとき、ちゃんと
答えられなかった自分が恥ずかしいと思いました。それ
に対して彼らは夢を聞いたらちゃんと答えられる。好き
なこと、幸せだと思うこと、ちゃんと自分を持っている。
先進国ゆえの、甘さを感じました。いつも何かあるたび
に、私たちは時間、お金、余裕がある生活に頼って、い
つかできるだろう、と後回しに、後回しにしてしまいま
す。けれど彼らに余裕は無くいつも、ぴったりの生活を
している。だから、大切なことは何か、今自分がやらな
ければいけないことは何か、をちゃんとわかっています。
私たちのように甘ったれた生活なんてできない。
私は臆病だから今まで嫌なこと嫌いなこと怖いことを

見ないように見ないように生活してきました。でもそれ
は自分がただ知らないだけで実際はその現実が進んでい
る。弱い考えだと思いました。こんな素敵な子供たちの
笑顔と幸せが見られるなら、見たくない物も見られるか
もしれないと思いました。でも、まだ 100％の勇気はあ
りません。
何をするにも、自分の利益やイメージアップなど全く

考えず、相手のために相手の幸せのために行動できる人
たちの国。これは途上国だからこそ、まだ残っている人
の根本だと思います。先進国といわれている今の日本や

アメリカも、昔はこ
のようなことができ

ていたのではない

か。経済的に、ある
いは世間からの自分
の地位などの欲求か
ら、このあたりまえ
の行動ができなく
なってしまったので

はないか。
先進国のように、

物質、経済、生活が
満たされてしまう

こんなに小さくてもしっかり仕事をして自力
で生きているストリートチルドレンの子ども
たち

と、また新しい次の目的に、また新しいものに…と、ど
んどん欲が高まって、1番大切なものを忘れてしまった、
という感じがあります。日本人も世界に比べれば、わり
と他人に気遣いができる人種だと思います。でも、バン
グラデシュの人は気遣いの中に思いやりがすごく強くあ
りました。おもてなしの心。いつでも、自分がして欲し
い、してあげたいと思うことを一足先にあたりまえのよ
うにしてくれます。相手を思いやる気持ちが言葉と態度
で表現できて、行動できることは、人としてとても素敵
だと思いました。
先進国は途上国に対して、国の成長を、途上国は先進

MAMI Morohashi
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国に対して、人の成長を、お互いに学びあえたらいいな
と思いました。

私にとってのバングラデシュ

イメージがガラッと変わりました。むしろ、行く前の
イメージは忘れたくらい、バングラデシュに行ってから
のインパクトが強すぎました。一番の思い出は、やっぱ
り『笑顔』。本当に、どこに行っても笑顔とおもてなし
を受けないところはなかったです。逆にずっと昔から親
しい仲だったかのような対応を受けます。すごく、人の
心の広さときれいさ、優しさ、思いやりを感じました。
ストリートチルドレンのような過酷な環境にいる人た
ちでさえ、最高の笑顔を私たちにむけてくれる。私の勝
手な考えだけれども、私はそのような環境にある人たち
と一般の暮らしの中で見る笑顔の『重さ』が違うかな、
と感じました。人の笑顔にランクをつけるように聞こえ
るけども、そういった意味ではないです。私は、ストリー
トチルドレンなど、恵まれない環境で育つ人たちの笑顔
の方が、すごく心が熱くなりました。バングラデシュ一
般の人たちの笑顔は『癒し』、ストリートチルドレンた
ちの笑顔は『感動』という感じです。今まで自分はどれ
だけバングラデシュという国のイメージが悪かったのだ
ろう。貧困、不便、等、マイナスなイメージしかありま

せんでした。それが実は、こんなにも笑顔、優しさ、思
いやり、幸せ！！にあふれている国だなんて、ほんの少
しも！全く！！思わなかったです。
やっぱり現地に自分が実際に行って、五感を使ってみ

て初めてわかることがたくさんあります。それを再確認
しました。五感で感じるなど、今の私の生活にはないで
す。使う場所すらない。先進国ならではの欠点だと思い
ます。恵まれすぎた、なんでもそろっている環境に居す
ぎることも良くないな、と思いました。もちろん、便利
でたくさん良いところもあるけれども。人としての成長
過程で、ずっと恵まれた環境にいることは、足りないこ
とがたくさんあるなと思いました。
人々の温かさも、村ではまだ昔のようにずっと古い歴

史のある生活の知恵を使って暮らしていることも、すご
く尊敬しました。学んでも学んでも学び足りない。これ
からどんどん発展していく国のひとつであるけれども、
村での生活ぶりなど、ずっと存続してもらいたい。そこ
は忘れないでほしい。心は今のままでもっと幸せになっ
てほしい。
バングラデシュに行ったことで私の視界がとても広が

りました。バングラデシュの人たちを目標に、人にやさ
しくできるようになりたい。
そして私も、誰かの目標にされるような人になりた
い。こんな風に私の考えを変えてくれたバングラデシュ

の人々にすごくすごく感謝したいです。
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目に見えない豊かさから見えてくるもの

松崎史帆　文学部英文学科 2年

私が、今回バングラデシュに行きたいと思った理由は、
幼い頃から親子共々海外旅行が好きで、アメリカ、オー
ストラリア、ヨーロッパなど先進国に憧れ、また先進国
での旅行のほうが安心という安易な考えから、発展途上
国に目を一切向けてこなかったことを反省したためであ
る。また私が大学生になり、他大学に進学した高校の友
人に再会した際、友人が海外ボランティアのサークルに
入っていて、アジア圏にいき、小学校を建てたり、トイ
レを作ったり、とても大変なことだが、毎日充実してい
ると話をしてくれた。そのことが、きっかけで私も自分
の目で発展途上国は今どうなっているのか、先進国と何
が違うのか、面白半分ではなく、真剣に見たくなった。
そんなことを考え、何かないかと探していると、大学の
後期の授業の時間割を決めていた時に、この授業を見つ
け、何の迷いもなく、授業を取った。
授業では、私自身はストリートチルドレンの現状につ

いて重点をおいて見てきた。しかし、ストリートチルド
レンについてのブックレットを読み、バングラデシュに
行く前に悲しくなってしまった。なぜなら、私は、スト
リートチルドレンについて見てきていたために、バング
ラデシュ＝ストリートチルドレンという見方をしてし
まっていたからだ。ストリートチルドレンというのは、
お金がなく、自分のため、家族を養うために路上で暮ら
しをしている子どもと考えていたが、多くの子どもは家

族、家庭に問題があり、家を自ら出て、ストリートチル
ドレンになっており、私の発展途上国に対するイメージ
として、家族がたくさんいて、仲がよく、祖父祖母、父母、
兄弟、全員が協力し支えあって生活しているという勝手
なイメージがあったのもあり、たくさんの悲しみ、苦し
みを抱いて生活している子どもたち、今日を生きるため
に、その日その日一生懸命働く子どもたち、単に貧しい
生活から逃れるためだけでなく、両親の離婚や暴力など、
家庭内の問題が原因で故郷の村を離れ、心の傷をかかえ
たまま首都ダッカの路上で生活するようになり、また家
庭内暴力には、男親が悪い場合もあれば、女親が悪い場
合もあり、ストリートチルドレンに対して、私はどこか、
まだ幼いにも関わらず、一生懸命家族を支えるために、
働いていて偉い、凄いなど安易な考えで見ていた部分が
あった。
ストリートチルドレンは、小商い、荷運び、靴磨き、

ごみ拾い、さらには売春などによって現金収入を得て生
活しており、子どもであるため、不当に低い賃金で長時
間労働させられる傾向があり、またストリートチルドレ
ンは路上で生活しているため、所持していた現金を夜
眠っている間に盗まれたり、不衛生な環境のために病気
になったりするなど、その生活は絶えず危険にさらされ、
加えて学校に通っていないケースがほとんどで教育の問
題も深刻になっている。そんな子どもたちが、50人な

どの話ではない。最近のユニセフの調査でストリートチ
ルドレンは約 180万人いるそうだ。
そんなことを知り、ストリートチルドレンの笑ってい

る写真を授業で見て、この子どもたちは、何を思い、何
を考え、こんなにも綺麗に笑うのだろうと疑問を持ち、
早くバングラデシュに行き、自分の目で直接子どもたち
を見たくなった。また、現地に行き、子どもたちの笑顔
を見た時、自身がどう感じるのか、早く知りたくなった。
授業で見てきたものと、直接自分で見たものとでは、ど
う捉え方が変わるのか、そんなことを考えながら、私の
バングラデシュ研修は始まった。
現地の空港に着き、最初に思ったことは、みんなが笑

いかけてくれること、また JABAツアーの人が笑顔で
出迎えてくれ、交通渋滞に巻き込まれながらも、ホテル
に着くと、ホテルで働いている人たちも笑顔で迎えてく
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れた。バングラデ
シュに着いた初日
は、現地の人たち
は、笑顔が素敵だ
なと考えながら眠
りについたのを覚
えている。しかし、
研修 2 日目から
ホッタールという

政治デモにぶつか
り、初っ端から予
定変更。縫製工場

いというのを聞いた。私はその光景を見て、安心したの
と同時に、バングラデシュの縫製工場の技術が上がって
きていることを目で見て感じた。また、聞いていて嬉し
かったことが、皆仲が良いため、仕事具合を見ながらお
互いの体調を量るというのは、素敵なことだと感じた。
延期になりようやく 4日目に、念願のストリートチ

ルドレンのいるジャトラバリのドロップ・イン・センター
にいくことができた。しかし、私はそこで衝撃を受けた。
バングラデシュに行く前からずっと見てみたかったスト
リートチルドレンの子どもたちの笑顔。確かに、3日目
にスラム街に行き、ストリートチルドレンではないが、
そこで暮らす子どもたちの笑顔を見たが、子どもたちは
何人か、私たちの持ち物を子どもだけでなく、親までも
ほしがる人がいて、少し悲しかった。しかし、ストリー
トチルドレンの子どもたちの笑顔は違った。ひとり、二
人の話ではない。全員が綺麗な笑顔で笑うのだ。皆とて
も元気で、子どもたちの笑顔に心の底から癒され、元気
を貰った。ここでも、私が現地に来る前に調べていたこ
と、考えていたことと、直接目で見たものは異なってい
た。また、子どもたちに質問する機会があり、今までで
一番心に残っている思い出は？という質問に、みんなで
一緒にいることが楽しいという子もいれば、親に捨てら
れ、路上に住んでいた頃、大人にいじめられたことが思
い出と答える子もいた。しかし、そう答えた子も、全く

その悲しい過去を連想させない、元気で、素敵な笑顔を
する。しかし、よくよく話を聞くと、支援している学校
に通っているストリートチルドレンの子どもたちは、心
の教育なども受けているため、他のストリートチルドレ
ンよりも落ち着いているそうだ。最終日にオールドダッ
カに行った時に出会ったストリートチルドレンの子ども
たちも、支援している学校に通っていたため、自分たち
からお金を要求してくることはなかったが、バングラデ
シュで高級といわれているケンタッキーフライドチキン
や、高級スーパーの前にお金に余裕がある人が来ると分
かっているのか、ストリートチルドレンの子どもや、貧
しいおばあさんがたむろしていて、高級スーパーから私
たちが出てきた際、先生のお金を無理やり取ろうとする
ストリートチルドレンを見たのも事実だ。ブックレット
で読んだ通り、この子どもの気持ちも理解でき、親元を

に行くことになり、多くの人たちが作業しているのを見
たが、ここで、私がバングラデシュに来る前に考えてい
たこと、思っていたことと、直接見た光景は異なってい
た。事前に先生に借りて見たDVD「ガーメット・ガー
ルズ」（ダンビール・モカメル監督作品）の映像の中に
映る縫製工場の様子は、罵声が飛び交い、緊迫した重い
空気が工場内に流れているものだったので、縫製工場を
見ることに少し抵抗を感じていたが、実際は、辛い顔は
誰もしておらず、どちらかというと、目が合うと笑いか
けてくれ、また話を聞くとバングラデシュの縫製工場が
伸びてきていること、女性をちゃんと考慮した仕事時間
になっていること、そこで働いている人たちが皆仲が良
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離れ、今日を生きるために必死なことも、悲しい過去を
思い出さないために必死なことも理解できる。高級店と
いわれる前にたむろする子どもたちの笑顔をみることは
出来なかったが、いつかこの子どもたちにも綺麗な笑顔
を見せてほしいと心からそう思う。しかし、この事実も
自分の目で見なければ分からなかったことであり、この
まま知らないままというのは、あまりにももったいない
ことだった。支援している学校に通うストリートチルド
レンと、教育を受けていないストリートチルドレンの違
いは、ないと言ったら嘘になるだろう。ストリートチル
ドレンが私に笑ってくれた時、年齢的に、私が子どもた
ちに何か教えてあげなければならない立場にも関わら

んだ。ベンガル語と英語と日本語で、余りコミュニケー
ションは取れなかったが、本当に私が子どもたちの元気、
笑顔に救われ、学ばされ、癒されたことが、子どもたち
に伝わっていてくれたら嬉しい。
現地に行く前まではストリートチルドレンの笑顔に出
会いたいと自分の中にテーマを決めていたが、いざ現地
にきてみれば、ストリートチルドレンに関わらず、老若
男女みんなの笑顔に何度心が満たされ、胸が熱くなった
か分からない。二週間の間にたくさんの笑顔を見てきた
が、現地に来なければ出会えていなかった。
私は笑っている人が好きで、そう思うのも、自分の笑

顔にコンプレックスがあるからだ。正直、今まで、私は
あまり笑わないと周りに言われてきており、現地に行く
直前に私の大切な人にも、史帆には笑顔が足りないと言
われたということもあり、バングラデシュに行き、あま
りも皆が素敵に笑うので、うらやましく思ってしまった
ほどだ。私は、人の笑顔には何か幸せにするパワーがあ
ると信じているため、今回たくさんの笑顔に出会えたこ
とは、本当に私自身を変えるきっかけになった大きな出
来事である。笑顔でどれだけ私が幸せな気持ちにさせら
れたか、相手にとっても同じことだと考えたら、自然と
前向きになることが出来た。
　私たちは、バングラデシュに二週間滞在したが、そ

の短期間の間に本当にたくさんの人と出会い、たくさん

の笑顔に出会い、たくさんの思いやりに出会った。日本
に帰国し、今考えていることは、日本は、お風呂に入り
たいときにすぐお風呂を沸かすことが出来、食べ物もい
ろんな種類があり、安全で美味しく、すぐ電気を使うこ
とが出来、日本にいて不自由になるものは何もないと言
えるだろう。
一方、発展途上国といわれるバングラデシュだが、ま

ず私の考えとしてバングラデシュに発展途上国という
レッテルを貼るのは、おかしいと考える。UBINIG代
表のシャミンさんがレクチャーした際にシャミンさんが
発言した “ 目に見える豊かさと目に見えない豊かさ ”が
帰国してからもずっと頭の中にあり、忘れることができ
ない。この言葉から、何を考えることが出来るだろうか。
私は、目に見える豊かさというのは、日本のようなこと
だと考える。不自由するものがなく、建物は華やかで、

ず、子どもたちの
笑顔から、私もい
つまでも、この子
どもたちの笑顔が
素敵で綺麗だと思
えること、自分自
身もこの子たちの
ような笑顔でいつ
までもいられるよ

うな大人、人間に
なることを子ども
たちの笑顔から学

SHIHO Matsuzaki
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夜も町は光で溢れている。一方、バングラデシュは 180

度違う。しかし、この短期間で出会ったたくさんの笑顔、
思いやりからすぐ理解できる。バングラデシュは目に見
えない豊かさという言葉が合っている。目に見えずとも、
自分の株をあげようとする思いやりでもない、何か相手
にしてあげたいという純粋な気持ち、宗教の共存、常に
相手のことを自分の念頭に置いていること、それらを直
接目にし、全てを合わせたものが、目に見えない豊かさ
に繋がっているのではないだろうか。
例えば、村を歩き、ふらっと話を聞くために立ち寄れ
ば、歓迎してくれるみんな。売ればお金になるのにも関
わらず、私たちに、たくさんの果実をただでくれた女性。
席に着いただけで、何からなにまでしてくれ、手まで洗
わせてくれる。私たちがチャイのお店で休んでいて、た
くさんの人が集まってきてしまった時、「この人たちは

休んでいるのに、どうして邪魔をするんだ」とギャラリー
を叱ってくれたチャイのお店のおじいさん。駐在所の中
で休んでいいよと、お茶までご馳走してくれた警察官。
たくさんの思いやりを目にし、味わい、バングラデシュ
人の思いやりをみたことも、私も常にこうゆうことがで
きる人でいたい、このたくさんの思いやりをこれからも
ずっと忘れてはいけないと教えてくれた。
このような体験をしたからこそ、言えることは、バン

グラデシュは目に見える豊かさは、他の国より劣ってし
まうかもしれないが、目に見えない豊かさは日本よりも
上であり、バングラデシュは目に見えない豊かさの点で
先進国だと私は考える。
もう一つ日本に帰国して、感じたことは、私は今まで

いくつかの先進国を訪れ、先進国から帰国した時に、毎
回またあの場所、あの雰囲気に戻りたいと思ってきた。
しかし、バングラデシュから帰国した時に思ったことは、
今までと違い、またたくさんの笑顔、たくさんの人に会
いたいと思ったのだ。自分でも、今までそんな風に思っ
たことは、なかったため、驚いたが事実であり、私が、
バングラデシュに行く前に、バングラデシュから帰って
きたら、どうなっていたいかと考えた際に、よりたくさ
んの人々と交流しようと強く思い、素直な気持ち、純粋
な気持ちがこれからもなくならないようになっていたい
と考えていたが、全くその通りになっている自分に気が

ついた。
今すぐにでも、バングラデシュに戻りたい。二週間と

いう短期間のうちに目にしたもの、感じたものはとても
多い。しかし、まだまだ私たちが知らない良いことも悪
いこともあるかもしれない。それをこれからも見ていき
たい。目を逸らさずに、受け止めていきたい。
バングラデシュに行き、目で見たもの、感じたものは

絶対忘れない、忘れてはいけない。自分の成長に繋がる
研修になったことは言うまでもない。これからもバング
ラデシュの良さがなくなることなく、繁栄していってほ
しいと本当に思う。こんなにバングラデシュに戻りたい
と思っている自分に驚く。私はこのバングラデシュの研
修をより自分の成長に活かし、いつかまた近いうちにバ
ングラデシュに足を運びたい。そう思わせてくれたの
も、何回も言うが、たくさんの笑顔、思いやりに出会い、
JABAツアーのスタッフ、バングラデシュ好きの先生の
サポートがあったからだ。
ありがとうバングラデシュ。
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バングラデシュ人の生活と私の生活

鈴木美咲　国際交流学部国際交流学科 1年

（1）動機

なぜ実際にバングラデシュへ行こうと思ったのか。現
地で使ったメモ帳に整理して書いてあったので、レポー
トを書く前に見返してみた。よく考えたらいろんな理由
があった。先生の言った、「村の女の子たちに思春期と
いう時期がうまれた」という表現をずっと忘れることが
できないということ。「思春期がうまれる」という状況
がもう日本とは違う。自分とはまったく違う生き方をし
ている同い年の女の子がいるのかな、と思うと彼女たち
がそんな生き方をしているのか気になった。それにどこ
でもいいから日本以外の国に行きたい願望がずっと前か
らあった。それは観光でもよかったが、観光客用のホテ
ルに泊まるのではなく、ホームステイするとか野宿する
とか、とにかくその土地に住む人の生活そのものを体験
したい。たくさんの違いを発見したかったし、いろんな
考えや生活があるということを知りたい。それに私は人
や生活や文化が日本のものとかけ離れていてもそれを純
粋に楽しみたいと思う。イスラム教やヒンズー教は日本
国内で知名度はあっても、本物に触れることは難しい。
だからこそ、余計に興味がわく。だから、観光化されて
生活水準が日本とさほど変わらない国に行くよりも、バ
ングラデシュを選んだ。
発展途上国、経済が上昇傾向にある国の人々は、とて

もフランクで陽気な性格なのだろうと勝手にイメージを
持っていた。誰とでも分け隔てなく接したり、良い人間
関係を築いていける人が多い。私はそういう人間になり
たい。私は人との関わりが苦手だと自分でも思うことが
ある。でも自分の将来を見つめるたび変わりたいと強く
思う。子どもも初対面も苦手な自分から、人との関わり
を恐れずむしろ楽しめる人になりたい。海外で開き直っ
て人との関係を楽しみたい。
もちろん社会問題についても興味がある。私は漠然と、
教育の受けられない子どもや、自分たちの権利を侵害さ
れた人々、環境や生活問題の調査、解決する団体で仕事
がしたいと考えてきた。自分が仕事にするほど本気でや
りたいこともないが、仕事をするときはお金をもらうた
めだけの仕事ではなく、社会貢献したいし、やりがいも
感じたいからだ。そのため国内外の社会問題に取り組め
るようになれたらいいな、となんとなく考えてきた。今
回は今思い描いている自分の将来像に近づくいいチャン
スだと思った。
以上、バングラデシュにはたくさんの期待を持って、
研修に参加した。実際に研修が終わると自分はいろんな
ものに満たされた２週間を過ごしたなと思う。

（2）テーマ

たくさん期待があって、自分が学んだことも多いと思
う。スタディーツアーでは「豊かさ」という言葉が重要
になっていた。自然の豊かさ、心の豊かさ、文化の豊か
さ…。バングラデシュでいろんなかたちの豊かさを見て
きたが、私が帰国して最後に注目したものについてレ
ポートを作りたいと思う。それは「生活の豊かさ」につ
いてだ。自分の中で思っていた豊かな生活は、バングラ
デシュの農村の生活を目の当たりにして少しずつ変化し
てきたように思う。だからその変化についてまとめてみ
たいと思う。そして豊かな生活の上にあるもの、人との
関わりのなかに見つけたことや、わかったことを書きた
い。

（3）豊かな生活とは？

自分の気持ちの変化について書きたいから、最初に私
が考えていた豊かな生活について書く。それはいろんな
ものに囲まれた社会だったと思う。スマートフォンや
PCなどのたくさんのインターネットツール。いろんな
国のいろんなメーカーの服。食料や日用品以外の雑貨の
ショッピング地。日本の田舎にもあるであろう手軽に乗
れる電車やバスや新幹線。カラオケやゲームセンターな
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どの娯楽。そこへ一緒に行く仲間…。さらにこれらがす
べて、「多種多様」であることも重要である。
これらの「豊かさ」が何をもたらすのか。これらのお
かげで自分たちができることの可能性も広がるだろう。
バングラデシュに行く前のこの考えは確かに事実だと思
う。例えば PCがなければインターネットが使えない。
インターネットが使えなければ身近な情報しか手に入れ
られない。地球の反対側の状況についての知識は得られ
ない。PCがなければ文書作成の技術も得られない。そ
うなってくると将来自分ができることの可能性が狭く
なっていく。移動機関が身近なら行動範囲もずっと広が
る。可能性の広げられる環境にはたくさんの物が必要に
なるが、物質的に豊かになりたいのではなく、このよう
な理由から物のある社会は豊かであると考える。そうい

う面で、バングラデシュの農村の人は豊かな生活が送れ
ていないのではないか、と思っていた。ある村で生まれ
て、ほとんどの人はその村を離れることなく生涯を終え
ると想像していたので、そんな生活本当に幸せなのか、
楽しいのか…そんな風に考えていた。
しかし、私たちが向かう村にいる人たちは、実際、十

分幸せそうだった。NGO・PAPRI（パプリ）が支援す
る少女グループ「キシュリ」であった女の子たちは、今
の生活にも満足している。やりたいこともみんなそれぞ
れ持っているし、それにたいする意思もちゃんと持って
いる。ストリートチルドレンのドロップインセンターで
は、子どもたちが元気に笑っていた。「今十分幸せだ」
と話していたし、彼らの自分自身に対する自信や今の生
活に対する誇りも感じた。ガンジス河沿いの二つの村で
も子ども達が仲良く元気に過ごしているのがわかった
し、みんなハッピーだと話してくれた。タンガイル県の
デルドゥアのUBINIGでは、特に、タンガイルという
地域に「可能性」を見出して活動しているし、ジョソー
ル県のサティアントラ村では「この村を出ようと思った
こともない」というお話しを聞いて、農村での生活にあ
る豊かさについての考えも少しずつ変わってきた。

（4）違うかたちの豊かさ

バングラデシュの農村での豊かな生活とは、そこにあ
る自然に寄り添って生きていくことが根本にあると思
う。日本から来た私たちからしたら「原始的」と思える
かもしれない。牛フンで燃料はつくるし、フンに混ぜる
ものも化学物質ではなく、植物の繊維だ。それにこの燃
料は村のあちこちで目にした。トイレもシャワーも不便
だった。しかし、原始的という言葉は少し違うような気
がする。原始的な生活というと人間らしさがまだ乏しい
ようなイメージだ。文明がまだ未発達であるように。
しかし、農村にある人々の生活は人の立場で自然を考

えに考えてフル活用し、また自然に返すというようなも
のだったので、原始的とは言えないのかもしれない。
たとえばUBINIGのゲストハウスでシャミンさんが

おっしゃった「本当にモダンで科学的な農業」についての
考え方にはとても感銘を受けた。ノヤクリシ・アンドロン
（新農業運動）は、何が最終的にメリットをもたらすのか
よく吟味されているのに、直接的な科学のない自然のまま
の農業を人の手によって広めようとしている。これはまさ
に、自然と歩むための人間らしい例だと思う。それにその
活動はあくまでビジネスとして成り立っているのだから余
計強く思う。自然から切り離された生活を文明的と呼ぶこ
と自体に抵抗を持った。
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振り返りの時に「文明は進化しているが、同時に退化し
ている」というパラドックスを紹介したが、その時は自分
の思っていた科学ってなんだったんだろうという思いしか
浮かばなかった。そのパラドックスが持つ意味も今ではよ
くわかる。以前の、自然と切り離された生活こそが人間ら
しく文明的という考えにも疑問を持った。
自給自足的な生活に対する憧れはあったが、それが豊
かな生活だと思ったことはなかった。しかし、身の回り
の自然と密着した生活を「豊かな生活」とアラムさんが
おっしゃったときもっといろんなことが見えてきたよう
な気がする。食材がないとき、身近にあるものにいつで
も頼ることができる生活。最初にこれを聞いて私は「そ
の日暮らし」という言葉が頭をよぎった。ギリギリの生
活をしているように感じた。しかし思い起こせば敷地内

にはナスやパパイヤ、ライチやマンゴーなどもっとたく
さんの食べ物がある。それに畑も加えて、畑に行くまで
の土手すら青トウガラシなどの食材が育っている。どこ
を見ても、豊かな食生活の様子を伺うことができたのだ。
東先生がおっしゃっていた、スーパーや通販でいつでも
買い足すことのできる私たちの食生活のほうが安定して
いるようで、本当は不安定であるというまとめにも納得
できた。私たちの食生活は他者に対する依存でできてい
る。しかし農村の生活には依存がない。ギリギリの生活
のようで、実は私たちよりずっと満たされているのだ。

（5）農村の生活に育まれたもの

12日目に行った、ホテルでの最後のふりかえりで、
私たちのダイヤモンド・ランキングでは、この「自然を
信頼し感謝して生活している」という考えが一番根本に
きた。バングラデシュという国の人々の基盤にはこの要
素があると考えた。では、この基盤の上にどんなものが
生まれたか、現地で実際に体験したことから分析してみ
ようと思う。
①自信と誇り
村の人たちが自分の今の生活に自信と誇りをもってい

るのは学生がみんな共通して感じたことだと思う。ジョ
ソール県のサティアントラ村では「生まれたところが天

国である」というストレートなお話しを聞いた。この村
の環境を愛しているからこその言葉だと思う。サティア
ントラ村での生活や村の人々を構成しているのはやはり
自然だと思う。だから自然によって今の生活に対する誇
り、自分自身への誇りが作られていくと感じた。

10日目、TUHIN家で行ったふりかえりの後に書い
た中間レポートでは自分の地元に対する愚痴がポロポロ
と出てきてしまった。「生まれたところが天国だ」なん
て私にはまだ言えない。天国だなんて思ったこともない。
だからすごく衝撃だった。実際、サティアントラ村の自
然は素晴らしかった。でも私たちは長いあいだそこには
いなかったから実際の生活や流れる空気を知ることはで
きても、完全に理解はできていない。以前の、物による
可能性に満ちた生活こそ豊かだとしたら、そこでの生活
は恐ろしく退屈になると思う。学生の中には、この村は
何もないから日中はボーッとするしかすることがないん
じゃないか、と言っている人もいた。カティックさんが
「この村をでようと思ったこともない」というのはつま
り、この村以外の都市や国を知らないし、知ろうとも思
わないからではないか…。私もそんな風に感じてきた。
でもそれぞれの村に対するそれぞれの誇りはやっぱり本
物なのだと思う。なぜなら、少女グループ・キシュリで
は知識を広め合って行動にまで変えているし、ストリー
トチルドレンは教育を受けたがっている。村には教育機

MISAKI Suzuki
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関もあるし、携帯電話で違う土地の人と連絡だって頻繁
にとりあっている。マイクロクレジットや教育の面から、
いろんなことを知りたいという気持ちや、ほかの地域へ
の関心が私と同じように持っているとわかる。それをふ
まえて考えると自分の地元と生活を愛する気持ちがより
一層強く伝わってきた。
②性格
バングラデシュに来て、一番感銘を受けたのは、人の
性格だ。人との関わりを楽しみたいと行きのトランジッ
トで寄った香港で私は話して、バングラデシュでは人と
の関わりに大きな期待を持っていた。飛行機で声をかけ
てくれた人。ダッカの空港で助けてくれた韓国人、その
人を通して話をしてくれた人。キシュリで快く接してく
れた女の子たち。ショヒド・ミナール（母国語運動記念
日）の後、車まで歩いているときに声をかけてくれた親
子。ゆく先々で会った子供達やストリートチルドレン。
チャイ屋のおじいさん。ゲストハウスの人。元気に話し
かけてくれた船着場で働く子供達。すれ違う人々。車の
外から笑いかけてくれる人々。たくさんの人が話かけて
くれて、たくさんの関わりが出来たと思う（自分が外国
人だからかな？とも思ったが）。言葉も通じない見知ら
ぬ人にこれだけ積極的に話しかけてくるのはすごいこと
だ。私にはできないことだった。でも２週間のうちに、
人と関わるのを楽しめたかな、と思う。その証拠に風邪

で声が出なくなって人と話せないときとてもつらかった
から。TUHINさんの家でも自己紹介も喉さえ普通だっ
たらもっと大きな声で言いたかったし、TUHINさん

のめいっ子シンパ（18歳）とももっと会話がしたかった。
歌もちゃんと歌いたかった。お礼もちゃんと言いたいと
思った。人の「フランクさ」に加えて言いたいのは、「平
等さ」「優しさ」「我慢強さ」「問題を上手に解決するち

4

から
4 4

」などである。平等さや優しさとは村で異なる宗教
が共存していること、お互いを認め合っていること、尊
敬しあっていること、目下の人を目下に見ない習慣が存
在することなどである。それに、もともとあったライチ
やマンゴーの収穫はイスラムとヒンズーが均等に分け合
うのが当然だと村全体が考えている。これは果物の収穫
だけに言えることではない。我慢強さと問題を上手に解
決するちから

4 4 4

は少しだけ共通している。
我慢強さについては、たくさんの想いがこみ上げてき

た。誰かに言われたことや、どこかからきいたことを筒
抜けにして問題を悪化させるのが日本だ。学校でも職場
でも日本では近所づきあいでも問題になる。私も以前は
筒抜けにするタイプで、だんだん変わってきたと思う。
それは人に対してだけではなく、その場の空気を壊さな
いためにあえて口にしなかったり、相手の気持ちを考え
て行動することにもつながる。簡単なことなのに、でき
ない人は多い。その話を聞いた時に自分の中にあった、

こんな人間になりたいという願望は「バングラデシュ人
みたいになりたい」というものに変わったんだ、と強く
思う。問題をうまく解決するちから

4 4 4

というのも我慢強さ
が必要になると思う。
③受け継がれてきた空気
「この国のたからもの」という現地で書いた最後のレ
ポートには代々受け継がれてきた空気こそたからもの

4 4 4 4 4

だ

と書いた。自然や、自然によって育まれた誇りによって
つくられた空気というのは、たとえば「なぜモスリムと
ヒンズーが共存できるのか」というと「生まれた時から
その環境の中に暮らしていてそれが当たり前だから」と
いう返事が返ってきた。カティックさんの祖父の代から
争いごとはなく、その空気を今でも保てているからだろ
う。
同時に伝統も次の世代へ橋渡しすることになる。母親

のサリーでつくったカタ（布）、ノクシカタ（刺しゅう布）
自体も母親がやっているのを見て自分も始めたと話して
いた女性にも会った。日本では伝統は人の生活の中には
あまり感じることができないかもしれない。でも親の世
代から受け継ぐものがもしあったら自分の子供にも受け
継いで欲しいと思う。日本や、家族、個人の歴史につい
て考えたことはあまりなかったけど、楽しむためだけの
軽いイベントだけでなく、過去の人物や歴史を尊重する
ことがもしあったら、私も是非参加したいのに、とショ
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ヒド・ミナール（母国語運動記念日）のときに思った。

（6）おわりに

物による豊かさのほかに、たくさんの豊かさを見つけた。
日本に帰ってきたら、人との関わりの楽しさや、いろ
んな人に興味を持って話しかける気持ちを忘れるんじゃ
ないか、と思っていた。研修でいろんなことを考えたの
に、それもわすれて現地でみた豊かな生活も忘れるん
じゃないか。でもそれを忘れるのも記憶するのも自分次
第であることはわかっている。私は今回の研修で出会っ
た人や、新しく知ったこと、「豊かさ」に対する考えの
変化を大事にしたい。そして、今度は日本で、大学やバ
イト先で私の知り合ったバングラデシュ人のように生き
てみようと思う。
私が誰かに感謝したり、その気持ちを行動に表したり、
人との関わりをもっと楽しんだり、社会貢献したり、自
然にも感謝する気持ちを持って生活することこそ、現地
であった人たちへの恩返しなのだと、ジョソール県に向
かう車の中で強く思ったことを絶対に忘れない。

MISAKI Suzuki

　バングラデシュの食事はカレーばかりときいていたので、「確
かめてくる！」と友達や先生に話してきた。私は可能な限りいろ
んなものを食べるつもりで来たので、実際に食べたものについて
紹介しよう。
　ベンガル料理はサラサラのインディカ米と数種類のおかず。主
食とも呼べそうなものも多く、ボリュームもあるので「おかず」
と呼ぶのは気が引ける。すべてカレーというよりは味つけが全部
カレー味だった。日本やインドのカレーとは異なるから、私から
するとカレーとは呼べないかもしれない。香辛料は強く、もちろ
ん辛い。市場で見た香辛料は黄色や赤やオレンジと、色も濃くて
綺麗だった。クミンやターメリックやコリアンダーなど。日本の
ようなまろやかさはなくひたすらスパイシーでとろみはない。す
べてカレーというよりは味つけが全部カレー味だった。インドカ
レーと比べると油っぽさが控えめだという。
　カレー味で調理した魚も食べた。日本人は魚好き。それにして
も PAPRI や UBINIG で食べた魚は香辛料がよくあっていておい
しかった。ベンガル仕様の魚には、同じ魚でも全然違う味の演出
に少しだけ感激したことを覚えている。
　ご飯の他に「ルティー」という薄いナンのようなものもよく食
べた。米粉で作られたものでそれでカレーを包んで食べるのはホ
テルの朝食の定番だった。

　料理のほとんどは辛いためデザートは甘い。「ミスティ」と総
称し、ライスプディングのようなものが多い。練乳に近い甘味が
し、中には米粉で作った丸いドーナツ状のものをシロップ漬けに
したものもある。ヨーグルト風のものにシロップをかけて甘くし
たり。どれもおいしいが一番美味しかったのは、「ピタ」。米を歯
ごたえの残したままの米粉の中にサトウキビの粉末が入っていて
加熱調理するととてもおいしい。舌触りがつぶつぶと独特で、私
は毎日３食ピタでも生きていけるような気がする。
　私は市場でゆで卵を食べたが普通だった。しかし、生卵は明ら
かに違うようだ。青っぽい殻、黄色っぽい殻、茶色っぽい殻…。
バングラデシュでは女性の服だけでなく、卵までカラフルだった。
帰国してから「２週間ほとんど毎日カレー味で飽きなかったか」
とよくきかれるが飽きることはなかった。来る前から、飽きるだ
ろうなとは私自身思っていなかったし、今ではカレー漬けの２週
間がむしろ嬉しい。みんなで食べたこと、それが楽しい思い出な
のだから。食べたいものはたくさんあったのに、滞在が短いため
食べられるものは制限された。マスタードやフレンチトーストも
日本のものと比べてみたかったのに！今度は現地人が食べる実際
のものを食べて、是非お腹をこわしてみたいものである。

（鈴木美咲）

バングラデシュの食事
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NGO・PAPRIが支援する少女グループ「キシュリ」（ノルシンディー県ナラヤンプール）

民族衣装、サロワ・カミュー
ズを着てポーズをとる愛称ナ
ウシカちゃん

お礼に曲を披露。　きゃりーぱみゅぱみゅ「つけまつける」は好評でした

MYのデジカメに写った自分たち
に見入るキシュリのメンバー達

旅のアルバムから
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TUHIN家の THITIがヘナ染
で絵を描いてくれた

UBINIGのダイニングで、代表のシャミン氏（黄色い服に茶系のストー
ル）を囲んで

ジョソール県サティアントラ村で、既婚女性の正装　タンガイル・サリーを着て
（ちなみに右端の AZだけはジャムダニ織り）

UBINIGの有機栽培野菜や魚を
スパイシーに味付けたご馳走
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旧市街地　オールド・ダッカの路地を歩く 南アジアで一番大きいショッピングセンター
「ポシュンドラ・シティー」の天井

2月 27日　PANSI NAO号の船上から見た
ガンジス河に沈む夕日

UBINIGの Seeds Bank見学中に撮られた夕日の
ベストショット
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ダッカ大学の女子学生との船上でのワークショップの記念撮影

サリーを着てバングラデシュ風に髪を結った TL

村の少女達との記念撮影でしきる SM

TUHIN家のゴットマザーにギュっと抱きしめられるARとAZ NGO・PAPRIが支援する女性ショミティ
（相互扶助グループ）の笑顔

ダッカ空港で JABA tourの出迎えを受ける
（左から３人目がアラムさん）

2月 21日言語運動記念日にショヒド・ミナールの前で
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　８時 40 分に成田空港第２ターミナルに集合で、二人来ていな
かった。朝はすごく寒かったけど、現地についたら気温がまったく
違うんだろうなと思った。「風の旅行社」の原さんと先輩の杉本美
紀さん（コミュニケーション学科３年）がお見送りに来て下さった。
彼女はバングラデシュに３回行ったことがあり、「バングラデシュ
の良さはなんでしょうか？」ときくと「人」とお話していた。前日
は「バングラデシュでどんな出会いがあるのかな？」と Facebook
に投稿していたので、緊張するけど期待が大きくなった。空港で歌
の練習をしていると中国人に写メを撮られて、さっき杉本さんが「現

成田空港からバングラデシュへ出発
2 月 17（日）　1日目

いに食べられる！と、食事に関する期待もとっても大きかった。で
も初インディカ米は成田から香港までの機内食だった。「生野菜は
もうあんまり食べられないからサラダは食べて下さい」と言われ
て、「ふーん」程度に思って食べた。飛行機から降りるとき、ほと
んどの座席の周りはいろんなものが散らかっていてびっくり。ブラ
ンケットもビニールも雑誌も散らかし放題だった。illy でトロピカ
ルスムージーを飲みながら入国前のレポートを書く。①バングラデ
シュに行こうと思った動機、②バングラデシュに期待すること、③
どんな国なのかという予想、④どんな自分になりたいか、をそれぞ
れ書く。私は、今回の経験をいろんな人に伝えたいとか、食べ物に
対する期待とか、人に対する優しさや自分の国を好きになりたい気
持ちを書いた。他の人が話していた、「偏見のない国際人」という
言葉が印象的だった。香港からの飛行機はとても人が少なくて好き
放題移動できる。何人か民族はわからないけど、夫婦でけんかして
いる様子を間近で見て、女性よりも男性のほうが立場が上なのかな、
と感じる光景だった。飛行機からおりるとき知らないおじさんに「ば
いばい」と手を振られ、びびって笑顔しか返さなかった。ここはも
う日本じゃないんだ、知らない人と関わる最初のチャンスを無駄に
した！と若干後悔する。ものすごい灯油臭がして、日本とは違う気
温を肌で感じる。パスポートとボーディングチケットを渡すと、英
語でなんやかんやきかれ、入国に必要な質疑応答かと思ったので
焦った。でも韓国人の女性が通訳してくれたのですごく助かった。
外に出るまでに蚊が大量すぎてあっちこっち刺された。柵の向こう
では、出稼ぎの家族を待つ人たちがたくさんいて驚き、すこしこわ
かった。2 カ月ぶりの雨が降ったせいで空気はぬるいかんじがした。
JABA tour のお出迎えを受け、お花をそれぞれ頂いて車に乗って
窓の外を見ると、頭に荷物を乗せたおじさんはいるし、走る車は車
線や列を守らないし、信じられない車体の汚れに日本との違いを感
じた。バスに乗る人も落っこちそうになっている。なによりクラク
ションの音がすさまじい。車の中も歩道も女性はほとんどいないけ
ど、助手席に座る女性、歩道を歩く女性、赤ちゃんを抱いて住宅地
を歩く女性をみてまったくいないわけではなかったので、私か読ん
だブックレットからずいぶん変わったんだな、と思う。ホテルクリ

地では携帯で写メ撮
られたりするよ」と
話していたのに、行
く前にもう撮られた

（笑）と思った。そ
して向こうについた
ら小学校の国語の授
業で紹介された、粘
り気の無いサラサラ
のインディカ米もつ

スタルクラウンでフルーツジュースを頂いて部屋に向かう。建て付
けの悪い引き戸や変な風に設置してあるトイレットペーパー、破損
したコンセントやペーパーの流れにくいトイレにすごくわくわくし
た。親切にファンのまわし方を教えてくれた人に感激しつつ 1 日
が終わった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木美咲）
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　初日から、ホッタールという
野党の政治活動のゼネストに遭
遇することになり、オールド・
ダッカ観光を延期し、急遽、最
終日に予定していた縫製工場見
学になった。初めてバングラデ
シュに来た学生の私たちは、目
に入るものが何もかも新鮮で車
から降りた私は、きょろきょろ
周りを見渡していた。工場と聞
いていたが、外装は日本でいう
アパートのような、入り口も細
く、ここは本当に工場なのだろ

ている以上に大変なことはたくさ
んあるに違いないと関心したのと
同時に、考えさせられてしまった。
　私たちは、工場を後にし、私た
ちが二週間着ることになる民族衣
装のサロワ・カミューズを買いに
フェアトレードのお店を回った。
やはり、私たちも女子大生という
ことでファッションには敏感だ。
たくさんのサロワ・カミューズを
目にし、自分に合った色、気に入っ

ホッタール発生、縫製工場見学、
ダッカ市グルシャン地区で民族衣装購入

２月１８日（月）2日目

順々に見ていたった。私としては、先生に以前貸していただき、観
させてもらった DVD「ガーメット・ガールズ」（ダンビール・モカ
メル監督作品）の中にあった縫製工場の映像は、もっと雰囲気が重
く、怒鳴り声があがっているものだったため、私たちが見学しても
大丈夫なのかと感じたが、ここの工場は、ひたすら作業をしている
が、そこまで重々しくなく、外国人の私たちを見て、少し不思議がっ
ていた。私たちは、まわりをゆっくり歩き、ほとんどが女性の中、
アイロンがけを男性だけでしているのを見た。これは、女性は男性
よりも体力がないため、女性がやるとすぐ、疲れてしまうので、男
性の仕事になっているそうだ。また、そこの工場の社長の方とも、
お話することができ、話を聞いていくと、そこの工場で使われる糸
や布は全てバングラデシュ製で、デンマークやアメリカ、ドイツに
送っているそうだ。また、この工場で働くほとんどの人が村から来
ていて、女性は、９割が結婚していて、女性を考慮しており、女性
は朝遅く、夕方早く帰ることが認められているため、その分男性に
負担がかかってくるという。また、この工場は入ってすぐに仕事は
させず、3、4 ヶ月丁寧に訓練させてから、仕事をさせる。そのた
め、ミスをすることが少ない。しかし、1 つのフロアが気を抜くと、
100 万円単位の損害が出てしまうため、次々に仕事を入れていく
という。また、嬉しかったのは、この工場で働く人々は仲が良く、
その日の仕事の出来具合でお互いの体調を見るという。また、社長
さんに、何故縫製工場をしようと思ったのか尋ねたところ、親類に
医者がいたが、時代に合わせたチャレンジ、ニュービジネスをやり
たかったのだという。また、この仕事していて楽しいことは？とい
う質問には、私は、英語を話すことが出来るので、依頼人の外国の
方とコミュニケーションをとることが出来るし、時間通り、約束通
りに仕事ができるのが楽しいという。縫製工場を直接見たことがな
かったこと、たくさんの人が同じものをたくさん作っていくこと、
難しいことだと思う。私は、実際に見たが、実践したわけでもない。
また、私たちが訪れた時期は、春になりかけの冬というのもあって、
夏になったら、気温はさらに高くなり、窓もあまりなく、入り口も
狭く、空気の通りも悪いと思う。そんな中での作業はこの時点でも
大変にも関わらず、何倍も大変になるに違いない。勿論、私が考え

うかと疑問を持った。しかし、階段をゆっくり列になって登ってい
き、入り口の狭さに驚きながら入ると、その入り口からは考えられ
ない、多くの女性と男性がひたすら作業をしていた。私が見た感じ
では、男性２割、女性８割ぐらいだろうか？
　フロアによって、作業が分かれているようで、上の階から下がっ
てくるごとに服が出来上がっていくようになっていた。上の階まで
いき、服の各箇所の型紙をつくっているところから、大量の布を重
ね、布を切っているところ、石鹸を使って、跡をつけているところ、

たものを試着したり、みんなに意見を聞いたり、目を光らせて品定
めしていく。ARONG → JATTRA → KUMUDINI と三店舗周って、
全員それぞれ自分が気に入ったサロワ ･ カミューズを 3 着ずつ購
入した。途中、JABA TOUR のオフィスにお邪魔させていただき、
お昼を用意していただいた。バングラディシュに来て初めてのベン
ガル料理。私たちは席に着くだけで、スタッフの方たちが何から何
まで、準備してくれた。どきどきしながら、食べる。お、お、おい
しい !! 私は、カレーが好きでルーから手作りするくらいのカレー
好きだが、やはり本場に敵うわけもなく、日本に帰ったら実際に作
れるように味わいながら、たくさん食べた。その後、今回私たちの
研修をサポートしてくれるアラムさんに、アラムさん自身について
話を聞いたが、この時点で素敵な人だと強く感じた。知的で、自分
のことだけではなく、他人のこともしっかり考えており、家族を愛
している。だからこそ、アラムさんの周りの人も素敵な人ばかりな
のだろうと、この日の天気は春のような天気で、そんなことを思い
ながら、ゆっくりとしたお昼を過ごした。
　そして、夜はホテルで夕食。六人前のチャーハンを頼んだら、ど
う考えても 10 人前以上はある量が出てきて、私と、MM と頑張っ
てたくさん食べたが、食べきることが出来なかった。この日は、お
買い物も、食事も大満足で眠りについた。　　　　　　（松崎史帆）
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　朝 5:30 起床。実際は 5:47。なかなかすっきり起きられない。
朝は苦手！
　ホテルで朝ご飯 6:15。豆カレー　油で焼いたルティーに似たも
の、ジュース、野菜いため、食パン。バターがなぜか水に浸かって
いる（小分けにしてあるバターが溶けてひとかたまりにならないた
め、と後で、先生に教わる）。
東先生が来ない（笑）。寝坊かなってみんなで話していた。6:30 に
なっても来なかったら呼びに行くことに。で、呼びに言って来た。
パッキングしていたらしい。7:00 ホテル出発の予定が、フロント
での支払い等で結局 7:20 過ぎに出発。車で 20 分くらいかけてス
ラム街へ、アラムさんと「カオランバザール（ダッカの卸売市場）」
の脇のスラム街で待ち合わせ。7:45、アラムさんと落ち合う。昨
日はホッタールだったので、道が空いていた。今日は道が混んでい
る。これが本当のダッカ。空気も少し、石油臭い。クラクションが
鳴りやまない。車もリキシャもぶつかるんじゃないか、ってぐらい
ぎりぎりで進む。でも、ぶつかったりしない。さすが、うまい。

●スラム街の衝撃。
　臭い、臭いが本当に強烈。魚と泥と腐った野菜と香辛料と生活し
ている人の交じった臭い。正直、とてもくさい。香辛料の刺激、人々
の生活、歩くと地面に腐った野菜が積もっていて歩きづらい感覚、
全てが衝撃。
　女性が料理をしていた。ハエがすごく飛んでいるところで。全く
気にしてはいないと思う。灰で食器を洗っているところもしっか
り自分の目で見られた !!　でも、汚れが落ちているようには見えな
かった！どろんこの地面に置いて洗っているし、まして洗った物も
地面に置かれているし。
　鶏の〆方、魚の裁き方、売り方、野菜果物香辛料の売り方も、テ
レビでしか観たことのない内容だった、でもそれが本当だった。
　スラムの子供たちはすごくシャイ。昨日の製糸工場の女の子たち
は私が笑うと恥ずかしそうに笑い返してくれた。でも、スラムの子
どもたちは、逃げていったり、困惑した顔をされた。 唯一笑顔の
子どもの写真をマキリカから拝借。

のサラサラ感にとても苦戦。な
かなか食べられない。カチャモ
リス（青トウガラシ）を食べた !! 
最悪 !! 辛い！とても辛い痛い
辛い！最悪！口の周りの痛さと
汗が尋常じゃなかった。スープ
カレーとご飯にお塩をかけたな
んちゃって塩おにぎりでなんと
か回復。その後、初めて自分で
お水を流すトイレを体験。ペー
パーは備え付けてあったのでま
だ楽だった。その後レクチャー、
パプリの活動についてお話を聞

ダッカのスラム街とノルシンディー県の
地元NGO「PAPRI（パプリ）」

2 月 19 日（火）　3日目

　少し立ち止まるとたちまち自分達の周りに人だかりができた。
　電車に無賃乗車する人も、生ではじめてみた。あんなに風が強い
のによく屋根の上に座っていられるなあ、しかも、みんな線路を歩
いていたのに、電車が来ると普通にさーっと退いていく。私たちは
電車が通ることにわりと困惑した。一歩タイミングを間違えると大
変なことになる。さすが、住んでいるだけある。親切な人達が声を
掛け合って皆無事に退いて電車が通る事ができた。　携帯電話を
使っていることもびっくり !!　スラムの人達も、携帯電話を持って
いるのか！そして、電波もあるのか！
言葉の意味はわからないけど良いことも悪いこともいろいろな事を
言われているのはわかった。そのリング素敵ね、ピアス素敵ね、若
者には良くない事を言われているのを感じた。少年がずっとついて
きた。とにかく日本人が珍しそうだった。写真もいっぱいとられた。
　ダッカを出て 1、2 時間すると、渋滞も少なくなってきた。でも、
クラクションが鳴り止むことはない。においも、草や自然のいい匂
いになってきた。ダッカはあまり深く呼吸できなかったので気持ち
いい。野ヤギや野牛が見られるようになる。途中、アラムさんがコー
ラとポテトチップスを買ってくれた。ロゴがベンガル文字でかっこ
いい！
　パプリに着いて、まずはお昼ご飯。初めて手でいただいた。お米

いた。授業で聞いていたことそのままだった。
　キシュリの村に行った。すごく子どもがかわいい !!　ほんとうに
かわいい !!　素の全力笑顔！私たちのお話もすごく真剣に聞いてく
れて嬉しかった。私たちのベンガル語の自己紹介もちゃんと伝わっ
たみたい。キシュリの子達に将来の夢を聞いたとき、みんな即答だっ
た。自分はまだ何も考えられていない。恥ずかしいなと思った。
　帰ってもう一回レクチャー。バセットさんの local の問題は
local で解決したい、それに全力で応援する気持ちがすごく伝わっ
てきた。
　夜ご飯、辛さに慣れてきたかも。お腹がパンパン。
　顔洗ってはみがきしようとしたら洗面所がアリの大群と翅アリだ
らけで怖すぎてやめた。
　夜、パプリのスタッフさんと、近くに住んでいるであろうおじさ
んたちと、たくさんお話した !!　すごく楽しかった！ベンガル語ほ
んっと何も知らないし言葉が通じないって本当大変だと思った。で
も、一人英語ができるおじさんがいて、かなり助かった感じ。お互
いのことをたくさん話し合った。スタディーツアーとかでは聞けな
い個人的な生活のこととか聞けて楽しかった。かなり長い時間お
しゃべりして就寝。つたない英語だけどちゃんと伝わったときすご
く嬉しい！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（諸橋茉美）
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　6 時過ぎに目を覚まして
部屋から出ると、朝焼けが
きれいに見えた。木々が池
に反射して、青とオレンジ
の空が目の前に広がってい
る。村の朝は、車の音では
なく鳥の鳴き声が聞こえて
くる。ダッカとは異なる時
間の流れ方を感じながら顔
を洗った。
　7 時 10 分くらいにゲス
トハウスを出発。車に揺ら
れて 25 分、アムラボ村の
小さな市場に到着した。市

村の女性との出会い、ストリートチルドレンとの交流
2 月 20 日（水）　4日目

付と共に書かれていた。彼女たちに借りたお金をどう使うのか質問
してみると、「牛を買うため」、「リキシャを買うため」、「農業をす
るため」となかなか積極的な答えが返ってきた。この答えが何を意
味するかというと、彼女たちの経済への挑戦だ。そのときお金がな
くて困っているから借りるというよりは、生活を向上させて利益を
得るためにお金を借りるというのだ。たとえば牛を買うとすると、
その牛を世話して牛乳を作り、それを売って利益を出す。毎月少し
ずつ返済し、同時に貯金もする。その動きをきちんと記すことで、
自己管理能力も上がる。またこれだけ細かくお金を管理することで、
責任感が生まれ、経済的自立を促すのではないかと感じだ。そして
プラスになったお金はどうするのかといえば、子どもの教育費や病
気になった時の保険だという。
　マイクロクレジットはここにいる人たちの生活を支えているのと
同時に挑戦する機会を与えている。私は村の女性たちの前向きな努
力と挑戦への意欲、家族への愛情に出会うことができた。
　昼食の後、1 時過ぎにゲストハウスを出発したが、ダッカへの道
が渋滞してストリートチルドレンと会う時間は 4 時を過ぎてしまっ
た。薄暗くなったダッカ市内の細道で車を降り、ジャトラバリ・ド
ロップ・イン・センターという、NGO「オポロジェヨ・バングラ

デシュ」が経営するストリートチルドレンが利用する施設を訪問し
た。
　まずトイレを借りようとしたため、中に入って 1 分くらいで交
流が始まった。いきなり私たちの名札を読んで名前を呼んでくれ
て、皆にこにこしながら笑顔で話しかけてくる。分かったり分から
なかったりする言葉は英語を交えたもので、ジェスチャーや書くこ
とも駆使しながらいきなり衝撃的な素晴らしい体験となった。別の
部屋へ移ってドロップ・イン・センターの代表のアラムさん（JABA 
tour のアラムさんと同姓）のお話を聞く。ストリートチルドレン
のことを本当によく考えている素晴らしい方で、子どもたちの大人
に対する信用を取り戻し、学校に通わせたり就職させたりするため
に努力しているそうだ。大きな部屋に戻ると子どもたちが座って
待っていて、私たちのために歌やダンスをいくつも披露してくれた。
私たちも歌を返したけれど、まだまだ伝え足りなかった。その後は、
6 つのグループに分かれてそれぞれ質問し合ったり一緒に歌ったり
踊ったりしながら交流した。
　ストリートチルドレンは皆幸せそうに笑っていて、全くかわいそ
うだと思わなかった。彼らは立派に育っている。　　　　（荒牧里佳）

場ではトマト、じゃがいも、唐辛子、小さい玉葱にニンニク、豆類
…たくさんのものを売っている。市場の片端でピタ屋さんをしてい
る女性に話を聞くことになった。ピタというのはお米と塩からでき
た薄味の平べったいパンのようなもの。その女性の一日の売り上げ
は 200 ～ 250 タカ。米粉を買い、薪を買い、ピタを作って売って、
子どもの教育費などにするらしい。小さなお店だが需要が多いのか
月給は 5000 タカほどで、わりと安定した生活を送れているようだ。
　市場から離れて大きな橋のあるところまで歩いた。橋近くの景色
は絶景。青い空と川、緑の田んぼ、目の前に広がる壮大な自然はずっ
と見ていたくなるほどだった。
　ゲストハウスに戻って朝食を済ませた後、今度はアミヌプール地
区へ行って、「アミヌプール・ベリン・モヒラ・ショミティ」とい
う女性のショミティを見学した。30 ～ 40 代中心で子どもがいる
人も多い。彼女たちは、マイクロクレジットという銀行からお金を
借りることができない貧困層の人たちのための小規模無担保融資を
利用している。黄色いカードはいわゆる通帳になっており、写真、
名前、住所などが記してある。また、それとは別に青いカードと代
表者の持つ大きな冊子があり、この 2 つには借りたお金、返した
お金、貯めたお金などその人が利用しているお金の動きがすべて日
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　昨晩、UBINIG に向けての荷造りと洗濯に追われ、睡眠時間あま
り確保出来なかったので、少し眠かった。朝食を済ませ、予定より
遅く 7 時 20 分にホテルを出発した。今日は、ベンガル語国語化運
動記念日のため、祝日で学校も会社もお休みだ。
　1947 年に、宗主国大英帝国が去り、宗教を基にインドとパキス
タンに分けられ、パキスタンは西パキスタンと東パキスタンから構
成された。東パキスタン（現バングラデシュ）では、ベンガル語が
使われ、西パキスタンの人々が使用するウルドゥー語とは異なるこ
とばを国語とし使用していた。両言語は、日常の言語としてはかな
りの隔たりがあった。パキスタン政府は公用語としてウルドゥー語
を掲げた。そうなると、バングラデシュの人々が公職に就くとす
るならウルドゥーを学ぶ必要がある。ダッカ大学の学生が、1952
年 2 月 21 日に抗議活動をした。デモ隊に警官は発砲し、死者が出
た。学生たちは、命に代えて言語（ベンガル語）を守るために立ち
上がった。勇気ある学生たちが倒れたダッカ大学の構内に「Shahid
　Meenar」（言語に殉じた若者たちの碑）が建てられた。人が命
に代えて言語を守ったのは、歴史的に初めてのことで 1999 年に
ユネスコは、この日を国際母国デーに制定した。
　記念式典を見学するため、JABA TOUR のスタッフのルベルさ
ん、バブさん、モニさんもご同行。7:50、ダッカ大学に到着。ダッ

バングラデシュの文化と自然の豊かさ（目には見えない豊かさ）
に触れた一日（タンガイル県で）

２月２１日（木）　５日目

カ大学の敷地に入り、構内を見学し、言語運動記念碑「Shahid 
Meenar」に向けて歩く。ダッカ大学の敷地は広く、中には歴史的
建造物も見られた。記念碑に行くまでに、献花の花や国旗が色々な
ところで販売されていた。献花のために、多くの人の長い行列が出
来ていた。私たちも大学を代表して、式典のために花束を持参。記
念碑の入り口に到着すると、たくさんの現地マスコミが待機してい
た。外国人が献花に来たということで、最初に SATV から取材を
受け、東先生や学生がインタビューに答えた。靴を脱いで、記念碑
に献花するときには、たくさんの TV 局のカメラに囲まれ、身動き
が取れなくなった。私たちへのインタビューは、その日の夕方と翌
朝のニュースで放送された。中央の大きな碑が母親とバングラデ
シュを表し、横の碑が子どもたちと勇士たちを表し、お母さんたち
が子どもたちを守れなかった申し訳ない気持ち、母が頭を垂れる姿
を大きい碑の傾斜が表現している。後ろの赤い円は、死んだ若者の
血を表している。碑の前には、献花された花を使ってアートをして
いた。とてもきれいな光景だった。その後、ダッカ大学内で開催さ
れている、「図書祭り（ボイ・メラ）」に向かった。「図書祭り」では、
ベンガル語の様々なジャンルの本や詩が売られていた。見学してい
ると、なんと、バングラデシュに行く前に私たちにベンガル語を教
えて下さったジュエルさんが登場。ジュエルさんは作家であり、毎

年、この「図書祭り」で自分の本を出展しており、そのためにバン
グラデシュに戻ってきたそうだ。カフェで、甘めのコーヒーを飲み
つつ、休憩し、ジュエルさんと談笑。ジュエルさんは、今年は、物
語の本を出展しており、半分は日本を題材にしたものを書いている
そうだ。東日本大震災もテーマに取り上げていた。バングラデシュ
では、製本するのが早く、安いらしい。ジュエルさんと別れた後、
車まで、馬車に乗って移動した。ダッカ大学の周りを行進するのに、
3 キロもあるそうだ。同行した JABA TOUR のスタッフ 3 人と別
れた後、グラミンショップにて、サリー、ピアスなどを見た。つい
でに、隣接するグラミン銀行本店ビルを外から眺めた。祝日なので、
グラミン銀行もお休みだった。UBINIG のあるタンガイル県に向け、
トゥラク川沿いを走行。12 時 30 分に、沿道のピザ屋さんで昼食。
チーズ、サラミ、アンチョビの３種類のピザとポテト、ガーリック
風味のマッシュルーム、クリームパスタを食べた。ピザの生地は薄
いタイプだったが、大変おいしかった。店内には、きれいな格好を
した現地の人や欧米人がいた。
　再び車に乗り、15 時 40 分に UBINIG のゲストハウスに到着。
フィールドワークまで、ヤシの実ジュースを飲み、バドミントンを
したり、外でお昼寝をしたり、各々の時間を過ごした。村の中にも、

「Shahid Meenar」の記念碑があった。その後、この地域特産のサ
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リーなどに使われるタンガイル織の工房を見学。19 歳の少女が、
機織りをしていた。この工房は、機織りの研修センターにもなって
いるそうだ。作った分のお金が彼女たちに入るそうだ。UBINIG の
有機農業リソースセンターを視察した。そこでは、チキンナゲット
などに使われるマスタードの菜種が干されていた。干された菜種は、
牛が引いて搾るそうだ。また、女性たちが、麦や米などを使ってポッ
プライスやコイ（コメなどを薄く潰したもの。カレーやヨーグルト
などに混ぜて食べる）を作っていた。焦げないように作るのには、
火加減が重要で、職人技なのだ。
　UBINIG では、農民に農作物の品種を保存させる活動をおこなっ
ている。“ ノヤクリシ・アンドロン ” と言って、新しい農業運動を行っ
ている。農民と一緒に、作物がいつ、どこで、どのような土地で出
来たか、適しているか、一週間でどのくらい育つかを、研究、記録
している。この村のコメや麦の品種は、元々 14700 種類だったが、
今は 2470 種類だ。米などの品種の種籾を瓶や壺に入れ、倉庫に
保存しており、まさにそこは、Seed Bank であり、遺伝子のプー
ルだった。ジュートで出来たシイカ（縄みたいなもの）で、瓶をつ
るし、ネズミが近づけないようにしてあった。
　村を散歩していると、丸い鳥の巣やジャックフルーツといった
木々や、コリアンダーなどの野草がたくさん生えていた。視察から

帰ると、紅茶とマスタード付のピタで休憩。18 時から、UBINIG
の文化プログラムに参加し、村人による歌と踊り、喜劇（滑稽劇）
を鑑賞。バングラデシュの文化の奥深さに触れた。言葉はわからな
くても、表情や仕草で何を表現しているかは感じることが出来た。
　夕食は、地元の有機野菜を使った伝統ベンガル料理を食べた。こ
こでは、生野菜の調理が安全なため、生野菜も食べることが出来た。
　食後、UBINIG を経営する共同代表のシャミンさんからレク
チャーを受けた。UBINIG は、NGO ではなく、株式会社として政
府に登録している。そのため、政府が何か牽制してきても対等に闘
えるため、NGO と違い自由に活動を行っている。農産物の研究活
動と村の伝統産業の技術向上を図り、村の自然、伝統文化を守り、
生かし Community Based Tourism を展開している。村には、豊
かな有機農産物や伝統的機織り、竹細工といった産業があるため、
お金でお金を生むマイクロクレジットはやってはおらず、やる必要
がないのだ。メジャー NGO がやるような、ダム、学校などといっ
たインフラ建設といった第一の開発ではなく、何か他の開発はない
かと模索し、第三の開発、そこにあるものを生かす開発（村が持つ、
伝統産業、有機農業の向上）に着目したものだった。無農薬農産物
を通して、人々の健康的や環境のことも考えていた。また、女性は
家族の中心であるため、女性の考え、立場も重要と考え、女性のた

めの出版会社も設けている。シャミンさんのレクチャー、農村の暮
らし、農業、文化から、この世には「目に見える豊かさと目に見え
ない豊かさ」があるということを知った。
　22 時 30 分過ぎにこの日の日程は終了した。　　　　（宮野有紀）
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村の朝市見学、農家や村人の生活見学、
タンガイル・サリー織

２月２２日（金）６日目

て、香りも香ばしい。朝食前だったが、何人も２つペロッと食べて
しまった。そして、朝食を食べ、アティア・モスクに。お祈りの人
たちが来る前に行ったが、自然の中に佇む古い伝統的なモスクは、
どこか神秘的なものを放っていた。アラムさんに、そこでのイスラ
ム式の体の洗い方を実際に見せてもらい、その場を後にした。
　次に、村の無農薬農家をしている家に向かった。そこの家には、
敷地の中にたくさんの種類の野菜、果物、なんでもあった。その
家の夫婦のマイヌディンさんとリナさんに話を伺ったところ、最
初に始めたのは、リナさんと、マイヌディンさんたちのグループ
だけでやっていた。周りには、肥料なしでやっても、収穫も多く
ない。しかし、いろいろ比較すると無農薬の方がいいとなり、100
人しかいなかったが、今では 4 ～ 500 人もの無農薬栽培をしてい
る人がいるという。米、油、野菜、果物、豆、200 弱の種類があ
り、自分たちの分まで余ったものは売ってしまうそうだ。また、だ
いたい他の市場で売るよりも UBINIG は高く買い取ってくれるので
UBINIG に売るそうだ。一番儲かるのは、野菜、じゃがいも、菜種
で、1 年間取れるものを栽培し、たまねぎは時間がかかるのでやら
ないという。大変ではないのか？と尋ねると、体は大変だが、肥料
にお金をかける必要がないのと、家の中でたくさん採れるので、自
由に自分たちで使うことができ、一番嬉しいのは、毒なしのものを

食べ、健康でいられることだという。またリナさんは、こうゆうこ
とを頑張っていることで、外国人がわざわざ来てくれると、お茶目
なことを言ってくれた。そこにいた子どもたちも可愛かった。
次に、タンガイル織を見に。私は、なんとサリーを２つ買ってしま
う事態発生。最初に見たも手織りのも気に入ったのだが、二つ目
の UBINIG のゲストハウスの隣の家は、家族二代でやっていて、柄
の１つ１つが大きく、色鮮やかで、あまりの綺麗さにうっとりして
しまうほどの、素敵なサリーだった。また、ジャックワードという
フランス人が開発したパンチングカードを応用してデザインを織り
機にかける織り方が特徴で、そこのサリーは賞を取るほどのもので
あった。現在は、息子の代になり、父親が考案した織りの図柄を息
子がコンピューターデザインで行っているが、それでも機織り機で
地道で緻密な作業をしているのを見た。直接、そこのお父さんに話
を聞かせてもらい、そのあとは、みんなでサリーを選んだ。最初私
はすでに買ったからと、見る気がなかったが、出てくるサリーがど
れも素敵すぎて、我慢できなくなり、結局私も買ってしまった。息
子さんたちの笑顔が素敵だった。あとは、ゲストハウスに戻り、少
し仮眠をし、夕食を食べた。ここの夕食に出てくる野菜は本当に美
味しい。特にバングラデシュのジャガイモは本当に美味しい。その
あと、ふりかえりをそれぞれにし、部屋に戻った。　（松崎史帆）

　この日は、朝早く起きて自転車に乗って、ノルショータバザール
と言われる村の朝市に行くことに。先生と、MY さんは休息。少し
肌寒いが、久しぶりの自転車に気分が上がる。しかし、道が細かっ
たり、でこぼこしていたり、何よりサドルが高すぎて恐怖のサイク
リング。しかし、誰よりも怖かったであろう SM さん。私は直接
見ていないが、MM さんとアラムさんの証言によると、木と木の
間に消えて行ったとか…見たかった。しかし、怪我はなく、アラム
さんが言うには、“ ぶつかってみた ” らしい。そんな愉快なハプニ
ングがありながらも何とか、朝市に到着。そこは、そんなに大きく
ないが、野菜が売っているところと、魚が売っているところ、牛乳
が売っているところなどと分かれていた。もう当たり前になったか
のように、私たちの周りに人が群がる。魚を買ったり、卵を買った
り、私と SM さんでゆで卵を食べることにした。私は殻を割る時
点でどのくらい力を入れていいのか、日本の卵と違うのかと、力を
入れすぎて潰れた…. しかし、味は日本の卵と変わらず、おいしかっ
た。その後、一通り朝市を見学し、紅茶を頂き、SM さんは行きよ
りも慎重に帰りは帰ってきたことだろう。そして、ゲストハウスに
帰ると、朝市で、食べることの出来なかったピタが！！！！！！！
想像した以上に、甘くて美味しかった。見た目は丸い白い、粗めの
パウンドケーキのようなものの中にサトウキビの砂糖が程よく溶け
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　6:25 一階集合、35 分くらいに出発、集会所に。もう既に村人た
ちは集まっていてお祈りしていた。女性は少ないけれど居た。集会
場に行く途中も何人もの村人が活動していた。
　バングラデシュの人たちの朝は早い。まだ日の出前。私たちも加
わって 1 曲目　牛を持って畑に行こうよ　という歌。2 曲目　さっ
きの返事の歌。皆のこと面倒みないといけない。【ラロン】3 曲目
　皆アッラーに感謝している。誰かに、何かに、生かされている
ことに感謝する歌。【ハント】4 曲目　モハメッドの歌。神様自然
が傷つかないような生き方。そうすればあの世でも幸せになれる。

【ナット】
　これからの一日や仕事に気合入れて頑張るために歌う。これで気
合い入るとかすごい。私だったら１分でも長く寝ている方がその日
一日頑張れるかも。笑
　帰って朝ご飯。卵焼き、ルティ、瓜のカレー、豆のカレー、ミス
ティーは、飲むヨーグルトに似たものと、半分凍ったシャーベット
状のものだった。これがすごくおいしくてみんな好評だった！シ
ロップをかけるともっとおいしい！
　食事の後、UNIBIG の共同代表のシャミンさんのお話を少しきいた。
私たちの活動を見に来てくれてうれしい、ありがとう、感謝の言葉を
いただいた。シャミンさんの人の良さがすごく伝わった。人として、

地元の研究機関「UBINIG（ウビニック）」と、
Shikhipori小学校

2 月２３日（土）　7日目

プシガッドトラ。土地は買った。UBINIG のもう一人の共同代表の
ホラハッダさんが金持ちだったからこの土地が買えた。シャミンさ
んはここに暮らしていた。昔はここの池の真ん中に偉い人が集う、
家があった。とても涼しい。むかしはたくさんの偉い人が来ていた。
　今は種を広める団体を作っている。7 人の人がやっている。種は
魂でもある。人間の教育も。ビスパウンディション。知識の種。人
間の種。種にはいろいろな深い意味がある。チュンヌさんはビジネ
スマンではなく、現地で働く、フィールド上で働くコミュニティー
ワーカーがモットーだと言っていた。

　10 時くらいから子供とあそぶ！
　折り紙で扇子帽子など、葉っぱで蛇や水をすくう小道具などつ
くってくれた。遊ぶのが上手。日本の子どものような、ゲームや遊
具などなくても充分楽しく遊べる。たくさんの遊び方を知っている。
10 時 30 分くらいから縄跳び！一緒に跳んだり、とても汗かいた！
　最後歌を歌ってくれて解散。子供の笑顔はやっぱりいやされるけ
ど、笑顔の重みの違いを感じた。笑顔全て良いものだけど、私は、
ストリートチルドレンの笑顔の方が心動かされるものがあった。辛
い環境でも笑顔が見せられている子供の笑顔の方が、私は、とても
重く感じた。

　お昼ご飯に行く途中、細い脇道のすきまにサリーを作っている女
性を発見！じーっと覗いていると、こっちへおいでよ、と呼んでく
れた。そこのいたラッキーなメンツだけ見られた。
　12:15 分～村の伝統的な食べ方で村の料理をいたたく。茄子、
チキンのカレー、ゴマのすりつぶしたもの（ボッタ）、カリフラワー
の辛くないカレー、緑の野菜 2 種類、魚、バナナ、茄子おいしい！！！
野菜がすっごくおいしい！！！
　13:05　UBINIG 出発。16:00 ホテル到着。休憩。18:30 ～ご飯。
ヌードルスープ、炒飯、鶏肉とカシューナッツ、チンジャオロース、
野菜炒め、スプライトとダイエットコーラで乾杯！！冷えた炭酸お
いしい！！
　19:30 解散、3 泊 4 日のサティアント村にむけて準備、22:00
早めの就寝。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（諸橋茉美）

素敵だった。なおかつ、お洒落。
フェリス大のリーダー二人がお
礼の言葉を言ってシャミンさん
とは、さよなら。
　8:50　Shikhipori 小 学 校 へ
出 発。9:35 到 着。UBINIG が
来たとき、この地域では、健康
と勉強が遅れていた。1986、
7 年、学校を作った。UBINIG
のスタートはここから。第一の
事務所はここにあった。スタッ
フのチュンヌさんは UBINIG に
来て 12 年。この村の名前、ル
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　滞在中 2 回目のホッタールの影響のため、当初の予定より早く、
5:30、朝食。この日は、船上でも朝食を食べるため、水とケーキ
とバナナと軽めだった。6 時にホテルを出発。ホッタールのため、
ほとんど車が走っていなく、警察官や警察関係の車両を多く目にし
た。ホッタールが激化する場所を無事通過し、マワ地区に向かった。
途中、美しい朝日を見た。バングラデシュで見る太陽は、とても大
きく美しくよく輝いている。アラムさんの故郷ムンシゴンジ県スリ
ナガル村も、途中通過し、アラムさんの経営しているバスや所有し
ている土地、故郷の友達も目にした。アラムさんのお父様に偶然に
出会い、市場まで一緒に乗車した。85 歳で、杖は使っているもの
のお元気そうで、顔がアラムさんにそっくりだった。マワの魚市場
に到着し、日本では見られないような珍しい魚が見られた。ここで
も、市場は、人々が活気に溢れていた。シラスや、イリシュ・マー
ス（国魚）、エビを購入。8:30、伝統的クルーズ船 PANSI　NAO
号に乗船。ガンジス河を初め目にした時は、海ではないかと思って
しまうほど、対岸までとても遠く、広大だった。船上で、大阪大学
の一行（学生 6 人と引率の先生 3 人）と合流。大阪大学の方はホッ
タールの影響により、ダッカ市内での活動を止めて、ガンジス川の
川下りに変更したそうだ。ダッカと UBINIG に 10 日間滞在し、“ 貧
困撲滅のためのモノ作り ” の研究をするために訪問するらしい。乗
船後、お互いの自己紹介をし、朝食。9:10 ガンジス河の左岸のベ
ドウイン族の村を訪問。小学校や市場を見学。村のおばさんによる
手品を鑑賞。12:20~13:10 右岸の（中州の）西ナウドゥバ村（ベ
ンガル語で、船が沈む村）を訪問。村人の生活を見学。授業でも見
た、バングラデシュの包丁を実際に使っている姿を見ることが出来

バングラデシュの人の優しさが印象に残った日
2 月 24 日（日）8日目

た。見学中に、トマトとお花をもらった。村民は、中州に住んでいて、
イスラム教徒で、中州まで公共サービスが行き届いていなく、学校
に行ってない子どもが多かった。また、外部の者があまり来ないた
め慣れていないのか、シャイな子が多かった。どちらの村でも、子
どもたちは、どこに行くにも私達について来て、船が見えなくなる
まで見送ってくれた。13 時過ぎに船上で昼食。朝、市場で買った、
ガンジス河の魚が料理された。15時、対岸のフォリドプールに着き、
ジョソールに向かい車で移動。東先生の風邪が悪化し、声が出なく
なる。16:30, ホメオパシーの薬屋で薬を処方される。カルナガッ
トの茶屋で休憩していると、この地域では、ほとんど外人を見かけ
ないため、私たちは地元の人に取り囲まれてしまった。すると、チャ
イ屋のおじさんが、「私の客に迷惑を掛けないでくれ」と親切に追
い返してくれた。また、近くにいた地元の警察官も協力し、交番を
休憩所として提供し、チャイまでご馳走になり、フェリーまで私た
ちを送ってくれた。バングラデシュの人の優しさに触れた。メンバー
のなかには、風邪で声が出ないためお礼が言えないもどかしさと優
しさに触れ、涙を流していた人もいた。
　19:30, ジョソール県サティアント村 TUHIN 宅に到着。私達の
ベンガル語による自己紹介とプレゼント交換をした。プレゼントに、
緑の素敵なショールを頂いた。東先生は、声が出なくなったため、
筆談を交えて会話をした。夕食は、伝統的ベンガル家庭料理を振る
舞って下さった。テーラーを家に呼んで、サリーのブラウスとペチ
コートの為に採寸をして、この日の日程は終了した。　（宮野有紀）
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　サティアントラ村に来て初めての朝。中庭を見ながら、ホテルで
も今までの村でも食べたことのない、女性たちが作ってくれたおい
しい朝ごはんをいただく。今日は 1 日サティアントラ村について
のフィールドワークだ。
　9 時過ぎに TUHIN さんの家を出て、マップを見ながら村の中を
散策。多くの家で牛やヤギを飼っているようで、道を少し歩くだけ
でいたるところに動物がたくさん目に入る。庭の方を見てみると、
牛フンの利用率が高く、ほとんどの家できれいに整えて干されてい
た。他にも竹の根やヤシの葉などを肥料や焚き付け、ほうきにした
りするそうだ。一見ゴミになってしまいそうなものも再利用して自
然に返す。そのことを工夫している、と捉えるのではなく、あたり
まえにどの家でも行われているところが素敵だと思った。
ある家の中庭でカタを作る女性がいたので急遽インタビューをする
ことなった。カタとは着古したサリーを数枚重ねて刺繍を施したも
の。家庭の仕事をしながら余った時間でつくることが多いそうだ。
女性のたしなみで、だいたい結婚してから始める。いくつものカタ
を見せてもらったが、どれも素敵で凝っているものが多かった。自
分のカタは母のサリーを使っているなど思い入れのあるものもある
ようだった。また、他の人のものを作ってあげることもあるという。
少し歩いていると、偶然グラミン銀行のショミティに遭遇して、見

ジョソール県サティアントラ村での1日
2 月 25 日（月）　9日目

学させてもらうことに。マイクロクレジットを始めたグラミン銀
行だけあって、メンバーは 142 人もいるそうだ。そしてその下に
15 のグループがある。ショミティのメンバーにはイスラム教の人
もヒンズー教の人もいて、もめ事もなく決まりを守りながら皆仲良
くやっているそうだ。イスラム教とヒンズー教が共存するこの村だ
からこそのショミティである。また、貯めたお金は個人のためだけ
でなく、村の木を植えたり乞食に渡したり、村のこと、貧しいひと
のことを考えて利用していると話していた。
　次にヒンズー教の人の家へ行ってお話を聞いた。特に驚いて感動
したのは、結婚式などはもちろん、ヒンズー教の人のプジャという
お祭りにイスラム教の人も招くというところだ。宗教特有の催しも
のですらこの村では境目がなく、それを特別に思っていない村人た
ちいるのだ。
　TUHIN さんの家に戻って昼食をし、水浴びをさせてもらった。
井戸で組んだ水をバケツに溜め、その水をすくって流すという人生
初の水浴び。少し冷たかったが、汗を流せて気持ちよかった。
3 時半からは池のほとりへ行って、ヒンズー教のカティックさんに
この村についてお話を聞いた。彼は今 78 歳だそうだが、自分、父、
祖父の代でイスラム教とヒンズー教でもめたという話は聞いたこと
がないという。イスラム教の人もヒンズー教の人も同じ母から生ま

夜は、ひとつの部屋にフェリス生とTUHINさんの大家族とが集まっ
て、ハルモニウムの演奏を聴き、歌を聴き、私たちも歌を返して…
と文化を共有し合った。とてもあたたかくて大きな家族、豊かな心
をもった人たちのやさしい空間の中で居心地の良い時間だった。子
どもたちが寝てからは、TUHIN さんの家族にこの村のこと、生活
のことを思うままにたくさん聞いた。村の人口や教育のこと、宗教
のこと、女性の一日のこと。どれも村の様子を思い出しながら聞い
ていた。
　この日はずっとサティアントラ村について自分の五感をフル活用
して学んだが、村の人たちの自然への愛や寛容な心を、身を持って
感じることができた。　　　　　　　　　　　　　　　（荒牧里佳）

れた兄弟のように考えていて、
神は違っても人間が幸せになる
ために言っていることは同じだ
というのだ。生まれながらにし
て共存していて、同じ場所に自
然のままに暮らしている。だか
らお互いに何の偏見もジェラ
シーもないのだと。
その後は午前中通らなかった
ルートで村を周り、大きな池や
モスク、ヒンズー教の寺院など
たくさんのものを見て、家に
戻った。
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5:30　 起床
6:00　 池のほとりまで散歩をする。
　　　　ヨガをしてココロとカラダをあたためて起こす。
　　　　瞑想をして、自分のココロを客観的に見つめる。
　　　　池の周りをしゃべらずひとりで散歩して振り返りをする。
　　　　（ひとりで見ること、考えることだけに集中すると、普段

は見えない様々なことが見えてくると感じた。改めて、日
本ではなかなかこのような壮大な自然を見ることは出来な
いなあ、と感じた。）

　　　　池のほとりで振り返りを発表する。
　　　　(10 日間、様々な職種、タイプの人々にインタビューを行っ

てきたが、どの人も自分が思っていることを早く、はっき
り答えてくれたことに驚いた。それだけ自分の人生や、やっ
ていること、考え方に自信や誇りを持っているのだな、と
感じた。最近の日本人はなかなかそういうことが出来ない
ので、日本に帰ったら、自分がやっていることに自信を持
てるような、誇れるような努力をしようと思った。)

　　　　イスラム教とヒンドゥー教の共存について、村長を６期
30 年務めたムハマド・ロキーブ・ウッディンさんにイン

サティアントラ村で、瞑想とサリー体験
2 月 26 日（火）　10 日目

タビュー
9:30 朝ごはん
 おいしいルティをいただき、3 ～ 4 枚食べてしまう。
10:45 10 日間のフィールドワークのまとめ
 （TUHIN さん宅のベランダで）

( ダッカ大学の学生とのワークショップの予習 )
　　　　議題
　　　　・ワークショップとは
　　　　・バングラデシュの良さ
　　　　・ダイヤモンドランキング
　　　　3 人 1 組になり、各人 3 ～ 4 つバングラデシュの良いと

ころをポストイットに挙げる。その後 3 人でそれを 9 つ
に絞る。その 9 つを、1 位、同率 2 位 (2 枚 )、同率 4 位
(3 枚 )、同率 7 位 (2 枚 )、9 位と順位付けする。ダイヤ
モンドランキングにタイトルをつける。(2 班のダイヤモ
ンドランキングのタイトルはそれぞれ、「FOR OTHERS」
と「自然がうんだ豊かさ」。挙げられたバングラデシュの
良いところはどちらの班も同じような内容だったが、順位
が全然違うので興味深かった。わたしたちの班は良いとこ

ろの原因を考えて 1 番の原因になるものを 1 位においた。
自然の豊かさが生活の豊かさを生み、人々の心も豊かにし
て人々を素敵な笑顔にする。という結論に至った。「FOR 
OTHERS」のチームはバングラデシュの人々を中心に考
えていて、自然が生んだ豊かさはバングラデシュの生活の
基盤について考えていた。)

　　　　中間レポートを書く ( テーマ：わたしにとってのバングラ
デシュ )

　　　　中間レポートを書いて、一言振り返りをする。
13:00 お昼ごはん　お昼ごはんを食べたあと水浴び
15:00 サリーを着付けてもらう。村を散歩する。途中クリケット

を見たり、紅茶をいただいたり。サリーを着るとサロワ・
カミューズを着ているときほど人は寄ってこないと先生が
おっしゃっていたが、クリケットを見ているときも、紅茶
を飲んでいるときも、人はたくさん集まってきて、写真を
とられていた。

20:00 夜ごはん
（月谷梨沙）
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　朝、5 時 30 分に起床。TUHIN さんの家での最後の食事をする。
三泊のお礼を言って、同じジョソール県のレブトラ村へ向かう。
レブトラ村ではノクシカタ（伝統刺繍布）を縫う女性をたくさん見
た。シャムスンナハルさんの家では作ったカタを NGO を通して販
売する。家はコンクリートでできており、門は鉄。夫が薬局をやっ
ているのもあって、中より上の生活をしている家庭のようだ。ノク
シカタのビジネスが始まる以前は、それぞれが好きなもの、ヤシの
木やふねなどを好きなように作っていて、それは頭のなかでまずデ
ザインをまとめることから始まる。自分でイメージしたものもあれ
ばどこかで見たものを参考にする場合もある。今は好きなものをデ
ザインして縫っているのではなく、外国人消費者向けのデザインを、
専門家が介入してよりきれいによりはやく作ることが求められるよ
うになった。「縫えるもの」を縫うだけでなく、難しいモチーフを
誰かに協力してもらってつくることもあるという。デザインの定番
は「生命の木」「太陽」などで、自然のものをモチーフにするとき
れいだし、自らの文化や生活の証拠を残すことにつながる。シャム
スンナハルさんがカタをはじめたきっかけは、彼女の母親がやって
いたのを見たからで、カタはこのようにして代々受け継がれてきた
女性の仕事なのだろう。だいたい 1 カ月くらい心をこめて縫えば
きれいに縫えるようになるのだという。このノクシカタの元手は布
代と糸代で 2200 タカくらいし、これを 3000 タカで売る。昔は
1000 タカでサリーのノクシカタをやっていたが、今では 1500 タ
カまで値上がった。この収入はほとんどの場合女性のものとなる。
25 年前と比べると女性の収入はぐんと増したので、好きなことを
自由にできるようになった。なぜかというと、好きなことをするお
金を稼ぐ手段を持っているし、わざわざ旦那さんに相談しなくても

サティアントラ村からレブトラ村、ダッカへ
2 月 27 日（水）　11 日目

自由に使える資金を持っているからだ。ピアスなど女性的なものに
費やしたり、子どものおこづかいや教育にまわしたりすることがほ
とんどだ。そのため、家庭において女性が使うお金は一番意味があ
る。教育や家計にたいしての出費がほとんどで、男性よりもその必
要性を十分に吟味して慎重にお金を使う。だからシャムスンナハル
さんの家ではマイクロクレジットを利用しでいないそうだ。それは
ただ単に必要がないからである。しかし村にはマイクロクレジット
があって、なかには「ジャグルニ」「アシャ」と二つのショミティ
に参加している人もいる。資金が 2 度に分けて必要なときに利用
するという。女性は自分の時間を経済にまわす。たとえば、時間が
あるときに自分の好きなようにノクシカタを作り、オーダーが入れ
ばそちらを優先させて作り上げる。それが終わってまた時間がある
ときに趣味の方のノクシカタを縫う。
　それから車で川岸に向かい PANSI　NAO 号に乗り込む。ダッカ
大学の学生さんたちからお花をいただき 14 時 20 分昼食。
15 時から「バングラデシュの良さ」についてのワークショップを
行う。マル × クイズで、「農村で暮らしたいと思うか」や「バング
ラデシュの女性はしっかりしている（賢い）と思うか」という質問
で意見が割れた。私たちが見てきたのは、村のショミティで自分達
の権利について学んだり、生活への向上心から新しい事業に挑戦す
る女性たちだったころ、ダッカ大学の学生のなかには農村の女性に
ついて詳しく知らない人もいたということで意見が割れた。ダッカ
大学の女子学生たちは女性がまだ社会進出しにくくて、十分な発言
権も持てていないとお話していた。ダイヤモンドランキングでは
ダッカ大学の方は英語でどんどんアイディアを出すので、私たちは
戸惑ったり圧倒されたり。私たちが出したバングラデシュのいいと
ころには、人々の温かさや笑顔、農村の自然に根差した生活などが
多かったが、ダッカ大学の学生が思うバングラデシュのいいところ
は食べ物や、ベンガルトラや丘やたくさんの川などの自然、ジャム
ダニ織りのサリーなどの文化が多かった。ワークショップが終わり
に近づくにつれて景色がきれいになってきた。
　18 時 30 分、上陸して車まで歩く。
　18 時 40 分、車で移動。翌日はホッタールなので私たちの車を

デモに使わ
れ そ う に
なって、ア
ラムさんが
警官に対し
て怒る。
　それから
ムンシゴン
ジ県スリナ
ガル村の私
立 SIZUE
小 学 校 で、

ホッタールの前夜の混乱を避ける時間調整の為、のんびりする。着
いたときは停電していた。教室を見ると教卓と生徒の席のあいだの、
教室のまんなかにスペースがあったのできくと、教師が授業中うろ
うろしてすべての生徒の近くまで行けるように設けたスペースなの
だという。現在は 2 階までだが、5 階か 6 階くらいまでを建設中
である。屋上にいくと星かたくさん見えた。当然日本でも見られる
オリオン座だが、その周りにはもっとたくさんの星が見えたので、
まるで別の星座であるかのように、より特別に感じた。この小学校
は毎年、生徒の数が増すので建物の開発がぜんぜん追いつかない、
とお話していた。
　21 時にケンタッキーフライドチキンで夕食をする。注文が終
わったらアラムさんは帰った。KFC の値段は、一般的な家庭が利
用する料理店の 5 倍はするので、ここには裕福な人たちしか来な
い。日本で食べるよりも濃い味がした記憶がある。私たちの周りに
はずっと店員がうろうろしていた。
　21 時 40 分車へ戻る。お店をでるとおばあさんが手を差し出し
てきた。ここには裕福な人たちしか来ないから、お店を出た人を狙っ
ている施しを求めるのだそうだ。すぐ横に来て目を見つめられたが、
驚いたので私はサッとそらして首をふったり、掌を見せたりしてし
まった。
　それからホテルに戻った。　　　　　　　　　　　　（鈴木美咲）
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7:30 起床
8:30 朝ごはん
 この日はホッタールのため午前中はパッキング整理をした

り、振り返りをしたり、
 ホテルでゆっくり過ごす。JABA　tour のアリフさんが

13:00 に来るということだったので、11:00 頃ゆっくり
シャワーを浴びていたらアリフさんが到着したとの連絡が
入り、焦る。

11:45  ARONG（アーロン）へ出発　お土産を買う
 アラムさんのご家族と会う。
13:00 お昼ごはん　西アジアの炊き込みご飯「ビリヤーニ」を食

べる。味はチキン、ビーフ、ラムの 3 種類。
14:15 高級スーパーマーケット「アゴラ」でお菓子や紅茶を買う。
 みんなギリギリまでタカを使う。
15:00 ホテル到着
16:00 ふりかえりのワークショップ（～ 18:30）
 3 人 1 組にわかれて「FOR OTHERS」か「豊かさ」をテー

マにブレイン・ストーミングを行って、最後は、画用紙
にまとめて発表をした。「FOR OTHERS」の班は人々の

ダッカで3回目のホッタール。
ふりかえりのワークショップなど。

2 月 28 日（木）　12 日目

心の豊かさ、笑顔、優しさについて触れていた。「豊かさ」
をテーマにした私たちは自然と生活の豊かさと文化の豊か
さ、そこからうまれる人々の心の豊かさに触れた。最終的
に、GDP などの数値データでは表せない、＜目に見えな
い豊かさ＞がバングラデシュには存在することに全員が気
づいた。

 中間レポートを書く　タイトルは各自それぞれ。
 一言ふりかえりをする。
19:00 グルシャン地区の韓国料理を食べに行く。注文しすぎて運

転手のココンさんを呼ぶ。
（月谷梨沙）
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　ホッタールの影響で、前日の夜までに 50 人以上が犠牲（＝死亡）
になった。朝、6 時 15 分起床。7 時荷物を出す。ココンさんとみ
んなで写真を撮ってから 8 時、車に乗る。オールドダッカの港に
向かって、船着き場を歩いてみる。川の水は腐っているので硫黄臭
が強い。乾期で一番においがきつい時期らしい。雨季になると水の
量はぐんと増すので、まだマシのよう。船着き場で仕事を探すスト
リートの子ども達はその水に飛び込んで水遊びをするという。私た
ちとは全然違うものすごい免疫を体に持っているみたい。カメラを
向けると元気いっぱいポーズをとる女の子がいた。でも写真を撮っ
たらお金を要求してきた。荷物運びをするストリートチルドレンと
出会って話を聞く。それとは対照的にとてもきれいなサリーを着た
富裕層の女性も見た。見るからに一般人とは違う装いだった。そん
な人と、横から笑顔で話しかけてくるストリートの子どもたちとを
同時に見ていたら「あなたはこの場所が好きではないみたいですね」
と言われてしまった。実際に子どもが大きな荷物を運んでいるとこ
ろも目撃した。服も手も汚れていて、最後に握手すると自分よりずっ
と皮膚が固かった。出て行く時、壁には行方不明になった裕福な家
庭の子どもの貼り紙があった。後ろを振り返ると、さっきの子ども
たちが奥に見えた。それからピンクパレスまで車でむかう。正面の
通りでは野菜やフルーツが並べて置いてあり、シュレッダーにかけ

ホッタール。オールドダッカ
3 月 1日（金）　13 日目

た紙くずの上に広げられている。そのあとムガール帝国時代（1526
年～ 1858 年）の建築物がところどころに残っているオールドダッ
カを歩く。オレンジ色のレンガが特徴的な壁と、窓枠のデザインが
印象的な建物があちらこちらにある。これらの通りは商店街のよう
で、表にはお店があり、建物と建物の間には長くて明かりのないす
きまがある。その奥に、それぞれの家庭があるのだそう。10時30分、
南アジア最大の高級ショッピングモールへ行く。南アジアというと、
インド、バングラデシュ、スリランカ、パキスタン、ネパール、ブー
タン、モルジブ、アフガニスタン、イランなどである。日本でも普
段目にするような「洋服」が店内に並んでいる。街中で洋服を着て
いる女性は見たことがなかったので、どんな人がどこに着ていく服
なんだろうと思った。それにモールのなかではジーンズ姿の女の子
を発見し、もの珍しそうに凝視してしまった。バングラデシュは皮
製品も有名で世界シェアも高い。皮の加工技術が高いらしい。モー
ル内で一人、胃を悪くする。12 時、アラムさんの家で昼食をいた
だく（サプライズ！）。一人寝ている間にアリフさんが「においを
かぐとスッキリしますから」とオレンジを置いてくれた。床にたく
さん料理がでてきて、みんなで最後のベンガル料理を食べた。ただ
の白いインディカ米ではなく味付けのされたご飯がとくにおいし
かった。でも今日帰ると思うと悲しくなったので、逆にあんまり食

べられなかった。後悔している。最後に出てきた色も味も濃いヨー
グルト風のデザートは衝撃的なおいしさだった。「ご飯と一緒に食
べるとおいしい」というから食べてみたけど普通だった。ゆっくり
過ごしてそれから 14 時 30 分、JABA tour の事務所へ向かう。ア
ラムさんにフェリスからの感謝状をお渡しし、入国したときの服装
に着替えると「日本人がいるー」と言われた。少し寂しかった。紅
茶をいただいてクッキーとパウンドケーキとバナナを食して 17 時
30 分まで写真を撮ったりいろいろして過ごす。18 時には空港に
ついて車のなかで 2 週間のふりかえりをする。この 2 週間が挑戦
だったこと、実際に豊かさにふれて他の場所でもそれを自分で広め
たいということ、さまざまな形の幸せと喜びと生き方を発見した事、
みなさんのいろんな思いがきけて私も嬉しかった。「2 週間前と今
じゃみなさん全然変わった」と言われたけど、みなさんどうでしょ
う（笑）。ハグと握手をしてからさようならをした。入国の時と同
じで蚊がすごかった。19 時 30 分、出国審査をする。「こんにちは」
には笑顔で「こんにちは」と言い、「さようなら」にも笑顔で「さ
ようなら」が言えた。フィジカルチェックでキチュリをほめられた。
20 時 55 分発の香港行きでバングラデシュを出た。　　（鈴木美咲）
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　翌日の朝、香港に付いた。飛行機のなかではほとんど寝ていたか
らあっという間だった。でもとなりの外国人に何度も起こされたか
ら全然寝足りなかった。機内食も寝ながら食べたからほとんど記憶
に残っていない。たしかフルーツが３種類でたような気がする。一
つ食べたら、ダッカのホテルの朝ごはんのジュースと同じ味がして、
悲しくなってきたから食べなかった。来る時と同じように、illy で
少しゆっくりする。アラムさんと JABA tour へのお礼のお手紙を
書いた。でも眠すぎて書けなかった。先生が近くの長椅子で横になっ
て寝た。8 時 40 分の少し前に移動して、成田行きの飛行機に乗る。
ダッカの空港からずっといた大学生がすぐ近くにいたので、その存
在だけで面白かった。彼はダッカの空港で「どうして日本語がそん
なにうまいのか」というと「実際に話していればうまくなる」とい
うようなことをサラッと話していて、それは当然だけどさすがだな
と思った。成田行きの飛行機の中でもずっと寝ていた。機内食はお
魚と丸いパンとおいしいクッキー。ここもインディカ米だった。成
田に着くと、やっぱり今までいたところとは違うなと感じた。モシャ

（蚊）はいないし床も壁もきれいだったしとても静かだった。それ
ぞれの荷物をもって、あらためて感想を短く話す。みんなダッカで
は、帰りたくない帰りたくないと言っていた。日本に向かう飛行機
のなかでは私も、「日本に着いちゃうよー」とか話していたけど、
本当に日本に着いてしまった。　　　　　　　　　　　（鈴木美咲）

香港から成田まで
3 月 2日（土）　14 日目
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